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1守三

静岡県掛川市教育委員会

教育長 ブミ E百 ま朱干支

掛川市域は自然に恵まれた、往古より人が住み着き歴史が重ねられてきた

地域であり 、いたるところにその生活の歩みが記された遺跡が残されていま

す。私たちの今日の繁栄は、先人たちのたゆまぬ努力と労苦の上に築かれて

いることを思うと、はるか昔にこの地に生き、その足跡を留めた先人たちに

畏敬の念を抱かずにいられません。

昭和25年に文化財保護法が施行されて以来、多くの方々の努力により国民

の文化財に対する理解が深まり、その保存・活用がはかられているのは喜ば

しいことです。特に遺跡や遺物は人類共有の大切な宝として、子孫に継承す

べきもので、私たちはそれらの文化財を責任をもって愛護する義務を負って

いるといえます。

しかし、現代に生きる私たちの生活のために、遺跡が姿を変えたり、消滅

したりすることが多いのも事実です。その場合には、事前に発掘調査を実施

し、記録保存というかたちで掛川市の古代史解明やこれからの文化財行政な

どに役立つようにしています。

このたび、工場用地造成に先立ち、用地内に所在する埋蔵文化財である向

山遺跡について、静岡県教育委員会の指導を得て、掛川市教育委員会が調査

主体者となり、静岡人類史研究所が発掘調査を担当して遺跡調査が実施され

ました。

調査の結果、弥生時代後期の方形周溝墓や近世の茶毘墓・土壌墓などを検

出し、地方史解明の貴重な史料を得ることができました。これらは今後の埋

蔵文化財への理解、郷土史の史料となることはもとより、生涯学習宣言都市

掛川市の潤いのあるまちづくりに用されるよう切に願っています。

最後にこの調査報告書作成に際し、静岡県教育委員会、事業主、地元の皆

様はじめ関係の皆様には当初より深いご理解とご協力をいただき厚くお礼申

し上げます。



例 言

イ列 面

1 .本報告書は掛川市岡津字向山に計画されている工場用地造成予定地内に存在する向山

遺跡の発掘調査記録である。

2. 本調査は株式会社川島デベロップの委託により、掛川市教育委員会が調査主体者とな

り、静岡人類史研究所が調査を担当して実施したものである。

3. 調査にあたっては、静岡県教育委員会文化課および掛川市教育委員会の指導のもとに

「向山遺跡発掘調査連絡会j を設置し、連絡会において発掘方法・工程等の協議を行い

ながら調査を進行した。

「向山遺跡発掘調査連絡会Jの構成は以下の通りである。

-調査主体者 掛川市教育委員会教育長

-調査指導機関 静岡県教育委員会文化課主席指導主事

静岡県教育委員会文化課指導主事

-調査事務局 掛川市教育委員会社会教育課課長

掛川市教育委員会社会教育課文化係長

掛川市教育委員会社会教育課主任

-調査担当者 静岡人類史研究所所長

静岡人類史研究所調査部長

大西

佐藤

五島

榛葉

沢村

松本

フオF本ミ

片平

珠枝

達雄
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稔

久雄

一男

威史

同IJ

-開発計画者 株式会社川島デベロップ代表取締役 氏原 功

4. 発掘調査は、平成 5年6月 3日より平成 5年9月15日まで実施した。また、遺物の整

理と報告書の原稿作成は、平成 5年9月16日より平成 6年1月17日まで実施した。

5. 遺物の実測およびトレースは小金津保雄・大倉妙子・杉山里英子、・ 北原比査子が、図

表の作成は片平岡IJ ・小金津保雄が行った。写真撮影は仲津正人が行い、空中写真の撮影

は株式会社東日に委託した。

6. 原稿の執筆は、松本一男(掛川市教育委員会、第 I章)、仲津正人(第 E章)、小金

津保雄(第E章、第N章第 3節-3'""-'5、第 4節、付表)、片平岡IJ (第W章第 1節、

第 2節、第 3節-1・2)、森威史(第V章)が担当し、編集は森威史が行った。

7 .本調査における図面・写真・遺物・コンビュータのデータはすべて掛川市教育委員会

で保管している。

8. 発掘調査および遺物整理の参加者

-調査員

森 威史(静岡人類史研究所所長) 片平 岡IJ(静岡人類史研究所調査部長)

小金津保雄(静岡人類史研究所主任研究員) 仲津正人(静岡人類史研究所学芸員)

.発掘調査作業員

宮崎昭太郎伊東みさえ 伊藤正夫岩本登五郎 山崎祐代村松幸雄 安田小作

堀内藤一杉山弘久保港市野沢けい鈴木良彦中村万平

-遺物整理

小金津保雄 大倉妙子 杉山里英子



9.本書における遺構・遺物の表示は以下の通りである。

①遺構挿図の縮尺

各遺構の縮尺はパースケールで示した。

②遺構挿図の方位

特に示さない限り図の上が北(磁北)を示す。

③スクリーントーンおよびシンボルマーク

スクリーントーン

医罰撹乱層 E三 地山層(黄褐色砂磯層)
怒53土器の施紬部分

u .シンボルマーク

シンボルマークに付した数字は遺物番号である。

O 土器 δ 人骨片

O 銭貨 ・礁(棺座石を含む)

O 鉄製品

× 石製品

④遺物挿図の縮尺

口竹製品

例言

土器・鉄製品・石製品の実測図の縮尺はパースケールで表示した。銭貨の拓影は実

物大である。

⑤写真図版の縮尺

土器・鉄製品・ 石製品 ・銭貨・人骨片の縮尺は任意である。

⑥断面図の水糸レベルは海抜高を示し、単位はメートルである。

⑦遺構の断面形状(長径または長軸に対する断面)の表現は下の図に基づくものである。
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第 I章 発掘調査 に至 る経緯

多高 I 主主主 予造主屈言周ヨ雪E~こヨ至る来圭来車

向山遺跡が所在する岡津原は、掛川市西域を南北に流れる原野谷川の東側に位置する河

岸段丘をもっ丘陵で、市街地から車でおよそ10分程の距離にある。岡津原からは、市の西

域に広がる平野部を一望でき、見るからに遺跡立地に適した地形景観を示している。

ここに所在する遺跡は、縄文時代早期・中期の土器散布地、弥生時代中期・後期~古墳

時代前期の集落跡、古墳時代中期の古墳、古墳時代後期の横穴群などがあり、これらは重

複して発見されることが多い。この多くの遺跡の中でも 「画文帯階段式神獣鏡」を出土し

た 「岡津奥の原古墳」は特に有名である。

これまでに行われた周辺地での発掘調査には、昭和41年から昭和42年にかけて実施した

東名高速道路建設に伴う 「岡津横穴群j 、 「西岡津古墳」、 「向山古墳 1号墳J、 「向山

古墳 2号墳J等がある。岡津原一帯は農業振興地域に指定されていることから、それ以後

特に大きな開発行為もなく、同時にそれに伴う発掘調査もなかった。

平成4年 6月になって、今回調査の対象となった地点を申請地として、工場棟の建設敷

地造成を目的とした掛川市土地利用事前協議申出書が提出された。申請地に 「向山遺跡j

が所在することから、掛川市教育委員会と土地利用申請者株式会社川島デベロップ(掛川

市)との間で遺跡の取り扱いについての協議が始まった。協議では、まず 「遺跡所在確認

調査j を実施して遺跡の所在状況を確認し、その結果に基づいて土地利用上の遺跡の取り

扱いを決めることとなった(平成4年 8月3日付掛教第403号受付 「確認調査依頼書Jに

基づき、平成 5年 1月11日"'-'13日実施)。その結果、 「向山遺跡」が所在することは明ら

かとなり、土地利用計画において遺跡の消滅が免れない状況であることを確認した。そこ

で、やむなき措置として本発掘調査を実施し、 「向山遺跡」を記録として保存することと

なった。

本発掘調査の実施については、申請者から掛川市教育委員会に依頼があったが、即応で

きないことから、静岡人類史研究所に依頼し実施することとなった( I向山遺跡発掘調査

に関する協定書」平成 5年 6月 3日締結)。現地発掘調査については、調査主体の掛川市

教育委員会、調査指導機関の静岡県教育委員会、調査実施機関の静岡人類史研究所、調査

事務局の掛川市教育委員会、事業者の株式会社川島デベロップにより構成する 「向山遺跡

発掘調査連絡会」を設置し、実施した。連絡会は月 1回開催し、発掘調査の進捗状況の報

告、遺構・遺物の検出状況を踏まえ発掘調査方法の検討、次月における調査の進め方・予

定について、事業者側からの意向・要望について等を議題として討議した。そして最終的

には 4回の連絡会を行い、現地作業を終えるに至った。



第 E章 遺跡の立地 と歴史的環境 第 1節 遺跡の立地

図n-1 -1 向山遺跡の位置図

凡例

A 赤石山地 圃・・ 山麓地

-1 志太・春野山地 E ・・
B 遠州台地 -丘陵地

1 小笠山丘陵地

2 袋井丘陵地

C 遠州平地

-1 太田)11平野

2 菊川平野

. 向山遺跡

図盟大起伏丘陵地

区3l、起伏丘陵地
融雪砂喋台地(低地)段丘地

仁コ 扇状地性低地

. 三角州性低地

資料:土地分類図(静岡県)、 1991年

図 Eー 1-2 向山遺跡周辺の地形区分図



第 E章 遺跡の立地と歴史的環境 第 1節 遺跡の立地

気写 E 主主 選主瑚之の立土也と毘歪史的苦畏写室

第 1節 遺跡の立地

向山遺跡は掛川市の南西部に位置しており、遺跡の北側は東名高速道路が東西方向に走

り、東側は垂木川が北東から南西方向に流下している。

向山遺跡の周辺の地形は図 II-1-2に示す通り、北側は起伏量(地表の起伏の程度を

示す。単位面積内の最高点と最低点の高度差)が 100m以下の山麓地である志太・春野山

地と起伏量 100m以下の袋井丘陵地が分布している。遺跡の南側には小笠山(山頂の標高

約 264m) があり、山頂を通る地質の境界線(北西一南東方向)から東部は起伏量200""100

mの大起伏丘陵地で、西部は起伏量が 100m以下の小起伏丘陵地である小笠山丘陵地が広

がっている。

これらの地域は開折が進み、扇状地性の低地や三角州性の低地によって埋められている。

また、逆川、原野谷川などによって形成された扇状地性の低地(太田川平野ともいわれて

いる)が広範囲に分布している。
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第 E章 遺跡の立地と歴史的環境 第 1節 遺跡の 立地

新|鮮l 掛

ヘ¥)11¥ 

累

層

凡例

F沖州叩F憎叩積細層口口泥

段丘

F烹司粒上質層
持日明礎および砂

上部~含喋砂

中部回凝灰質層

下部剛砂

山周醐砂

土方泥層国?尼

層i 累|叩泥互層困砂泥互層

層| 細谷凝灰質盟問シルト
シルト層

世|小i天王砂層-細粒砂部 )11

事;:1 累 大日砂層圏岩間砂
層

西郷層群
関泥岩砂岩

および嘆岩

• 向山遺跡
資料:日本地質図大系 中部地方、 1991年

図n-1 -3 向山遺跡周辺の地質区分図
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第 E章 遺跡の立地と歴史的環境 第 1節 遺跡の立地

向山遺跡の周辺の地質は図 II- 1- 3に示す通り、北側は新第三紀の掛川層群と西郷層

群、第四紀更新世の小笠層群などが分布する。向山遺跡は扇状地に分布する沖積層(磯 ・

砂および泥)によって固まれる第四紀更新世の段丘堆積物からなっている。段丘堆積物は

砂(上層部)と礎(下層部)で占められる。離種は砂岩で、その径は 5'"'-' 200mmを占めしてい

る。

一方、南側には掛川層群の掛川累層(土方泥層と南郷砂泥互層)と曾我累層および小笠層

群が広く分布しているが、小笠山の山頂を北西一南東方向に通る地質境界線で大きく区分

される。

北西一南東線の西部には蝶層を主とする小笠層群がみられ、東部には掛川累層と小笠山

を支える基盤の部分である曾我累層が見られる。新第三紀鮮新世の曾我累層は礎、砂層を

主とし、泥層をはさむ地層であるため、この地層の違いは丘陵の地形に反映され、侵食さ

れやすい西部の小笠層群が小起伏丘陵地となり、侵食されにくい東部の掛川累層 ・曾我累

層が大起伏丘陵地となっている。

向山遺跡は扇状地性の低地に固まれた砂磯段丘地(袋井丘陵地という)の南端に位置して

いる。
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第 E章 遺跡の 立地と歴史的環境 第 2節 歴史的環境

d 、、、一一一…、.- I\\\t:::~._Jl \

図Eー 2-1 向山遺跡周辺の遺跡分布図



第 E章 遺跡の立地と歴史的環境 第 2節 歴史的環境

第 2節歴史的環境

向山遺跡は袋井丘陵地の中の岡津丘陵と呼ばれる低地性の段丘地上に位置する。その周

辺は原野谷川、逆)11、家代)11、垂木川などに沿った扇状地性低地である。この丘陵地や低

地には古墳時代の遺跡が多く、特に古墳や横穴が群集している(図 11-2-1)。

縄文時代から弥生・古墳時代の複合遺跡として、岡津原 1 • 11 ・田遺跡、黒田遺跡があ

げられる。これらの遺跡の内容については明確にされていないが、岡津原 1. 11 ・皿遺跡

は向山遺跡の西~北西方向の丘陵地に立地しており、縄文土器や弥生土器、土師器や須恵

器などが出土している。黒田遺跡は岡津丘陵の東側に接する扇状地性低地に立地し、この

遺跡からも縄文土器 ・弥生土器 ・土師器が出土している。

弥生時代の遺跡としては原川遺跡があ る。原川遺跡は原野谷川|が形成した自然堤防上に

立地するもので、その初現は弥生時代初頭とされており 、それ以後幾度かの断絶を経なが

ら近世までに至る複合遺跡である。確認された集落祉は、中遠地方における最初の農耕集

落と考えられている。また、多様な土器棺墓も発見され、当時の墓制を解明するに新たな

資料となっている。同遺跡からは古墳時代の竪大住居跡も確認されており、大集落の可能

性がある。中~近世に関しても、旧東海道の存在から交易、その他の面において重要な位

置をしめていたことがうかがえる。このほか、弥生時代の遺跡として篠場遺跡が、弥生時

代~古墳時代の遺跡として沢田遺跡・細回遺跡・前坪遺跡が、弥生時代~古代にかけての

遺跡として大池遺跡・曽我後遺跡・領家遺跡・平野遺跡が、弥生時代~平安時代の遺跡と

して梅橋北遺跡があげられる。これらの遺跡はいずれも垂木川と逆川に沿った沖積平野部

に立地している。

古墳時代になると岡津丘陵上には中・後期の遺物が散布する岡津原V遺跡が分布し、そ

れに重なる様に北側から庚申塚古墳(円墳)・奥ノ原古墳(円墳)・堀田古墳(円墳)・西岡津

古墳が点在し、その東側に八幡平古墳群(円墳 5基)・東ノ山古墳(円墳)・岡津横大群(A

群 8基、 B群:16基)・ワゴ横穴群(5基)・向山古墳群(円墳4基)と、丘陵上はほとん

ど古墳と横大によって占められている。

向山遺跡に隣接する岡津横穴群からは土師器、須恵器、鉄刀、万子などが出土しており、

向山古墳群の 2号墳からは鉄貧IJ・銅鏡・合子が確認されている。また、岡津丘陵下の南側

の沖積平野部には古墳時代から古代にかけての遺物が散布する三ツ池遺跡・善光寺遺跡 ・

コリトリ遺跡が分布している o

以上のように、向山遺跡の周辺は縄文時代から平安時代に至る複合遺跡がみられ、断片

的ではあるがこの地における人々の営みが継続していたことを物語っている o
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第 E章 発揖調査 の 概要 第 1節 調査方法

A B C 0 E F G H J K L 

1 
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11 

12 

13 

14 

15 

16 

図m-1-1 調査対象地域の地形とグリッド設定図
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第 E章 発掘調査の概要 第 1節 調査方法

多高 m 主主 亨苦主屈言長司王室EO":>栂正要王手

第 1節調査方法

事前の試掘調査において、丘陵上に本遺跡が立地し、包含層が存在しないことが確認さ

れていることから、遺構の確認面である黄褐色砂喋層を覆う表土層を重機によって除去し

た後、調査区全体に 5mX5mのグリッドを設定し、東西方向に A"'L、南北方向に 1'"

1 7の番号を付し、地形測量を行なった。

次に、作業員により遺構の確認面の全面精査を行い、遺構の分布の概略を把握した後、

個々の遺構について確認・精査を行った。

確認・精査された遺構および遺物は、実測図を作成し、写真撮影を行った o なお、遺構

および遺物の記録にはパーソナルコンビュー タと光波測距儀を利用したトータルステーシ

ヨン・システム(遺跡図形処理システムソフト)を導入した。
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図m-2-1 発掘調査の経過図(1 ) 
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第 E章 発鋸調査の概要 第 2節 発掘調査の経過

第2節 発掘調査の経過

向山遺跡の現地調査(準備および発掘調査)は平成 5年 5月13日より同年 9月17日まで実

施した。以下にその経過を略記する。

5月13日(木) 重機 2台による表土層の除去作業を行う。また、発掘調査の開始にともな

い、事務所を開設する。

5月14日(金) 重機による表土層の除去作業をほぼ終了する。数十基の遺構が確認される。

5月17日(月) 調査区のグリッドを設定し、ベンチ・マーク(標高23.175m)を設定する。

同時に作業員を動員し、表土層を除去した面の精査を開始する。

5月21日(金) 表土層を除去した面の精査を終了し、地形測量を行う。

5月24日(月) 精査により判明した遺構の概要を知るために、個々の遺構にマーキングを

し、分布状況を記録した。この結果、約 250個所の遺構と思われるものが

確認される。

5月31日(月) 個々の遺構の精査を開始する。

6月3日(木) 第 1回発掘調査連絡会が現場事務所で行われ、発掘調査の体制や今後の予

定などにつての話し合いが持たれる。

6月11日(金) 第 1・2・3・4号土坑、第 1号茶毘墓、第 1・2・3・4・5・36・37

号溝の精査を終了する。

6月18日(金) 第 5・8 ・9 ・10・11・12・13・14・15・17号土坑、第 6 ・7 ・8 ・9・

10・11・12・38号溝、第 2号茶毘墓、第 1・2・3・4・5・6・7・8

・9・10・11・12号ピットの精査を終了する。

第 1~8 号ピットは配置関係から掘立柱建物の柱大と確認されたため、掘

立柱建物跡とする。

6月25日(金) 第 6・7・16・18・19・20・21号土坑、第13・14・15・16・17・18・19・

20・21・22・24・36・37号ピット、第 3・4・5号茶毘墓、第13・14・15

号溝の精査を終了する。

7月2日(金) 第22号土坑、第16・17・18・19号溝の精査を終了する。

第 9・16・17号溝の配置などから、この溝状遺構を第 l号方形周溝墓とす

る。

7月9日(金) 第20・22号溝、第23・24・25・26号土坑、第 1・3・11号土壌墓の精査を

終了する。また、第 2回発掘調査連絡会が現場事務所で行われ、これまで

の調査経過と成果の報告および今後の予定についての話し合いが持たれる D

7月16日(金) 第21・39号溝、第 6 ・7 ・9号茶毘墓、第 2号土墳墓、第27号土坑、第39

号ピットの精査を終了する。

7月23日(金) 第25号溝より土器が一括して出土する。この溝は第2号方形周溝墓の南溝

と思われる。第28・29・30・31・32・33・34・35・36・37・38・39・40・

41 • 42・43・44・45号土坑、第23・25・40号溝、第25・26・27・38・40・

43・44号ピット、第 8号茶毘墓、第 1号火葬墓(蔵骨器を 2点並べて埋葬

したもの)、第 4 ・12号土壌墓の精査を終了する。

1
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第 E章 発掘調査の概要 第 2節 発嬬調査の経過

7月30日(金) 第46・50・72号土坑、第28・29・30・31・32・33・41号ピ ット、第10号茶

毘墓、第24・26・27・28・29・31号溝、第 5号土壌墓の精査を終了する。

調査区の北側に位置する溝状遺構の配置などから、第24・27・33号溝を第

2号方形周溝墓とする。主体部は周溝墓のほぼ中心付近に認められる。

8月 3日(火) 第 3回発掘調査連絡会が行われ、これまでの経過と成果ならびに今後の予

定につての話し合いが持たれる。

8月 6日(金) 第48・49・52・53・54・55号土坑、第 7・8・13号土墳墓、第30・32号溝、

第23・42号ピットの精査を終了する。

第 2周溝墓の東側に隣接する溝状遺構の配置などから、第25・26・30号溝

を第 3号方形周溝墓とする o 主体部は確認されない。

8月 9日(月) 第 2号方形周溝墓の主体部の精査を開始する。

8月13日(金) 第51・56・57・58・59号土坑、第45・46号ピット、第11・12号茶毘墓、第

9号土壌墓の精査を終了する。

8月20日(金) 第 1号方形周溝墓の配置、エレーベーションなどの記録を行う。第 6号士

墳墓、第61・62・70号士坑の精査を終了する。

8月27日(金) 主体部が確認された第 2号方形周溝墓の精査を終了する。また、第33・34

・41・42号溝、第63・65・67・68・69号土坑の精査も終了する。

調査区北側の地層断面を記録すると同時に、調査区の北側に伸びる遺構の

確認を行う。この際に、北壁面から土器が出土したが、東名高速道路の敷

地のため、これより北側の精査は行わないこととする。

8月30日(月) 第66号土坑の精査を終了する。

8月31日(火) 第47・64・71号土坑、第35・43号溝、第10号土墳墓の精査を終了する。

第 4回連絡会が行われ、これまでの経過と成果の報告、ならびに調査終了

の具体的スケジュールについて話し合いが持たれる。

9月 1日(水) 第34・35号ピットの精査を終了する。

(株)東日によりラジコンヘリコプタ ーを使用して遺跡全体の航空写真撮影

が行われる。

9月2日(木) 第60号土坑の記録、ならびに第 2号方形周溝墓封土の精査を終了する。

9月 6日(月) 第 2号周溝墓の主体部の覆土、第11号茶毘墓の覆土の洗浄調査を開始する。

9月14日(金) 第 2号周溝墓の主体部の覆土、第11号茶毘墓の覆土の洗浄調査を終了する。

9月17日(金) 発掘調査に関する全ての作業を無事に終了し、現場事務所を閉鎖する。

-13ー



第 E章 発掘調査の概要 第 3節 遺跡 の 層 序
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第 E章 発掘調査の概要 第 3節 遺跡の層序

第 3節遺跡の層序

向山遺跡は砂礁からなる段丘の南端部に位置するが、茶畑などとして利用されていたた

め、遺跡の基盤となる地層の上部はかなり削平されており、いわゆる包含層が存在しない

遺跡である。

図皿 -3-1に調査区北側における層序とその位置を示した。第 1層から第4層は表土

層で、遺構の確認面は第 5層の上面である。各層の状況は以下の通りである。

第 1層 暗褐色土層 現在の耕作土で、締りも粘性も弱く、径 0.3"-'10cm大の礁をや

や多く含んでいる。層厚は 6"-'12cmある。

第 1層に比べてやや明るい色を呈する。締りはやや強く、粘性第 2層暗褐色土層

は弱い。径 0.3"-'5cm大の礁を多く含み、黄褐色土のブッロク

をやや多く含んでいる。層厚は 9"-'20cmある。

第 3層 明茶褐色土層 締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 0.2"-'5cm大の礁をやや

多く含んでいる。層厚は 3"-'25cmある。

締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 0.2"-'5cm大の礁を多く第 4層茶褐色土層

含んでいる。層厚は 4"-'16cmある。

第 5層 黄褐色砂磯層 この層の上面が遺構の確認面で、いわゆる遺跡の基盤層である。

礁は径 0.5"-'20cm大の砂岩から成り、形状は楕円形や不整楕円

形(じゃがいも状)で亜角礁を呈している。淘汰は悪く、崩れ易

い。層厚は約 160cmあり、上面部より深さ 1mと 1.5mのとこ

ろに黒色に変色した層(層厚 1"-' 5 cm)が帯状に挟まっている。
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第 N章 発掘調査の結果 第 1節 遺構の概要

三高 IV主主 予造主屈言周ヨ韮 σコ寿吉長畏

第 1節遺構の概要

今回の調査では、溝状遺構が43条(方形周溝墓 3基の溝 9条を含む)、穴状遺構は柱大状

遺構が46基(このうち掘立柱建物跡、の 8基を含む)、土坑が72基、土壌墓が13基、茶毘(だ

び)墓が12基、火葬墓が l基の計144基 ・合計187基の遺構が確認されている。

1 .溝状遺構

確認された43条のうち、第 9・16・17号が第 1号方形周溝墓を形成し、第24・27・33号

が第 2号方形周溝墓を、第25・26・30号が第 3号方形周溝墓を形成している。第 2号方形

周溝墓からは、主体部と思われる掘り込みと封土の一部が確認されたが、第 1号および第

3号方形周溝墓からは、主体部も封士も確認されなかった。

丘陵の平坦部に分布している溝は、長軸方向が南北を指している溝が多くみられ、北側

斜面に分布している溝は、長軸方向が東西を指している溝が多くみられる傾向がある。平

面形状では、隅丸長方形や楕円形が多く確認されている。

2.穴状遺構

①柱穴状遺構

平面形状がほぼ円形を呈する、いわゆる柱穴状(ピット)を呈する遺構で、 46基が確認さ

れた。そのうち、第 1~8 号ピットが掘立柱建物跡を形成している o その他は直線状にな

らんでいるピット列が11例確認されている。

②土坑

地山を掘り込んだ穴状遺構で、平面形状では楕円形や円形を呈するものが多く確認され

ているが、長軸の方向や規模などにバラツキがあり、明確な分類はできない。 72基が確認

されている。

③土壌墓

穴状遺構のうち、覆土の中に炭化物を少量含み、出土遺物として供献物のいわゆる 「か

わらけJ土器や銭貨などが出土するもので、人骨片が出土しないものもあるが第 6号土壌

墓のように供献物がなく、頭骨や大腿骨など、人骨片だけが出土しているものもある。平

面形状では、楕円形が多い。 13某が確認されている o

④茶毘墓

茶毘墓とは土坑内で遺骸を茶毘に付し、そのまま埋葬したと考えられる遺構で、覆土に

炭化物や焼土が多く含まれ、その多くは層を形成している。中には土坑の壁面が焼土化し

たものも認められる。出土した遺物のうち、人骨片は白色の細片や粉状が多く、銭貨のな

かには熱により変形したり数枚が熔着して出土するものある。士坑の平面形状では、楕円

形が多い。 12基が確認されている。

⑤火葬墓

遺骸を火葬してから蔵骨器に納め、その蔵骨器を土坑に埋葬した遺構で、供献物は出土

していない。表土層から地山層を少し掘り込んだ処から 1基が確認されている。
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第 N章 発掘 調 査 の 結 果 第 2節 ;帯状遺構 1 . 方 形 周 溝墓 と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遺構 1 . 方形周溝墓と遺物

第 2節溝状遺構

1 .方形周溝墓と遺物

調査区の南側中央部の中央に 1基、北側中央部に隣接して 2基の計 3基が確認された。

第 1号方形周溝墓は東溝が削平されて存在せず、主体部も確認されなかった。遺物は西

溝から土器の細片が出土しているだけである。

第 2号方形周溝墓は、北溝が調査区外に存在すると考えられる。この方形周溝墓からは、

主体部と思われる土墳と封土の一部が確認された。ただし、周溝からは遺物は確認されず、

主体部からも流入と思われる土器の細片が 1点出土しただけである。しかし、封土からは

弥生時代の土器片が数十点出土している。

第 3号方形周溝墓は、主体部も封土も確認されなかったが、南溝の底から弥生時代中期

後半の土器が出土している。
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第 N 章 発短調査の結果 第 2節 溝状遺構 1 .方形周溝墓と遺物

第 1号方形周溝墓

調査区の中央よりやや南側で、 E - ll ・ 12~F - ll ・ 12 グリッドに位置し、北溝(第17

号溝)、西溝(第16号溝)、南溝(第 9号溝)が確認された。全体に開墾などで上部がかなり

削平されており、東溝が確認されなかったのは、東側がさらに削平されて低くなっている

ためではないかと考えられる。したがって、全体がどのような形状でどの程度の規模であ

ったかは不明であるが、南北の溝の距離が約 7.5mを計り、東西の溝の距離もほぼ同様の

方形周溝墓と考えられる。なお、主体部は確認されなかった。

-北溝(第17号溝)

北溝(第17号溝)は南側中央部で第20号溝を切り、東北部で第21号溝を切っている。平面

形状は隅丸長方形で、断面形状は上に開く U字形を呈している。長さ 349cm、最大幅 111

cm、深さは最深部が42cmあり、長軸の方向はN-85・-wを指している。
覆土は 3層に分けられ、第 1層は黒色土で締りはやや強く、粘性は強い。径 0.5""'-'4cm

大の礁をやや多く含んでいる。第 2層は黒褐色土で締りはやや強く、粘性は強い。径 0.5

~ 8 cm大の離をやや多く含んでいる。第 3層は暗褐色土で、締りも粘性も共にやや強く、

径 0.5~6cm大の離をやや多く含んでいる。

遺物は確認されていない。

-西溝(第16号溝)

西溝(第16号溝)の平面形状は隅丸長方形で、断面形状は浅いために明確ではないが、丸

底状を呈している。長さ 375cm、最大幅87cm、深さは最深部が17cmあり、長軸の方向はN

-2'-W を指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締りはやや強く、粘性は強い。径 1~15cm 大

の離をやや多く含んでいる。第 2 層は暗褐色土で締りはやや強く、粘性は強い。径 0.5~

4 cm大の離をやや多く含んでいる。

遺物は土器の細片が覆土中から 1点出土したが、時代を確定できるものではなかった 0

.南溝(第 9号溝)

南溝(第 9号溝)の平面形状は隅丸長方形で、断面形状は上に開く U字形を呈している。

長さ 268cm、最大幅79cm、深さは最深部が19cmあり、長軸の方向はN-77'-wを指 してい

る。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締りは強く、粘性は弱い。径 1~ 3 cm大の離

をやや多く含んでいる。第 2層は黒褐色士で締りはやや弱く、粘性は弱い。径 3~ 5 cm大

の礁をやや多く含んでいる。

遺物は確認されていない o

各溝の基盤層は黄褐色を呈し、この層の大部分は径 3~ 8 cm大の離や砂によって占めら

れている。
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遺情 方形周溝墓と遺物
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第 N章 発鋸調査の結果 第 2節 j着状遺構 1 .方形周溝墓と遺物

第 2号方形周溝墓

調査区の北部で、 E-3~5 、 F - 3~5 、 G-3~4 グリッド内の南向きの斜面上に

位置し、東側の第 3号方形周溝墓に隣接している。西溝(第33号溝)、南溝(第24号溝)、東

溝(第27号溝)および主体部と考えられる土壌と封土の一部が確認された。なお、北溝は調

査区外に位置すると推定される。全体に開墾などで上部がかなり削平されており、全体が

どのような形状で、どの程度の規模であったかは不明であるが、東西の溝の距離は約 9.2

mを計り、南北の溝の距離もほぼ同様と推定される。

・西溝(第33号溝)

西溝(第33号溝)の平面形状は不整楕円形で、断面形状は上に開く U字形を呈している。

長さ 478cm、最大幅 176cm、深さは最深部が58cmあり、長軸の方向はN-43'-E を指して

いる。

覆士は 3層に分けられ、第 1層は黒色土で締りはやや強く、粘性は強い。径 0.3""'7cm

大の礁をやや多く含んでいる。第 2 層は黒褐色土で、締りも粘性もやや強く、径 0.3~20

cm大の礁をやや多く含んでいる。第 3層は暗褐色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。

径 0.3""'4cm大の礁をやや多く含んでいる。

遺物は覆土の上位から土器の小さな破片

(遺物No.449) が 1点と細片が 3点出土して

いるが、時代を確定できるものではなかっ

た。遺物No.449の土器片には突帯が 2条横

走りしている。 園町一 2-4 西溝(第33号溝)から出土 した

土器片(遺物No.449)の拓影(縮尺 :1/2) 

-南溝(第24号溝)

南溝(第24号溝)の平面形状は不整楕円形で、断面形状は上に開く U字形を呈している。

長さ 454cm、最大幅 130cm、深さは最深部が32cmあり、長軸の方向はN-55'-Wを指して

いる。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りは弱く、粘性はやや弱い。径 0.5"-'10

cm 大の礁をやや多く含んでいる。第 2 層は暗褐色土で、締りも粘性もやや強く、径 0 . 5~

2 cm大の離を少量含み、黄褐色土のブロックをやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

・東溝(第27号溝)

東溝(第27号溝)の平面形状は隅丸長方形で、断面形状は丸底状を呈している。南西部分

を49号土坑により切られているため、長さは推定で 580cm、最大幅 154cm、深さは最深部

が40cmあり、長軸の方向はN-46・-E を指している。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は黒色土で締りは強く、粘性は弱い。径 1~ 3 cm大の離

をやや多く含んでいる。第 2層は黒褐色土で締りはやや弱く 、粘性は弱い。径 3"'"5 cm大

の礁をやや多く含んでいる。第 3層は暗黄褐色土で、締りも粘性もやや強く、径 0.5"'"5 

cm大の礁をやや多く含み、黄褐色土のブロックをやや多く含んでいる o

遺物は覆土の上位から土器の細片が 3点出土したが、時代を確定できるものではなかっ

た。
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遺構 1 .方形周溝墓と遺物
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第 N章 発鋸調査の結果 第 2節 溝状遺構 1 . 方 形周 溝墓と遺物

主体部と考えられる土壌の平面形状は隅丸長方形で、断面形状はU字形を呈している。

長さ 190cm、最大幅 115cm、深さは最深部が28cmあり、長軸の方向はN-59'-E を指して

いる。北部を第32号ピットによって切られている。

覆土は 6層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 0.5

~ 7 cm大の礁をやや多く含み、黄褐色土の小さなブロックをやや多く含んでいる。第 2層

は暗黄褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 0 . 5~7cm大の礁をやや多く含み、黄褐色土

の小さなブロックをやや多く含んでいる。第 3層は暗黄褐色土で、第 2層よりやや明るい

色をしており、締りは強く粘性はやや弱い。径 0.5~5cm大の礁をやや多く含み、黄褐色

土ブロックを多く含んでいる。第4層は黄褐色土で締りは強く、粘性はやや強い。径 0.5

~ 5 cm大の離をやや多く含んでいる。第 5層は暗褐色土で、第 1層より暗い色をしており、

締りはやや強く粘性はやや弱い。径 0.5cm大の礁をやや多く含んでいる。第 6層は褐色土

で締りは強く、粘性はやや弱い。径 1cm大の礁を少量含んでいる。

遺物は覆土中に流入したと思われる土器の破片(遺物No.45 9 )が 1点出土しているが、主

体部の年代を確定できる遺物ではない o

園町一 2-6 主体部の覆土内から出土した

土器片(遺物No.459)の拓影(縮尺:1/2) 
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遺構 ， .方形周溝墓と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遺構 1 .方形周溝墓と遺物

なお、主体部から南西部にかけて、厚さ20，，-，30cmほどの封土と思われる暗褐色~暗黄褐

色土の盛土が分布しており、その中から弥生時代後期の土器片(遺物No.234、遺物No.465、

遺物No.513、遺物No.52 2、遺物No.530、遺物No.549) などの遺物が88点出土している。
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砂 O
4 -513 5 -530 6 -549 

図lV-2-8 封土から出土した土器片の拓影(縮尺 :112) 

1 (遺物No.234) は、連続した刺突紋と沈線紋が斜方向に施紋され、内面はハケ調整が施

されている。

2 (遺物No.46 5)と3(遺物No.522)は、連続した刺突紋が横方向に 2段施紋され、内面はナ

デ調整が施されている。ただし 3(遺物No.522) のナデ調整は組い。

4 (遺物No.513) は口縁部の破片で、内・外面ともにナデ調整が施されており、指頭痕が

みられる。

5 (遺物No.530) は、内・外面ともに粗いへラ調整が施されているのが顕著にみられる。

6 (遺物No.549) は刺突紋が施されており、内面に稜がみられる。

これらの遺物は弥生時代後期のものと判断される。
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第 N章 発鋸調査の結果 第 2節 溝状遺機 1 .方形周溝墓と遺物
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図lV-2-10 南溝(第25号溝)の遺物(遺物No.259)出土状況図
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第 N章 発鋸調査の結果 第 2節 溝状遺構 1 .方形 周 溝墓と遺物

第3号方形周溝墓

調査区の北部で、G-4"'5、H-4"'5グリッド内の南向きの斜面上に位置し、西側

の第 2号方形周溝墓と隣接している。西溝(第26号溝)、南溝(第25号溝)、東溝(第30号溝)

が確認されているが、北溝は調査区外に位置すると推定される。

全体に開墾等で上部がかなり削平されており、全体がどのような形状でどの程度の規模

であったかは不明であるが、東西の溝の距離は約 8mを計り、南北の溝もほぼ同様の距離

と推定される。なお、主体部は確認されなかった。

-西溝(第26号溝)

西溝(第26号溝)の平面形状は不整楕円形で、断面形状は上に開く U字形を呈している。

長さ 424cm、最大幅 11Ocm、深さは最深部が38cmあり、長軸の方向はN-48・-E を指して

し、る。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りはやや強く 、粘性は弱い。径 0.5"'5

cm大の礁をやや多く含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りはやや強く、粘性は弱い。径

0.5"'10cm大の礁をやや多く含んでいる。第 3層は黄褐色土で締りはやや強く、粘性は弱

い。径 1'" 12 cm大の離をやや多く含み、黄褐色土のブロックと炭化物を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

・南溝(第25号溝)

南溝(第25号溝)の平面形状は不整楕円形で、断

面形状は丸底状を呈している。長さ 350cm、最大

幅80cm、深さは最深部が43cmあり、長軸の方向は

N-43' -w を指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締

りはやや弱く、粘性は弱い。径 0.5"'7cm大の礁

をやや多く含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で、

締りも粘性もやや弱く、径 0.5"'7cm大の礁と黄

褐色土のブロックをやや多く含んでいる。

遺物は、溝の底面から弥生土器(遺物NO.25 9) が

出土している。その他、覆土中から土器の細片が

2点出土したが、土器の年代を確定できるもので

はなかった 0

・東溝(第30号溝)

O 5cm 

図Nー 2-11 南溝から出土した

弥生土器(遺物NO.259) 

東溝(第30号溝)の平面形状は不整楕円形で、断面形状は上に広く開く U字形を呈してい

る。長さ 400cm、最大幅 183cm、深さは最深部が83cmあり、長軸の方向はN-46'-E を指

している。

覆土は 2層に分けられ、第 l層は黒色土で、締りも粘性も弱く、径 0.3"'12cm大の礁を

やや多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で締りはやや弱く、粘性も弱い。径 0.3"'15cm大

の離をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

南溝から出土している土器から判断すると弥生時代中期後半の方形周溝墓と推定される。
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遺構 2. 誇状遺構と遺物

2. 溝状遺構と遺物

溝状遺構は調査区の南側の平坦部と北側斜面に分布しているが、平坦部に比較的多く分

布している。確認された総数は43条で、平面形状は隅丸長方形・不整隅丸長方形が24条で

約56%を占めており、楕円形 ・不整楕円形が14条で約33%である 。平均的な大きさは長さ

314cm、最大幅81cm、深さは最深部で25cmある。平坦部に分布している溝は長軸方向が南

北を指す溝が多く、北側斜面に分布している溝は長軸方向が東西を指す溝が多い。しかし、

ほとんどの溝内から遺物は出土しておらず、時代や性格を確定するのは困難である。
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第 N章 発揖調査の結果 第 2節 i舞状遺構 2・ J義状遺構と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遺構 2. 溝状遺構と遺物

第4号溝

B-14~15 グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、断面形状は浅いため定かで

はないが上に開く U字形を呈している。長さ 228cm、最大幅55cm、深さは最深部が15cmあ

り、長軸の方向はN-21'-E を指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りはやや強く、粘性は弱い。径 1~ 3 cm 

大の離を少量含んでいる。第 2 層は暗黄褐色土で締りはやや強く、粘性は弱い。径 1~2

cm大の礁と黄樟色土のブロックを少量含んでいる。

遺物は覆土(第 1層)から土器の細片が 2点出土しているが、時代を確定できるものでは

ない。

第 5号溝

D-12~13 グリッド内に位置し、溝の中央部南側で第 8 号ピットを切っている。平面形

状は不整楕円形で、断面形状は丸底状を呈している。長さ 198cm、最大幅 121cm、深さは

最深部が32cmあり、長軸の方向はN-88'-wを指している。

覆土は 3 層に分けられ、第 1 層は黒色土で締りはやや強く、粘性は弱い。径 O.5~ 5cm 

大の擦を少量含んでいる。第 2層は黒褐色士で締りは強く、粘性は弱い。径 O.5 ~ 4 cm大

の離をやや多く含んでいる。第 3層は暗黄褐色土で締りはやや強く、粘性は弱い。径 0.5

~ 4 cm大の礁をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 j帯状遺構 2. 帯状遺構と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 j帯状遺構 2. 着状遺構と遺物

第 6号溝

Cー 10グリッド内に位置し、平面形状は不整隅丸長方形で、断面形状は丸底状を呈して

いる。長さ 258cm、最大幅59cm、深さは最深部が17cmあり、長軸の方向はN-27'-E を指

している。

覆土は暗褐色土が 1層で締りは強く、粘性は弱い。径 0.5""'6cm大の離をやや多く含ん

でいる。

遺物は確認されなかった。

第 7号溝

Bー 11グリッド内に位置し、平面形状は不整隅丸長方形で、断面形状は丸底状を呈して

いる。長さ 226cm、最大幅80cm、深さは最深部が15cmあり、長軸の方向はN-12・-wを指
している。

覆土は暗褐色土が 1層で、締りも粘性も弱く、径 2""' 3 cm大の離を多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 j蕎状遺構 2. 溝状遺構と遺物

第 8号溝

B -12'"'""13グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、断面形状は上に開く U字形

を呈している。長さ 252cm、最大幅74cm、深さは最深部が16cmあり、長軸の方向はN-58・

-E をf旨している。

覆土は黒色土が 1層で締りはやや弱く、粘性は強い。径 0.5'"'""10cm大の離を含んでいる。

遺物は覆土の中位から土器の細片が 3点出土しているが、時代を確定できるものではな

し、。

第 9号溝

第 1号方形周溝墓の南溝にあたる。

第10号溝

E -10'"'""11グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、断面形状は上に広く開く U

字形を呈している。長さ 325cm、最大幅78cm、深さは最深部が18cmあり、長軸の方向はN

-ll"-E を指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締りは強く、粘性は弱い。径 0.5'"'""6cm大の

礁をやや多く含み、炭化物を少量含んでいる。第 2層は暗褐色土で締りはやや強く、粘性

は弱い。径 1cm大の礁と暗黄褐色土のブロックを少量含んでいる。

遺物は溝の底面から土器の細片が 1点出土しているが、時代を確定できるものではない。
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第 N:章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遺構 2，着状遺構と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 ;蕎状遺構 2. 蕎状遺構と遺物

第11号溝

C-9'""""'10グリッド内に位置し、平面形状は不整隅丸長方形で、断面形状はやや上に開

くU字形を呈するが、西側の壁面は緩やかに立ち上がっている。長さ 17Scm、最大幅67cm、

深さは最深部が31cmあり、長軸の方向はN-1S'-wを指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締りはやや強く、粘性は弱い。径 O.S'"'-'4cm

大の離を少量含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 O.S'"'-'3cm

大の離を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第12号溝

E -11グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、断面形状は西北側壁面が緩やか

に立ち上がる V字形を呈している。長さ 189cm、最大幅7Scm、深さは最深部が32cmあり、

長軸の方向はN-32'-E を指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りはやや弱く、粘性は弱い。径 2'"'-'3 cm 

大の離を多く含んでいる。第 2層は黒色土で、締りも粘性もやや弱く、径 4'""""'8 cm大の離

を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発鋸調査の結果 第 2節 溝状遺構 2 溝状遺構と遺物

第13号溝

B -10グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、断面形状は丸底状から上に開く

U字形を呈している o 長さ 241cm、最大幅63cm、深さは最深部が20cmあり、長軸の方向は

N-4'-W を指している。

覆土は暗褐色土が 1層で締りはやや弱く、粘性は弱い。径0.5 "-'10cm大の離をやや多く

含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第14号溝

E-8グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、断面形状は丸底状から上に広く

開く U字形を呈している。長さ 268cm、最大幅 120cm、深さは最深部が40cmあり、長軸の

方向はN-2' -E を指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で、締りも粘性もやや強く、径 5"-'15cm大の

礁を多く含んでいる。第 2層は明黒褐色士で、締りも粘性も強く、径 5"-' 1 Ocm大の礁をや

や多く含んでいる。

遺物は溝の底面から土器の細片が 1点出土しているが、時代を確定できるものではなか

った。
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第 N章 発抱調査の結果 第 2節 ;帯状遺構 2. 帯状遺構と遺物

第20号溝

E -11グリッド内に位置し、溝の北側を第 1号方形周溝墓の北溝にあたる第17号溝によ

って切られている。溝の平面形状は不整楕円形で、断面形状は上に広く開く U字形を呈し

ている。長さは推定 160cm、最大幅92cm、深さは最深部が22cmあり 、長軸の方向はN-30・

-w を指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りはやや強く、粘性は強い。径 0.5""'-'6 

cm大の礁をやや多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で、締りはやや強く、粘性は強い。径

O.5""'-'5cm大の離をやや多く含んでいる。

遺物は覆土の上位から土器の細片が 1点出土しているが、時代を確定できるものではな

かった。

第21号溝

E-ll""'-'P-llグリッド内に位置し、溝の南側を第 1号方形周溝墓の北溝にあたる第17

号溝によって切られている。溝の平面形状は不整楕円形で、断面形状は丸底状を呈してい

る。長さは推定 240cm、最大幅 160cm、深さは最深部が32cmあり、長軸の方向はN-23'-

Eをf旨している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りはやや強く、粘性は強い。径 0.5""'-'6 

cm大の礁をやや多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で、締りはやや強く、粘性は強い。径

O.5""'-'5crn大の擦をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遺情 2. 帯状遺構と遺物

第22号溝

F-9グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、断面形状は丸底状を呈している。

長さ 198cm、最大幅90cm、深さは最深部が28cmあり、長軸の方向はN-19'-w を指してい

る。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りも粘性もやや弱く、径 O.3--...-6cm大の

礁を多く含んでいる。第 2 層は暗茶褐色土で締りも粘性もやや弱く、径 O.3~ 6 cm大の礁

を多く含んでいる。

遺物は第 1層から欠損した銭貨 「寛永通賓J(遺物No.126) が 1点出土しているが、流入

したものと思われ、溝の時代を確定するものではない。

9同
$・

ro¥ザ

t:P・
ペ

~_'2.'\.66 

O 1m 

園町一 2-30 第22号溝の平面および断面図

図N-2-31 第22号溝から出土した銭貨「寛永通費J(遺物No.126)
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遺構 2・溝状遺構と遺物

第23号溝

c-l!~12グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、断面形状は浅いため定かで
はないか上に広く開く U字形を呈していると思われる。長さ 439cm、最大幅 118cm、深さ

は最深部が20cmあり、長軸の方向はN-S を指している。

覆土は黒褐色土が 1 層で、締りはやや弱く、粘性は強い。径 0 ・ 5~ 7 cm大の礁をやや多
く含み、炭化物を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった o
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図1V-2-32 第23号溝の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 ;着状遺構 2. 溝状遺構と遺物

第24号溝

第 2号方形周溝墓の南溝にあたる。

第25号溝

第 3号方形周溝墓の南溝にあたる。

第26号溝

第 3号方形周溝墓の西溝にあたる。

第27号溝

第 2号方形周溝墓の東溝にあたる。

第28号溝

1-7""J-7グリッド内に位置し、傾斜面に沿っているため、南西側が削平されてお

り、さらに南東部を第60号土坑によって切られている。平面形状は隅丸長方形で、断面形

状は南西側が削平されているため定かではないが、上に開く U字形を呈していると思われ

る。長さ 497cm、最大幅96cm、深さは最深部が38cmあり、長軸の方向はN-59'-wを指し

ている。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りも粘性もやや強く、径 0.5'"'"'7cm大の

礁をやや多く含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りも粘性もやや強く、径 0.5""4cm大

の礁をやや多く含み、黄褐色土のブロックを含んでいる。第 3層は黄褐色土で締りはやや

弱く、粘性はやや強い。径 0.5cm大の礁と黄褐色土のブロックを少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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図Nー 2-33 第28号溝の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遺構 2. 溝状遺構と遺物

第29号溝

G-5""'6グリッド内に位置し、北西部を第52号士坑により切られている。平面形状は

隅丸長方形で、断面形状は浅いため定かではないが丸底状を呈していると思われる。長さ

295cm、最大幅60cm、深さは最深部が19cmあり、長軸の方向はN-47'-Wを指している。

覆土は 2層に分けられ、第 l層は暗黄褐色土で締りは弱く、粘性はやや強い。径 0.3""'

5 cm大の離をやや多く含んでいる。第 2層は黄褐色土で締りは弱く、粘性はやや弱い。径

0.5""'4cm大の礁をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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園町一 2-34 第29号溝の平面および断面函

第30号溝

第 3号方形周溝墓の東溝にあたる。



第 N章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遥構 2. 帯状遺構と遺物
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図N-2-35 第31号溝の平面および断面図
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園町-2 -36 第32号溝の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 j着状遺構 2. 茸状遺織と遺物

第31号溝

G-6""H-6グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、断面形状は浅いため定

かではないが丸底状を呈していると思われる。長さ 430cm、最大幅82cm、深さは最深部が

20cmあり、長軸の方向はN-68'-wを指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りも粘性もやや弱く、径 O.5""lOcm大の

礁をやや多く含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りも粘性もやや強く 、径 O.5""3cm大

の離を多く含んでいる。

遺物は覆土の第 1層から土器の細片が 1点出土しているが、時代を確定できるものでは

なかった。

第32号溝

D-4""5グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、断面形状は浅いため定かで

はないが丸底状を呈していると思われる。長さ 295cm、最大幅87cm、深さは最深部が20cm

あり、長軸の方向はN-30'-E を指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 1""4

cm大の離を少量含んでいる。第 2層は黒褐色土で、締りはやや強く、粘性はやや弱い。径

O.5cm大の礁と黄褐色土のブロックを少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第33号溝

第 2号方形周溝墓の西溝にあたる。

-53-



第 N章 発掘調査の結果 第 2節 ;帯状遺構 2. 糞状遺構と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遺構 2. 溝状遺構と遺物

第34号溝

H-4""'I-4グリッド内に位置し、北東側は調査区外に延長し、南西側は傾斜面に沿

って削平されているため平面形状は不明であるが、確認されている部分の長さは 184cmあ

り、長軸の方向はN-55'-E を指している。溝の断面形状は丸底状を呈し、最大幅 155cm、

深さは最深部が50cmある o

覆土は 3 層に分けられ、第 1 層は黒色土で締りはやや弱く、粘性は弱い。径 0 . 5~6cm

大の礁をやや多く含んでいる。第 2層は黒褐色土で締りはやや強く、粘性はやや弱い。径

0.5""'4cm大の離をやや多く含んでいる。第 3層は暗褐色土で、締りはやや強く、粘性は

やや弱い。径 0.5""'7cm大の礁を多く含んでいる。

遺物は第 2層から弥生土器(遺物No.42 2) が出土している。

図N-2-39 第34号溝から出土した弥生土器(遺物No.422) 

第35号溝

K- 6グリッド内に位置し、北東側は調査区外に延びている。平面形状は隅丸長方形を

呈していると思われ、確認されている部分の長さは 316cmあり、長軸の方向はN-60'-E

を指している。断面形状は丸底状を呈し、最大幅80cm、深さは最深部が20cmある。

覆土は黒褐色土が 1層で、締りも粘性もやや弱く、径 0.3""'5cm大の礁を多く含んでい

る。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘 調 査 の 結果 第 2節 溝状遺構 2，溝状遺織と遺物
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園町一 2-40 第36号溝の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 ;帯状遺構 2. 溝状遺構と遺物

第36号溝

E -13グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、断面形状は丸底状を呈している。

長さ 167cm、最大幅62cm、深さは最深部が22cmあり、長軸の方向はN-IT-wを指してい

る。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りはやや強く、粘性は弱い。径 0.5"'"7 

cm大の離を多く含んでいる。第 2層も第 1層と同様に黒褐色土で締りはやや強く、粘性は

弱いが、径 O.5""'7cm大の礁を少量と暗黄褐色のブロックをやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第37号溝

C -13グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、断面形状は浅いため定かではな

いがU字形を呈していると思われる。長さ 175cm、最大幅81cm、深さは最深部が18cmあり、

長軸の方向はN-28'-w を指している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 1"'" 4 cm大の

礁を少量含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 O.5""'7cm大の

礁をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 j帯状遺構 2. 帯状遺構と遺物

第38号溝

C -12グリッド内に位置し、中央部北側を第 8号土坑により切られている。平面形状は

隅丸長方形で、断面形状は浅いので定かではないが丸底状を呈していると思われる。長さ

234cm、最大幅70cm、深さは最深部がl1cmあり、長軸の方向はN-84'-W を指している。

覆土は黒褐色土が l層で、締りはやや強く、粘性は弱い。径 0.5"-'5cm大の礁をやや多

く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第39号溝

F-6グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、断面形状は丸底状を呈している。

長さ 227cm、最大幅 102cm、深さは最深部が24cmあり、長軸の方向はN-44'-Wを指して

いる。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りは強く、粘性はやや強い。径 0.5"-'8

cm大の礁をやや多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で締りはやや強く、粘性はやや弱い。

径 0.5"-'5cm大の離をやや多く含んでいる。

遺物は土師器の破片が第 1層から 3点出土している。そのうちの 2点は胴部の破片(遺

物No.108、遺物No.110) で、 1点は底部の破片(遺物No.109) である。

グ 機鱒y
WN321// 

¥ !とデク
3-109 95cm  

図1V-2-44 第39号溝から出土した土師器片
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第 N章 発掘調査の結果
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第 N章 発鋸調査の結果 第 2節 溝状遺構 2 溝状遺構と遺物

第40号溝

C-3"'D-3グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、断面形状は浅いので定

かではないが丸底状を呈していると思われる。長さ 235cm、最大幅87cm、深さは最深部が

8 cmあり、長軸の方向はN-43'-E を指している。

覆土は黒色土が 1層で締りはやや強く、粘性は弱い。径 O.5"'3cm大の礁と黄褐色土の

ブロックを少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第41号溝

J -5グリッド内に位置し、北側は調査区外に延びているため平面形状など規模は不明

であるが、確認されている深さは最深部が47cmある。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りも粘性もやや弱く、径 O.3"'6cm大の

礁をやや多く含んでいる。第 2層も黒褐色土であるが締りはやや強く、粘性はやや弱い。

径 O.3""4cm大の礁を含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発銀調査の結果 第 2節 溝状遺構 2. 溝状遺構と遺物
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図N-2-47 第42号溝の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 2節 溝状遺構 2. 溝状遺構と遺物

第42号溝

] -5グリッド内に位置し、北側は調査区外に延びているため平面形状など規模は不明

であるが、確認されている深さは最深部が46cmある。

覆土は黒褐色土が 1層で、締りも粘性もやや弱く、径 O.3"-'6cm大の離をやや多く含ん

でいる。

遺物は確認されなかった。

第43号溝

K-5"-'L-5グリッド内に位置し、西側は第35号溝に切られ、北側は調査区外に延び

ているため平面形状など規模は不明であるが、確認されている深さは最深部が31cmある o

覆土は黒褐色土が 1層で、締りも粘性もやや弱く、径 O.5"-'4cm大の離を多く含んでい

るが、径 2cm大の離が大半を占めている。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査 の 結果 第 3節 穴 状遺構 1 .柱 穴 状遺構 と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 .柱穴状遺構と遺物

第 3節穴状遺構

1 .柱穴状遺構と遺物

柱大状遺構は調査区の南側平坦部と中央西側平坦部、北側斜面の中央部に分布しており、

確認された46基の平均的な大きさは長径が50cm、短径は41cm、深さは21cmである。そのう

ち第 1~8 号柱穴が掘立柱建物跡を形成している。その他、直線的にならんで確認された

ピット列が11例ある。しかし、ほとんどの柱穴状遺構からは遺物が出土しておらず、時代

や性格を確定することはできない。
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第 N 章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 .柱穴状遺備と遺物

第 1-8号柱穴(掘立柱建物跡)

調査区の南側平坦部でD-12""'13グリッド内に位置し、第 1号ピットから第 8号ピット

の配置などによって 2間x2聞の建物跡が想定された。建物跡、は南北 360""'370cm、東西

380""' 390cmの方形のプランをなし、方位は東辺のピット列でN-20-E を指している。

各ピットの状況から第 1""'6号ピットの 6本が主柱と推定され、第 7・8号ピットの 2本

が棟持柱と推定される。

第 1号ピットの平面形状は不整円形で、長径54cm、短径48cm、深さは最深部が26cmあり、

断面形状は上にやや開く U字形を呈している。覆土は黒色土が 1層で締りも粘性もやや強

く、径 1""' 2 cm大の礁を少量含んでいる。遺物は確認されなかった。

第 2号ピットの平面形状はほぼ円形で、長径48cm、短径40cm、深さは最深部が19cmあり、

断面形状は上に広く開く U字形を呈している。覆土は黒色土が 1層で締りも粘性もやや強

く、径 1""' 7 cm大の礁を少量含んでいる。遺物は覆土から土器の細片が 1点出土したが、

時代を確定できるものではなかった。

第 3号ピットの平面形状はほぼ円形で、長径55cm、短径46cm、深さは最深部が33cmあり、

断面形状は丸底状を呈している。覆土は黒色土が 1層で締りも粘性もやや強い。遺物は確

認されなかった。

第 4号ピットの平面形状は不整円形で、長径52cm、短径43cm、深さは最深部が26cmあり、

断面形状は第 2号ピットと同様に上に広く開く U字形を呈している。覆土は黒色土が 1層

で締りも粘性もやや強く、径 1""' 2 cm大の離を少量含んでいる。遺物は確認されなかった。

第 5号ピットの平面形状は不整円形で、長径73cm、短径54cm、深さは最深部が24cmあり、

断面形状は第 2号ピットと同様に上に広く開く U字形を呈している。覆土は黒色土が 1層

で締りも粘性もやや強い。遺物は確認されなかった。

第 6号ピットの平面形状は不整楕円形で、長径74cm、短径48cm、深さは最深部が24cmあ

り、断面形状は第 1号ピットと同様に上にやや開く U字形を呈している。覆土は黒色土が

1層で締りも粘性もやや強い。遺物は覆土から土器の細片が 1点出土したが、時代を確定

できるものではない。

第 7号ピットの平面形状はほぼ円形で、長径41cm、短径33cm、深さは最深部が18cmあり、

断面形状は第 3号ピットと同様に丸底状を呈している。覆土は黒色土が 1層で締りも粘性

もやや強い。遺物は確認されなかった。

第 8号ピットは第 5号溝によって切られており、その規模は定かではないが、平面形状

はほぼ円形を呈し、長径は推定38cm、短径は推定36cm、深さは現状の最深部が 6cmある。

断面形状はも定かではないが第 3号ピットと同様に丸底状を呈するものと思われる。覆土

は黒色土が 1層で締りも粘性もやや強い。遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 .柱穴状遺構と造物

第 9・10号柱穴状遺構

E -12"-'13グリッド内に位置し、ピット聞の距離は 125cmを計り、方位はN-290-E を

指している。

第 9号ピットの平面形状はほぼ円形を呈し、長径45cm、短径37cm、深さは最深部が17cm 

ある。断面形状は上に広く開く U字形を呈している。

覆土は黒色土が 1層で締りは強く、粘性は弱い。径 0.5"-'8cm大の離を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第10号ピットの平面形状はほぼ円形を呈し、長径43cm、短径39cm、深さ は最深部が 9cm 

ある。断面形状は浅いため定かではないが上に広く聞く U字形を呈していると思われる。

覆土は黒色土が 1層で締りは強く、粘性は弱い。径 0.5"-'8cm大の礁を少量含んでいる G

遺物は確認されなかった。
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図N-3ー 3 第 9 ・10号柱穴状遺構の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 . 柱穴状遺構と遺物

第11・12号柱穴状遺構

E -13グリッド内に位置し、ピット聞の距離は 156cmを計り、方位はN-670-Wを指し

ている。

第11号ピットの平面形状はほぼ円形を呈し、長径54cm、短径45cm、深さは最深部が31cm 

ある。断面形状は丸底のV字形を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締りはやや強く、粘性は強い。径 0.5'"'-'3cm

大の礁を少量含んでいる。第 2層は暗褐色土で締りは弱く、粘性はやや強い。径 0.5"-'2

cm大の礁を少量含んでいる。

遺物は覆土の上位から土器の細片が 1点出土したが、時代を確定できるものではない。

第12号ピッ卜の平面形状はほぼ円形を呈し、長径54cm、短径48cm、深さは最深部が33cm 

ある。断面形状も覆土も第11号ピットと同様である。

遺物は確認されなかった。
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園町一 3-4 第11・12号柱穴状遺構の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 .柱 穴状遺構と遺物

第13号柱穴状遺構

C -13グリッド内に位置し、平面形状はほぼ円形を呈しており、長径33cm、短径30cm、

深さは最深部が20cmある。断面形状は丸底のV字形を呈している。

覆土は明褐色土が 1層で締りは強く、粘性は弱い。径 3"""'-' 4 cm大の離を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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図N-3ー 5 第13号柱穴状遺構の平面および断面図

第14号柱穴状遺構

C -12グリッ ド内に位置し、平面形状はほぼ円形を呈しており、長径35cm、短径33cm、

深さは最深部が15cmある。断面形状はU字形を呈している。

覆土は黒褐色土が 1層で締りも粘性もやや強く、径 0.5"""'-'2cm大の礁を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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図N-3-6 第14号柱穴状遺構の平面および断面図
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第 N章 発慢調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 .柱穴状遺構と遺物

第17号柱穴状遺構

C-8グリッド内に位置し、平面形状はほぼ円形を呈しており、長径43cm、短径40cm、

深さは最深部が11cmある。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は黒褐色土が 1層で締りはやや強く、粘性は弱い。径 2""" 3 cm大の礁を少量含んで

いる。 遺物は確認されなかった。
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園町一 3-8 第17号柱穴状遺構の平面および断面図

第18号柱穴状遺構

B-7グリッド内に位置し、第18号土坑を切っている。平面形状はほぼ円形を呈してお

り、長径54cm、短径44cm、深さは最深部が22cmある。断面形状はU字形を呈し、上部が漏

斗状に聞いている。

覆土は暗褐色土が 1層で締りはやや弱く、粘性は強い。径 2"""4 cm大の離を多く含んで

いる。 遺物は確認されなかった。
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図N-3-9 第18号柱穴状遺構の平面および断面

。，b
n
l
'
 





第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 .柱穴状遺構と遺物

第21・22号柱穴状遺構

C-8グリッド内に位置し、ピット聞の距離は 188cmを計り、方位は N-IO-E とほぼ

南北を指している。なお、第22号ピットは第 6号土坑を切っている。

第21号ピットの平面形状はほぼ円形で、長径43cm、短径40cm、深さは最深部が25cmある。

断面形状はやや丸底の上に開く U字形を呈している。

覆土は 2 層に分けられ、第 1 層は黒色土で締りも粘性も強く、径 O.5~7cm大の離を少

量含んでいる。第 2 層は暗褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 O.5~5cm大の礁をやや
多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第22号ピットの平面形状はほぼ円形で、長径38cm、短径37cm、深さは最深部が14cmある。

断面形状は上に開く U字形を呈している。

覆土は暗褐色土が 1 層で締りは強く、粘性は弱い。径 O . 5~5cm大の離をやや多く含ん
でいる。

遺物は確認されなかった。
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園町一 3ー 11 第21・22号柱穴状遺構の平面および断面図
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第 N章 発鋸調査の結果 第 3節 穴状遺構 ， .柱 穴 状遺構と遺物

第25・26号柱穴状遺構

E - 5~6 グリッド内に位置し、ピット問の距離は 208cmを計り、方位はN-230-Wを

指している。

第25号ピットの平面形状はほぼ円形で、長径35cm、短径33cm、深さは最深部が12cmある。

断面形状は丸底状を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 l層は黒褐色土で締りも粘性もやや強く、径 0.5cm大の離を

少量含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りは強く、粘性はやや強い。径 0.5cm大の礁を

少量含み、黄褐色土のブロックをやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第26号ピットの平面形状はほぼ円形で、長径32cm、短径31cm、深さは最深部が13cmある。

断面形状は丸底状を呈している。

覆土は第25号ピットの覆土と同様である。

遺物は確認されなかった。

第27号柱穴状遺構

E-5グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長径55cm、短径30cm、深さは最深部

が17cmある。断面形状は丸底状のV字形を呈している。

覆土は 2 層に分けられ、第 1 層は黒褐色土で締りは強く、粘性はやや弱い。径 0 . 5~ 2 

cm大の礁を少量含んでいる o 第2層は暗黄褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 O.5~ 1 

cm大の離をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 .柱穴状遺構と遺物
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図N-3ー 16 第28・29・30号柱穴状遺構の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 .柱穴状遺構と遺物

第28・29・30号柱穴状遺構

F-4グリッド内に位置し、各ピット聞の距離は 130cmを計り、方位はN-170-E を指

している。ピットの配列が斜面に従つであるため深さが異なるが、ピットの底の標高に極

端な差はない。

第28号ピットの平面形状は不整円形で、長径52cm、短径43cm、深さは最深部が47cmある。

断面形状はU字形を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色士で締りはやや弱く、粘性は弱い。径 0.5"-'2 

cm大の礁を少量含んでいる o 第 2層は暗黄褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 0.5cm大

の礁を少量含み、黄褐色土のブロックをやや多く含んでいる。

遺物は覆土の第 1層上位から土器の細片が 2点出土したが、時代を確定できるものでは

ない。

第29号ピットの平面形状はほぼ円形で、長径46cm、短径38cm 、深さは最深部が31cmある。

断面形状はU字形を呈している。

覆土は第28号ピットと同様で 2層からなっている。

遺物は覆土の第 1層上位から土師器の口縁部の破片 1(遺物No.230)と胴部の破片 2(遺物

No.231)が出土している。
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図Nー 3ー 17 第29号柱穴状遺構からの出土した土師器片

第30号ピットの平面形状はほぼ円形で、長径38cm、短径35cm、深さは最深部が19cmある。

断面形状はU字形を呈している。

覆土は第28号ピットと同様で 2層からなっている。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状 遺構 1 柱穴状 遺構 と遺 物
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図N-3ー 18 第31・32号柱穴状遺構の平面および断面図
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園町一 3ー 19 第33号柱穴状遺構の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 .柱 穴 状遺構と造物

第31・32号柱穴状遺構

F-4グリッド内に位置し、ピット聞の距離は90cmを計り、方位はN-290-Wを指して

し、る。

第31号ピットの平面形状は不整円形で、長径39cm、短径35cm、深さは最深部が28cmある。

断面形状は上に開く U字形を呈している。

覆士は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りはやや強く、粘性やや弱い。径 0.5.-....-

7 cm大の離を少量含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で、締りは強く、粘性はやや弱い。径

O.5.-....-4cm大の礁をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第32号ピットの平面形状はほぼ円形で、長径56cm、短径53cm、深さは最深部が32cmある。

断面形状は上に開く U字形を呈し、北西側に小段がある。

覆土は暗褐色土が 1層で、締りも粘性もやや強く、径 O.5.-....-7cm大の礁を少量含んでい

る。

遺物は覆土上位から土師器の破片(遺物No.288) など 5点が出土している。

o 5 cm 

図N-3-20 第32号柱穴状遺構から出土した土師器片(遺物No.2 88) 

第33号柱穴状遺構

F-4グリッド内に位置し、平面形状は不整円形で、長径41cm、短径34cm、深さは最深

部が10cmある。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は暗褐色土が 1層で締りは強く、粘性はやや強い。径 1.-....-3 cm大の離を少量含んで

いる o

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発揺調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 .柱穴状遺楕と造物

第34・35号柱穴状遺構の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 . 柱穴状遺構と遺物

第34・35号柱穴状遺構

F-10'"'-'G-10グリッド内に位置し、ピット聞の距離は76crnを計り、方位はN-140 - E 

を指している。これらのピットは第66号土坑を切っている。

第34号ピットの平面形状は不整円形で、長径31cm、短径28crn、深さは最深部が51crnと深

い。断面形状はU字形を呈している。

覆土は暗褐色土が 1層で締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 0.5'"'-'3cm大の礁をやや

多く含んでいる D

遺物は覆土上位から土器片が 5点出土しているが、そのうちの 2点は陶質土器の口縁部

(遺物No.45 0) と底部(遺物No.451) の破片である。

、 Jヲ
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O 

図IV-3-23 第34号柱穴状遺構から出土した陶質土器(遺物No.450、No.451) 

第35号ピットの平面形状は不整楕円形で、長径41crn、短径28crn、深さは最深部が53crnと

深い。断面形状はU字形を呈している。

覆土は第34号ピットと同じ暗褐色土が 1層である。

遺物は覆土上位から土器の細片が 2点出土したが、時代を確定できるものではなかった。

第36・37号柱穴状遺構

E-8'"'-'F-8グリッド内に位置し、ピット聞の距離は 170 crnを計り、方位はN-160 -

Wを指している。

第36号ピットの平面形状はほぼ円形で、長径80cm、短径63crnで、深さは最深部が35crnあ

る。断面形状は上に開く U字形を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。径 2'"'-'

7 crn大の礁をやや多く含んでいる。第 2層は明黒褐色土で締りは強く、粘性はやや弱い。

径 5'"'-'10crn大の離を多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第37号ピットの平面形状は楕円形で、長径76cm、短径53cmで、深さは最深部が14cmある。

断面形状は浅いため定かではないが上に広く開く U字形を呈していると思われる。

覆土は黒褐色土が 1層で締りはやや弱く、粘性はやや強い。径 1'"'-' 3 crn大の礁をやや多

く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状 遺構 1 .柱穴状遺構と遺物

第38号柱穴状遺構

G-6グリッド内に位置し、平面形状は不整円形で、長径59cm、短径53cm、深さは最深

部が38cmある。断面形状は上に広く開く U字形を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りも粘性もやや強く、黄褐色土の小さな

ブロックをやや多く含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りはやや強く、粘性は強い。黄

褐色土の小さなブロックを多く含んでいる。 遺物は確認されなかった。
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園町一3-24 第38号柱穴状遺構の平面および断面図

第39号柱穴状遺構

1 -7グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長径65cm、短径51cm、深さは最深部

が23cmある。断面形状は上に開く U字形を呈している。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りはやや強く、粘性はやや弱い。黄褐色

土の小さなブロックを少量含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りはやや強く、粘性は弱

い。黄褐色土の小さなブロックを少量含んでいる。第 3層は黄褐色土で締りも粘性も弱く、

黄褐色土の小さなブロ ックを多く含んでいる。 遺物は確認されなかった。
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園町一 3-25 第39号柱穴状遺構の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 .柱穴状遺槍と遺物

第40号柱穴状遺構

C-3グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長径49cm、短径48cm、深さは最深部

が13cmある。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 1""

4 cm大の礁を少量含み、炭化物や焼土の粒を少量含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締り

はやや強く、粘性は弱い。径 1cm大の礁を少量含み、黄褐色土のブロックや炭化物を含ん

でいる。 遺物は確認されなかった。
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図Nー 3-26 第40号柱穴状遺構の平面および断面図

第41号柱穴状遺構

F""G-5グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長径53cm、短径35cm、深さは最

深部が16cmある。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 O.5""2cm大

の礁と黄褐色土ブロックを少量含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りは強く、粘性は弱

い o 径 O.5""lcm大の礁を少量含んでいる。 遺物は確認されなかった。
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園町一 3-27 第41号柱穴状遺構の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 1 .柱 穴状遺構と遺物

第42号柱穴状遺構

F-5グリッド内に位置し、平面形状はほぼ円形で、長径48cm、短径43cm、深さは最深

部が13cmある。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は暗褐色土が 1層で締りは強く、粘性は弱い。径 O.5""3cm大の離をやや多く含ん

でいる。 遺物は確認されなかった。
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図N-3-28 第42号柱穴状遺構の平面および断面図

第43号柱穴状遺構

D-3グリッド内に位置し、平面形状は不整円形で、長径56cm、短径47cm、深さは最深

部が 9cmある。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は暗褐色土が 1層で締りは強く、粘性は弱い。径 O.5""5cm大の礁と炭化物を少量

含んでいる。 遺物は確認されなかった。
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園町一 3-29 第43号柱穴状遺構の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 ， "柱穴状遺構と遺物

第44号柱穴状遺構

D-3グリッド内に位置し、平

面形状はほぼ円形で、長径64cm、

短径60cm、深さは最深部が 6cmあ

る。断面形状は浅いため定かでは

ないが、 U字形を呈していると思

われる。

覆土は暗褐色土が 1層で締りは

強く、粘性は弱い。径 O"5~5cm

大の蝶と炭化物を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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る。断面形状は上に開く U字形を呈していると思われる。

覆土は 2層に分けられ、

第 1層は暗黄褐色士で締

A 

図N-3-30 第44号柱穴状遺構の平面および断面図
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第45・46号柱穴状遺構

G-5.....H-5グリッド内に位置し、ピット聞の距離は 150cmを計り、方位はN-540 -

Wを十旨している。

第45号ピットの平面形状はほぼ円形で、長径46cm、短径42cmで、深さは最深部が24cmあ

りはやや弱く、粘性はや

や強い。径 O"5~4cm大

の礁をやや多く含んでい

る。第 2層は黄褐色土で

締りも粘性もやや強い。

径 O"5~2cm大の離をや

や多く含み、暗褐色土の

ブロックを少量含んでい

る。遺物は確認されなか

った。

第46号ピットの平面形

状はほぼ円形で、長径62

cm、短径56cmで、深さは

最深部が13cmある。断面

形状は丸底状を呈してい

る。

覆土は第45号ピットと

同じである。遺物は確認

されなかった。
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園町一 3-31 第45・46号柱穴状遺構の

平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状 遺構 2. 土坑と遺物

2. 土坑と遺物

土坑は調査区内の全域に分布しており、 72基が確認された。平面形状でみると、楕円形

・不整楕円形が37基で約51%を占めているが、長軸の方向や規模などに統一性はみられな

い。円形・不整円形は15基で約21%を占めているが、規模や深さに統一性はみられない。

遺物が出土した土坑は11基あるが、ほとんどが土器の細片で、土坑が掘られた時代や性格

を確定できるものではなかった。
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園町一 3-32 土坑の分布図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第 1号土坑

F -12グリッド内に位置し、東側は削平されている。平面形状は不整楕円形で、長径が

166 cm、最大幅 121cm 、深さは最深部が21cmあり、長軸の方向はN-700-Wを指している。

土坑の底面は東側に緩やかに傾斜し、断面形状は上が広く開いたU字形を呈すると思われ

る。覆土は黒色土が 1層で締りは強く、粘性はない。径 1""'-' 11 cm大の離を多く含んでいる。

一部に撹乱層がみられる。遺物は確認されなかった。
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図N-3-33 第 1号土坑の平面および断面図
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第 N章 発据調査 の 結果 第 3節 穴状遺構 2・ 土坑と 遺物
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園町一 3-34 第2号土坑の平面および断面図
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園町一 3-35 第3号土坑の平面および断面図
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第 N章 発短調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第 2号土坑

D -13グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 134cm、最大幅48cm、深さ

は最深部が12cmと浅く、長軸の方向はN-20'-wを指している。断面形状は浅いため定か

ではないが丸底状を呈している。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りは強く、粘性はない。径 O.5""2cm大

の礁を含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りは強く、粘性はない。径 O.5""3cm大の礁

を少量含んでいる。第 3層は黄褐色土で締りはやや強く、粘性は弱い。径 1"" 3 cm大の礁

をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第3号土坑

C -13グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 166cm、最大幅 102cm、深

さは最深部が 9cmと浅く、長軸の方向はN-84'-E 東西を指している。断面形状は浅いた

め定かではないが底面は皿状を呈し、壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りは弱く、粘性はない。径 O.5""lcm大

の礁を多く含んでいる。第 2層は黄褐色土で締りは強く、粘性はない。径 O.5""7cm大の

礁をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状 遺構 2.土坑と遺物
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園町一 3-36 第 4号土坑の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第4号土坑

c ~ D -13グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 190cm、最大幅 109cm 、
深さは最深部が15cmと浅く、長軸の方向はN-77'-W を指している。断面形状は浅いため

定かではないが底面は皿状を呈し、壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締りはやや強く、粘性は強い o 径 1'"'-" 4 cm大

の礁を少量含んでいる。第 2層は黒褐色土で締りも粘性もやや強く、径 0.5'"'-"5cm大の礁

を多く含んでいる。

遺物は底面から土器の細片が 1点出土したが、時代を推定できるものではなかった。

第5号土坑

C -10グリッド内に位置し、南部分が第17号土坑の北東部を切っている。平面形状は不

整楕円形で、長さ95cm、最大幅59cm、深さは最深部が12cmと浅く、長軸の方向はN-15' -

Eを指している。断面形状は浅いため定かではないが、底面は丸底状を呈している。

覆土は黒褐色土が 1層で締りはやや強く、粘性は強い。径 0.5'"'-"7cm大の離をやや多く

含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査 の 結果 第 3節 穴 状遺構 2. 土坑と 遺物
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図N-3-38 第6号土坑の平面および断面図
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園町一 3-39 第 7号土坑の平面および断面図
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第 N章 発揮調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第6号土坑

C-8グリッド内に位置し、北側は第22号ピットが切っている。平面形状は楕円形で、

長さ 67cm、最大幅49cm、深さは最深部が16cmあり、長軸の方向はN-S (南北)を指してい

る。断面形状は上に広く聞く U字形を呈している。

覆土は 2層に分けられるが、そのうちの第 2層は第22号ピットの覆土である。第 6号土

坑の覆土は第 1 層の暗褐色土で、締りは強く、粘性はない。径 O.5~5cm大の礁をやや多

く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第 7号土坑

B~C-9 グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 151cm、最大幅66cm、

深さは最深部が16cmと浅く、長軸の方向はN-57・-wを指している。断面形状は浅いため

定かではないが、丸底状を呈している。

覆土は暗褐色土が 1 層で、締りは強く、粘性はやや強い。径 O.5~lcm大の礁を多く含

み、炭化物を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と造物

第8号土坑

C -12グリッド内に位置しており、第38号溝の中央部を切っている。平面形状は不整楕

円形で、長さ 107cm、最大幅67cm、深さは最深部が15cmと浅く、長軸の方向はN-S を指

している。断面形状は浅いため定かではないが、上に広く開く U字形を呈している。

覆土は暗褐色土の 1層からなり、締りはやや強く、粘性は強い。径 0.5"'6cm大の離を

多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第 9号土坑

C -11グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 100cm、最大幅69cm、深さは最

深部が12cmと浅く、長軸の方向はN-12'-E を指している。断面形状は浅いため定かでは

ないが、丸底状を呈している。

覆土は黒褐色土が 1層で締りは強く、粘性は弱い。径 0.5"'5cm大の離を多く含み、炭

化物を少量含んでいる。 ‘

遺物は確認されなかった。
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第 W章 発掘調査 の 結果 第 3節 穴状遺構 2.土坑と 遺物
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園町一 3-42 第10号土坑の平面および断面図
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図Nー 3-43 第11号土坑の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第10号土坑

D -12グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 106cm、最大幅63cm、深さは最

深部が20cmあり、長軸の方向はN-21・-E を指している。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は黒褐色土が 1層で、締りも粘性もやや強く、径 O.5----2cm大の礁を多く含んでい

る。

遺物は確認されなかった。

第11号土坑

Eー14グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 126cm、最大幅92cm、深さ

は最深部が17cmと浅く、長軸の方向はN-77'-W を指している。断面形状は浅いため定か

ではないが、皿状を呈し壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は黒褐色土が 1層で、締りも粘性も弱く、径 O.5----4cmの円礁を多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状 遺構 2.土坑と 遺 物
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第 N章 発鋸調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第12号土坑

B -10グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 97cm、最大幅56cm、深さは最深

部が12cmと浅く、長軸の方向はN-24'-E を指している。断面形状は浅いため定かではな

いが、丸底状を呈している。

覆土は暗褐色士が l層で締りは強く、粘性は弱い。径 0.5"'8cm大の離を多く含み、炭

化物・焼土粒を少量含んでいる。

遺物は覆土の上位から土器の細片が 1点出土したが、時代を推定できるものではなかっ

た。

第13号土坑

D -10グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 131cm、最大幅55cm、深さは最

深部が18cmと浅く、長軸の方向はN-74'-E を指している。断面形状は浅いため定かでは

ないが、上に広く聞く U字形を呈している。

覆土は暗褐色土が 1層で締りは強く、粘性は弱い。径 0.5"'3cm大の礁を多く含んでい

る。

遺物は確認されなかった。
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第 N 章 発鋸調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第14号土坑

E -12グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ79cm、最大幅55cm、深さは最深

部が12cmと浅く、長軸の方向はN-5'-E を指している。断面形状は浅いため定かではな

いが、皿状を呈し壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は黒色土が 1層で締りは強く、粘性は弱い。径 O.5"-'10cm大の礁をやや多く含み、

炭化物を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第15号土坑

E -11"-'12グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 142cm、最大幅98cm、

深さは最深部が23cmあり、長軸の方向はN-29'-wを指している。断面形状は丸底状を呈

している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締りは強く、粘性は弱い。径 1"-'12cm大の離

をやや多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で締りは強く、粘性はやや強い。径 O.5，，-， 4cm

大の離を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった o
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺 構 2. 土坑と 遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺精 2. 土坑と遺物

第16号土坑

B-9~C-9 グリッド内に位置し、平面形状は不整円形で、長さ 85cm、最大幅70cm 、

深さは最深部が11cmと浅く、長軸の方向はN-60'-wを指している。断面形状は浅いため

定かではないが、皿状を呈し壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は黒褐色土が 1 層で、締りも粘性もやや弱く、径 O.5~5cm大の離をやや多く含み、

炭化物を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第17号土坑

B-10~C-10 グリッド内に位置し、北東部を第 5 号土坑に切られているが平面形状は

隅丸三角形と思われる。長さ 144cm、最大幅 106cm、深さは最深部が12cmと浅く、長軸の

方向はN-16・-wを指している。断面形状は浅いため定かではないが、皿状を呈し壁面は

緩やかに立ち上がっている。

覆土は黒褐色土が 1 層で締りは強く、粘性はやや強い。径 O . 5~5cm 大の離をやや多く

含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 W章 発鋸調査の結果 第 3節 穴状遺矯 2 .土坑と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺稿 2.土坑と遺物

第1B号土坑

B-7グリッド内に位置し、北西部を第18号ピットに切られているが平面形状は楕円形

と思われる。長さは推定で95cm、最大幅78cm、深さは最深部が15cmと浅く、長軸の方向は

N-38・-w を指している。断面形状は浅いため定かではないが、皿状を呈し壁面は緩やか

に立ち上がっている。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黄褐色土で締りは強く、粘性は弱い。炭化物を少量含

んでいる。第 2層は暗褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 2~ 3 cm大の離を少量含んで

いる。

遺物は確認されなかった。

第19号土坑

C - 8~D - 8 グリッド内に位置し、平面形状は不整円形で、長径79cm、短径62cm 、深

さは最深部が29cmあり、長軸の方向はN-63'-wを指している o 断面形状は上にやや開く

U字形を呈している。

覆土は 2 層に分けられ、第 1 層は黒褐色土で締りはやや弱く、粘性はやや強く、径 3~

8 cm大の離を多く含み、黄褐色土のブロックをやや多く含んでいる。第 2層は黄褐色土で

締り弱く、粘性強い。径 2~ 3 cm大の礁を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 W章 発掘調査の結果
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第 N 章 発短調査の結果 第 3節 穴状遺構 2 土坑と遺物

第20号土坑

B-8-----C-8グリッド内に位置し、平面形状は不整円形で、長径83cm、短径61cm、深

さは最深部が30cmあり、長軸の方向はN-51'-E を指している。断面形状は上に広く開く

U字形を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締りは弱く、粘性はやや強い。径 2-----3 cm大

の礁を少量含み、黄灰色土のブロックをやや多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で締りは

強く、粘性は弱い。径 2-----4 cm大の礁を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第21号土坑

D-9グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 106cm、最大幅53cm、深さ

は最深部が12cmと浅く、長軸の方向はN-7'-E を指している。断面形状は浅いため定か

ではないが、皿状を呈し壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は黒色土が 1層で、締りも粘性もやや弱く、径 0.5-----8cm大の離を含み、炭化物を

少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状 遺構 2. 土坑と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2.土坑と 遺物

第22号土坑

D-7グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 82cm、最大幅62cm、深さは最深

部が20cmあり、長軸の方向はN-2'-W を指している。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は 2 層に分けられ、第 1 層は黒色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。径 0.5~

8 cm大の礁をやや多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で締りは弱く、粘性はやや強い。径

0.5 ~4cm大の礁をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第23号土坑

E-7グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 142cm、最大幅92cm、深さ

は最深部が15cmと浅く、長軸の方向はN-21'-E を指している。断面形状は浅いため定か

ではないが、皿状を呈し、壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は 2 層に分けられ、第 1 層は黒褐色土で締りはやや強く、粘性は強い。径 O.5~10

cm大の礁をやや多く含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りは強く、粘性はやや強い。径

1 ~ 6 cm大の礁をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。



第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺情 2" 土坑と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第24号土坑

E-6グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 164cm、最大幅97cm、深さは最

深部が34cmあり、長軸の方向はN-24'-w を指している。断面形状は丸底のV字形を呈し、

東側には深さが20cm程度の小さな段がみられる。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は黒色土で締りはやや強く、粘性は強い。径 1"'" 3 cm大

の礁をやや多く含んでいる。第 2 層は黒褐色土で締りは強く、粘性はやや強い。径 0.5~

4 cm大の礁を少量含んでいる。第 3層は暗黄褐色土で締りも粘性も強く、径 0.5""'2cm大

の礁を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第25号土坑

G-6グリッド内に位置し、南向きの斜面上にあるために南西部が削平されている。平

面形状は円形と思われる。長径84cm、短径80cm、深さは最深部が19cmあり、長軸の方向は

N-64' -Wを指している。断面形状は上に広く開く U字形を呈している o

覆土は 2 層に分けられ、第 1 層は暗褐色土で締りも粘性もやや強く、径 0.3~8cm 大の

礁を多く含み、黄褐色土の小さなブロックをやや多く含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で

締りはやや弱く粘性はやや強い。径 0.3~6cm大の離を多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第26号土坑

H-6~7 グリッド内に位置し、南向きの斜面上にあるために南西部が削平されている。

平面形状は楕円形で、長さ 155cm、最大幅 111cm、深さは最深部が28cmあり、長軸の方向

はN-12'-E を指している。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。径 0.3

~ 5 cm大の礁と黄褐色土の小さなブロックをやや多く含んでいる。第 2層は黄褐色土で締

りも粘性もやや強く、径 0.5~4cm大の礁をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第27号土坑

E~F-6~7 グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 219cm、最大幅122

cm、深さは最深部が60cmと深く、長軸の方向はN-83'-E を指している。断面形状はV字

形を呈している。

覆土は 4 層に分けられ、第 1 層は黒色土で締りはやや強く、粘性は強い。径 0.5~2cm

大の離を少量含んでいる。第 2 層は黒褐色土で締りも粘性も強く、径 0.5~2cm大の離を

少量含んでいる。第 3 層は黒褐色士で締りも粘性も強く、径 0.5~5cm 大の離をやや多く

含んでいる。第 4 層は暗褐色土で締りは強く、粘性はやや強い。径 0.5~3cm大の礁をや

や多く含んでいる。

遺物は土坑の壁面から土師器の細片が 1点出土している。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第28号土坑

E-6""""'P-6グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 147cm、最大幅122

cm、深さは最深部が34cmあり、長軸の方向はN-52'-wを指している。断面形状は丸底状

を呈し、南側には深さが20cmの段がみられる。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りはやや弱く、粘性は強い。径 1........， 3 cm 

大の離を多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で締りも粘性も強く、径 1........， 5 cm大の礁をや

や多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第29号土坑

P-6グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 71cm、最大幅55cm、深さは最深

部が19cmと浅く、長軸の方向はN-42'-wを指している。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗黄褐色土で締りは強く、粘性はやや弱い。径 0.5........，

6 cm大の礁と黄褐色土の小さなブロックをやや多く含んでいる。第 2層は黄褐色土で締り

も粘性もやや強く、径 O.5........， 2cm大の繰を少量含み、黄褐色土の小さなブロックを多く含

んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第30号土坑

F - 8~9 グリッド内に位置し、東側は削平され、北側は第 4 号土壌墓によって切られ

ている。平面形状は不整円形と思われ、長さは推定で140cm 、幅も推定で120cm、深さは最

深部が18cmと浅い。断面形状は定かではないが底面は東側に緩やかに傾斜し、皿状を呈し

ている。

覆土は黒色土が 1 層で締りも粘性もやや弱く、径 0.5~2cm大の離を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第31号土坑

C-6グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 72cm、最大幅43cm、深さは最深

部が16cmと浅く、長軸の方向はN-65'-wを指している。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 0.5"'"

2 cm大の離を少量含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で、締りは強く、粘性はやや弱い。径

0.5""'2cm大の礁を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。



第 N章 発掘調査 の 結果 第 3節 穴 状遺構 2.土坑と 遺物
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第 N 章 発娼調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と造物

第32号土坑

C-4グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 135cm、最大幅69cm、深さ

は最深部が13cmと浅く、長軸の方向はN-27'-E を指している。断面形状は浅いため定か

ではないが底面は皿状を呈し、壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は黒褐色土が 1層で締りは強く、粘性は弱い。径 O.5"-"2cm大の離を少量含んでい

る。

遺物は確認されなかった。

第33号土坑

C-3グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 82cm、最大幅44cm、深さは最深

部が 6cmと浅く、長軸の方向はN-59・-wを指している。断面形状は浅いため定かではな

いが底面は皿状を呈し、壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は暗褐色土が 1層で締りは強く、粘性は弱い。径 1cm大の離を少量含み、黄褐色土

のブロックをやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土 坑と遺物

第34号土坑

B - 3~C - 3 グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、長さ 134cm 、最大幅45

cm、深さは最深部が 6cmと浅く、長軸の方向はN-49'-w を指している。断面形状は浅い

ため定かではないが底面は皿状を呈し、壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は黒褐色士が 1層で締りは強く、粘性は弱い。黄褐色土のブロック・炭化物を少量

含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第35号土坑

C-3グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 99cm、最大幅63cm、深さは

最深部が21cmあり、長軸の方向はN-36'-W を指している。断面形状は上に開く U字形を

呈している。

覆土は黒褐色土が 1層で締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 1~ 4 cm大の離を少量含

み、黄褐色土のブロックをやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

.，p¥ 

q， 
p 
o 
¥ 
.，p 2~ 

'¥ 

舟 f:P
¥'..-/'):" 

1ト
..-/ 

1m 

園町一 3-68 第36号土坑の平面および断面図

。

q， 
e‘ 。
¥ 
..ρ 

D 

3 

2 

F ¥ 

e 
l宮

、/.

、
/ 

図W-3-69 第37号土坑の平面および断面図

S
A守み
の

'j“
唱
『
よ



第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第36号土坑

D-2グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、長さ91cm、最大幅69cm、深さは

最深部が25cmあり、長軸の方向はN-35'-w を指している。断面形状はU字形を呈してい

るが、南西側の壁面はやや緩やかに立ち上がっている。

覆土は黒褐色土が 1層で、締りも粘性も弱く、黄褐色土のブロックを少量含んでいる。

遺物は底面と覆土の下位から土器の細片が 2点出土しているが、時代を確定できるもの

ではなかった。

第37号土坑

D - 2~3 グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、長さ 93cm、最大幅64cm、深

さは最深部が23cmあり、長軸の方向はN-38'-W を指している。断面形状は上に開く U字

形を呈しているが、南西側の壁面はやや緩やかに立ち上がっている。

覆土は黒褐色土が 1層で、締りも粘性も弱く、黄褐色土のブロックを少量含んでいる o

遺物は覆士の下位で南西側の壁面から陶器(遺物No.219) が 1点出土している。

，
 
，
 
〆

，
 句 岳μ

、 '、
¥;戸、一;二層

o 5cm 

図N-3-70 第37号土坑から出土した陶器(遺物No.219)

E
d
 

n
，u
 



第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状 遺構 2. 土坑と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2圃土坑と遺物

第38号土坑

F-5グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 104cm、最大幅58cm、深さは最

深部が15cmと浅く、長軸の方向はN-22'-wを指している。南西方向に削平されているた

め断面形状は定かではないが、上に広く開く U字形を呈していると思われる。

覆土は暗褐色土が 1層で、締りはやや弱く、粘性はやや強い。径 O.5.........Scm大の礁を含

み、炭化物を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第39号土坑

E-4.........5グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 113cm、最大幅64cm、深さ

は最深部が13cmと浅く、長軸の方向はN-20'-wを指している。断面形状は浅いため定か

ではないが、上に広く開く U字形を呈していると思われる。

覆土は暗褐色土が 1層で、締りも粘性はやや強く、径 O.5.........4cm大の礁を含んでいる o

遺物は底面近くから土器の細片が 2点出土しているが、時代を確定できるものではなか

った。
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第 W章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2.土坑と遺物
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第 N章 発鋸調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第40号土坑

E-5-----P-5グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ92cm、最大幅59cm、深

さは最深部が12cmと浅く、長軸の方向はN-26'-wを指している。断面形状は浅いため定

かではないが、底面は皿状を呈し壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は暗褐色土が 1層で締りはやや弱く、粘性はやや強い。径 O.5-----2cm大の離を少量

含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第41号土坑

D-4グリッド内に位置し、平面形状は隅丸正方形で、長さ70cm、幅70cm、深さは最深

部が40cmと深い。断面形状はU字形を呈している。

覆土は 5層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りはやや強く、粘性はやや弱い。第 2層

は暗褐色土で、締りも粘性もやや弱い。黄褐色土のブロックをやや多く含んでいる。第3

層は暗黄褐色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。黄褐色土のブロックを多く含んでい

る。第4層は暗黄褐色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。黄褐色土の小さなブロック

を多く含んでいる。第 5層は黄褐色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。暗褐色土の小

さなブロックを多く含んでいる。

遺物は覆土中(第 2層)から石製品の破片(遺物No.221) が 1点出土しているが、品種・用

途などは不明である。
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園町一 3-75 第41号土坑から出土した石製品の破片(遺物No.221)
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第 N 章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第42号土坑

E-5グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 106cm、最大幅63cm、深さ

は最深部が 9cmと浅く、長軸の方向はN-86'-Wを指している。断面形状は浅いため定か

ではないが、底面は皿状を呈し壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は暗褐色土が 1層で締りは強く、粘性はやや弱い。径 1"-' 4 cm大の礁を少量含んで

いる。

遺物は確認されなかった。

第43号土坑

D-4"-'5、E-4"-'5グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ63cm、最大幅

48 cm、深さは最深部が 6cmと浅く、長軸の方向はN-68'-Wを指している。断面形状は浅

いため定かではないが、底面は皿状を呈し壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は黒色土が 1層で、締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 2cm大の離を少量含んで

いる。

遺物は確認されなかった。

第44号土坑

E-5グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ63cm、最大幅45cm、深さは最深

部が10cmと浅く、長軸の方向はN-70'-Wを指している。断面形状は浅いため定かではな

いが、底面は皿状を呈し壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は黒色土が 1層で締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 1"-' 4 cm大の礁を少量含ん

でいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物
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第 N 章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第45号土坑

F-5グリッド内に位置し、平面形状は不整円形で、長径73cm、短径60cm、深さは最深

部が14cmと浅く、長軸の方向はN-78'-wを指している。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りはやや強く、粘性は弱い。径 0.5""'-'5 

cm大の離をやや多く含んでいる o 第2層は暗黄褐色土で、締りは強く、粘性はやや弱い。

径 O.5""'-'5cm大の礁と黄褐色土のブロックをやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第46号土坑

D-5""'-'E-5グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 123cm、最大幅 105cm、

深さは最深部が10cmと浅く、長軸の方向はN-53・-wを指している。断面形状は浅いため

定かではないが、底面は皿状を呈し壁面は緩やかに立ち上がっている。

覆土は黒褐色土が 1層で締りは強く、粘性はやや強い。径 O.5""'-'8cm大の離を少量含ん

でいる。

遺物は底面に近い覆土から土師器の口縁部の破片(遺物No.22 6、遺物No.271)が 2点出土し

ている。

1 (遺物No.22 6) は聾型土器の口縁部から頭部にかけての破片で、推定口径が39crnある。

頭部は 「く」の字形に屈曲し、内面は接合により肥厚している。内・外面ともに横ナデ調

整が施され、外面には黒斑状にススが付着している。

2 (遺物No.271)も斐型土器の口縁部から頭部にかけての破片で、推定口径が17.2cmある。

頭部は僅かに内湾しながら屈曲している。内・外面ともに刷毛目と横ナデ調整が施されて

いる。

者重主主主ミミ益
~一

又二 戸
2 -271 o 5cm 

図Nー 3-82 第46号土坑から出土した土師器の口縁部(遺物No.226• No.271) 
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第 W章 発掘調査の結果 第 3節 穴状 遺構 2. 土坑と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2.土坑と遺物

第47号土坑

E-4グリッド内に位置し、平面形状は不整円形で、長径68cm、短径58cmで、深さは最

深部が19cmあり、長軸の方向はN-25'-E を指している。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締りは弱く、粘性はやや弱い。径 1cm大の礁

を少量含んでいる。第 2層は暗褐色土で締りはやや弱く、粘性は弱い。径 1"" 4 cm大の離

を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第48号土坑

F-4グリッド内に位置し、北西部を第27号溝によって切られているが平面形状は楕円

形と思われる o 長さは推定で70cm、最大幅57cm、深さは最深部が37cmあり、長軸の方向は

N-46' -wを指している。断面形状はV字形を呈している。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りも粘性もやや弱く、径 O.5""2cm大の

離を少量含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 O.5""7cm大の

礁を少量含んでいる o 第 3層は黄褐色士で締りも粘性も弱く、径 O.5""lcm大の離を少量

含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第49号土坑

F-4""5グリッド内に位置し、北東部分が第27号溝(第 2号方形周溝墓の東溝)の南西

部を切っている。平面形状は不整楕円形で、長さ 130cm、最大幅97cm、深さは最深部が26

cmあり、長軸の方向はN-48'-E を指している。断面形状は上に開く U字形を呈している。

覆土は暗褐色土が 1層で締りは強く、粘性は弱い。径 O.5""3cm大の離を少量含み、黄

褐色土のブロックをやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発鋸調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物
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第 N章 発鋸調査の結果 第 3節 穴状遺構 2.土坑と遺物

第50号土坑

F-5グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ72cm、最大幅57cm、深さは

最深部が16cmと浅く、長軸の方向はN-70'-Wを指している。断面形状は上に広く開く U

字形を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 O.3"-'2cm大

の礁を少量含んでいる 。第 2層は暗黄褐色土で締りも粘性も弱い。径 O.3"-'3cm大の離を

少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第51号土坑

I"-'J-6グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 277 cm、最大幅 130cm、深

さは最深部が27cmあり、長軸の方向はN-67'-W を指している。断面形状は丸底状を呈し

ており、底面は南西側に緩やかに下がっている。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色士で締りも粘性も弱く、径 O.3"-'10cm大の礁を

多く含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りはやや強く、粘性は弱い。径 O.5"-'5cm大の

礁を多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土 坑と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第52号土坑

G-5-"'6グリッド内に位置し、東側は第29号溝を切っている。平面形状は不整楕円形

で、長さ 119cm、最大幅90cm、深さは最深部が22cmあり、長軸の方向はN-67'-wを指し

ている。断面形状は丸底状を呈しているが、底面は南西側に緩やかに下がっている。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りも粘性も弱く、径 O.5-"'5cm大の礁と

黄褐色土のブロックを少量含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りは強く、粘性は弱い。

径 O.5-"'lcm大の礁をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第53号土坑

F-5-"'G-5グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ86cm、最大幅55cm、深

さは最深部が14cmと浅く、長軸の方向はN-57'-wを指している。断面形状は浅いため定

かでないが上に開く U字形を呈していると思われる。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 O.5-"'5cm大

の礁と黄褐色土のブロックを少量含んでいる。第2層は暗黄褐色土で締りは強く、粘性は

弱い。径 O.5-"'lcm大の礁をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第54号土坑

F-5グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ 115cm、最大幅72cm、深さ

は最深部が12cmと浅く、長軸の方向はほぼ東西に近いN-8T-w を指している。断面形状

は丸底状を呈している。

覆土は暗褐色土が 1層で締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 O.3""3cm大の離をやや

多く含んでいる。

遺物は底面に近い覆土中から土器の細片が 1点出土しているが、時代を確定できるもの

ではなかった。

第55号土坑

E-4グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、長さ96cm、最大幅65cm、深さは

最深部が32cmあり、長軸の方向はN-36'-Wを指している。断面形状はU字形を呈してい

る。

覆土は暗褐色土が 1層で締りも粘性も弱く、径 O.3""3cm大の礁をやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった o
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物
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図町一 3-92 第56号土坑の平面および断面図
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図N-3-93 第57号土坑の平面および断面図
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土 坑と遺物2. 穴状遺構第 3節発掘調査の結果第 N 章

第56号土坑

E-3"-"4グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ87 cm、最大幅63cm、深

さは最深部が25cmあり、長軸の方向はN-5・-w を指している。断面形状は上に広く開く

U字形を呈し、東側には深さ 10cmほどの小段がみられる。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りは弱く、粘性はやや強い。径 0.5"-"5 

cm大の礁をやや多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で、締りは弱く、粘性はやや強い。径

0.5"-"lcm大の離を少量含んでいる。第 3層は暗褐色土で、締りも粘性も弱く、径 0.5"-"

2 cm大の礁 と黄褐色土のブロックをやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

168cm、最大幅 134cm、深

断面形状は上に開く U字

長さ

を指している。

第57号土坑

日 -8"-"9グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、

さは最深部が33cmあり、長軸の方向はN-71'-E

形を呈している。

径 0.3"-"4cm大

粘性はやや強

土師が出土している他、

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で、締りも粘性もやや強く、

の磯・炭化物・焼土粒を少量含んでいる。第 2層は暗褐色土で締りは強く、

い。径 0.5"-"12cm大の礁をやや多く含んでいる。

遺物は底面に近い覆土から陶質土器の蓋部の破片(遺物No.434)

器の細片が 3点出土した。

1ご二金勺
o 5cm 

第57号土坑から出土した陶質土器の蓋部(遺物No.434) 

4
斗る
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

2[:1 d 
第58号土坑

第59号土坑

¥， e 
c 

，{ -.../ 
白
骨

‘'. / 

ミ~.

/ 

，{ 

¥ <.:1，80 

O 1π3 

園町一 3-95 第58・59号土坑の平面および断面図

7仁
第38号j構

8
F
 
，.，
rrr 、hT

¥" 

、-
. .1' / 
¥ 
も
も

O 1m  

園町一 3-96 第60号土坑の平面および断面図

-144-



第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2.主坑と遺物

第58号土坑

C-2グリッド内に位置し、北側が調査区外に拡がっているため規模および形状は明確

ではないが、確認されている幅は67cm、深さは最深部が13cmあり、断面形状は丸底状を呈

している。

覆土は黒色土が 1層で、締りも粘性も弱く、径 1"-' 2 cm大の礁を少量含み、黄褐色土の

ブロックを含んでいる。

遺物は確認されなかった o

第59号土坑

C-2"-'D-2グリッド内に位置し、東側で第70号土坑を切っている。北側が調査区外

に拡がっているため規模および形状は明確ではないが、確認されている幅は90cm、深さは

最深部が34cmあり、断面形状は上に開く U字形を呈している。

覆土は黒色土が 1層で、締りも粘性も弱く、径 1"-' 8 cm大の礁を少量含み、黄褐色土の

ブロックを含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第60号土坑

J -7グリッド内に位置し、斜面に沿って南西側を削平されており、北側が第28号溝の

南部を切っている。平面形状は不整楕円形で、長さ 101cm、最大幅67cm、深さは最深部が

28cmあり、長軸の方向はN-40・-E を指している。断面形状は上に広く開く U字形を呈し

ている。

覆土は暗黄褐色土が 1層で、締りも粘性もやや弱く、径 0.5"-'4cm大の礁を少量含んで

し、る。

遺物は確認されなかった。

a斗・



第 N章 発娼調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2 . 土 坑と遺物

第61号土坑

D-2グリッド内に位置し、西側は第70号土坑を切っている。北側が調査区外に拡がっ

ているため規模および形状は明確ではないが、平面形状は円形と思われる。確認された幅

は 125cm 、深さは最深部が30cmあり、断面形状は丸底状を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。径 1'"'" 1 0 

cm大の離を少量含んでいる。第 2層は黒褐色士で締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 1

'"'" 4 cm大の礁を少量含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第62号土坑

E-5グリッド内に位置し、平面形状は不整楕円形で、長さ85cm、最大幅52cm、深さは

最深部が15cmと浅く、長軸の方向はN-29'-E を指している。断面形状は上に広く開く U

字形を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色士で締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 0.5

'"'" 3 cm大の礁を少量含み、炭化物・焼土粒を含んでいる。第 2層は暗褐色土で締りはやや

強く、粘性はやや弱い。径 0.5'""'3cm大の礁を含み、炭化物 ・焼土粒を少量含んでいる。

遺物は覆土(第 1層)下位から土師器の口縁部の破片(遺物No.462) が出土したほか、細片

が8点出土している。

護型土器の口縁部の破片(遺物No.462) は、頭部が屈曲しながら外反し、外面は横ナデ調

整が、内面は刷毛目とナデ調整が施されている。推定口径は18.0cmを測る。

o 5cm 

図N-3 -99 第62号土坑から出土した土師器の口縁部(遺物No.462)
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第63号土坑

G-5グリッド内に位置し、平面形状は隅丸長方形で、長さ95cm、最大幅68cm、深さは

最深部が32cmあり、長軸の方向はN-48'-w を指している。断面形状は上に開く U字形を

呈しており、底面は南西側に緩やかに傾斜している。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は暗褐色土で、締りも粘性もやや強く、径 0.3'"'-'5cm大

の離をやや多く含んでいる。第 2層は暗褐色士で、締りはやや弱く、粘性はやや強い。径

0.3'"'-'2cm大の礁をやや多く含んでいる。第 3層は暗黄褐色土で、締りも粘性もやや弱い。

遺物は確認されなかった。

第64号土坑

H-5グリッド内に位置し、平面形状は楕円形で、長さ 106cm、最大幅86cm、深さは最

深部が42cmと深く、長軸の方向はN-82'-wを指している。断面形状はV字形を呈し、東

側に深さ20cm程の段がみられる。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りはやや弱く、粘性は弱い。径 0.3'"'-'4 

cm大の離を多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で、締りはやや弱く、粘性はやや強い。径

0.3 '"'-'5cm大の礁をやや多く含んでいる。第 3層は暗黄褐色土で締りはやや強く、粘性は

強い。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺犠 2. 土坑と遺物

第65号土坑

F-6グリッド内に位置し、平面形状は隅丸正方形で、長さ98cm、最大幅90cm、深さは

最深部が30cmあり、断面形状は上に開く U字形を呈している。

覆土は 4層に分けられ、第 1層は黒褐色土で、締りも粘性もやや強く、径 0.5"-'6cm大

の礁をやや多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で、締りはやや強く、粘性はやや弱い。径

0.5~6cm 大の礁を多く含んでいる。第 3 層は暗黄褐色土で、締りも粘性もやや弱く、径

0.5~10cm 大の離を多く含んでいる。第 4 層も暗黄褐色土で、締りも粘性もやや弱く第 3

層と同じように見えるが、含んでいる礁の大きさが径 0 . 5~ 2 cm大で第 3層と異なりを見

せている。

遺物は確認されなかった。

第66号土坑

F -10~ 1l "-'G -10"-'11グリッド内に位置し、東南側は斜面に沿って削平されている。

また、中央部は第34・35号ピットにより切られている。平面形状は不整楕円形と思われ、

長さ 368cm、最大幅 214cm、深さは最深部が52cmあり、長軸の方向はN-70'-wを指して

いる。断面形状はおそらく U字形を呈していたと思われる。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りはやや弱く、粘性は弱い。径 0.3"-'1 

cm大の礁を多く含んでいる。第 2層は黒色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。径 0.5

"-' 2 0 cm大の礁をやや多く含んでいる。第 3層は暗褐色土で締りも粘性もやや強く、径 0.5

"-' 15 cm大の離を含んでいる。

遺物は覆土の中{立から土器の細片が 3点出土したが、時代を確定できるものではなかっ

た。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物
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第 N章 発鋸調査の結果 第 3節 穴状遺構 2. 土坑と遺物

第67号土坑

E-3グリッド内に位置し、南東部は第33号溝により切られている。平面形状は不整楕

円形と思われ、長さは推定80cm、最大幅53cm、深さは最深部が13cmと浅い。断面形状は丸

底状を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。第 2層

は暗褐色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。径 O.5cm大の礁と黄褐色土のブロックを

やや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第68号土坑

C-7グリッド内に位置し、平面形状は不整円形で、長径68cm、短径55cm、深さは最深

部が38cmあり、長軸の方向はN-37'-E を指している。断面形状は上に開く U字形を呈し

ており、南側に深さ30cmの段がみられる。

覆土は暗褐色土が 1層で締りは強く、粘性は弱い。径 1'" 4 cm大の礁を少量含み、黄褐

色土のブロックをやや多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 2.土坑と遺物

第69号土坑

B-7グリッド内に位置し、平面形状は不整円形で、長径83cm、短径72cm、深さは最深

部が49cmあり、長軸の方向はN-39'-E を指している。断面形状は上に開く U字形を呈し

ており、南西側に深さ 10cmの段がみられる。

覆土は黒褐色土が 1層で、締りも粘性も弱く、径 1'""'-' 5 cm大の離を少量含み、黄褐色土

のブロックを多く含んでいる。

遺物は確認されなかった。

第70号土坑

D-2グリッド内に位置し、北側が調査区外に拡がっており、西側は第59号土坑、東側

は第61号土坑に切られているため規模および形状は明確ではないが、確認された深さは最

深部が24cmある。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒色土で、締りも粘性もやや強く、径 O.5'""'-'3cm大の

離を少量含んでいる。第 2層は暗黄褐色士で締りはやや強く、粘性は強い。黄褐色土の粒

子を含んでいる。

遺物は確認されなかった。
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第 N 章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺績 2. 土坑と遺物

第71号土坑

F-4グリッド内で、第2号方形周溝墓の主体部の西側に隣接している。平面形状は楕

円形で、長さ81cm、最大幅56cm、深さは最深部が 9cmと浅く、長軸はN-840-E を指して

いる。断面形状は浅いため定かではないがやや丸底状を呈している。

覆土は暗赤褐色土が 1層で、締りも粘性もやや弱く、径 1"'-" 2 cm大の礁を少量含み、焼

土のブロックと焼土粒を多く含んでいる。

遺物は覆土中に土師器の破片が散在して出土している。

1 (遺物No.533、No.541) と2(遺物No.5 3 5) は土師器の胴部の破片で、体部の外面は斜位の

ハケメ調整が格子状に施されている。内面は横位のハケメ調整が目立っている。胎土には

金雲母が含まれている。

図Wー 3ー 111 第71号土坑から出土した遺物
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第72号土坑

第 8号茶毘墓の東側約 5mのF-6グリッド内に位置し、第11号茶毘墓を切っている o

平面形状はの不整楕円形で、長さ 130cm、最大幅93cm、深さは最深部が16cmと浅い。長軸

はN-70-wとほぼ南北を指している。断面形状は浅いため定かではないが、丸底状を呈

し、北側に凹みがある。

覆土は 2層に分けられ、第 l層は黒褐色土で、締りも粘性もやや弱く、径 1"'-" 3 cm大の

礁を少量含み、焼土粒をブロック状に含んでいる。第 2層は暗赤褐色士で、締りも粘性も

弱く、径 1"'-" 2 cm大の離を少量含み、焼士粒を多く含んでいる。

遺物は覆土中に土師器の破片が散在して出土している。

1 (遺物No.173) は土師器の胴部の破片で、

体部の外面は斜位のハケメ調整が格子状に

施され、内面は横位のハケメ調整が目立っ

ている。胎土には金雲母が含まれている。

o 5cm 

園町一 3-112 第72号土坑から出土した遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土壕墓と造物

3.土壊墓と遺物

土壌墓の分布は黒ボク土が堆積している谷部を挟んで南側の斜面上位に位置する第 1

2 ・4 ・7 ・8 ・11号土墳墓の 6基と北側斜面に位置する第 3 ・5 ・9 ・12・13号土壌墓

の 5基および同じく北側斜面の東端に位置する第 6 ・10号土壌墓の 2基の 3グループに大

別できる。また、これらの土壌墓はいずれも斜面に立地することが特徴の一つで、これは

茶毘墓の多くが平坦部に立地することと対照的である。

土墳墓は13基が確認されたが、このうち、他の遺構と切り合い関係にあるのは第 2・4

・5号土壌墓で、いずれも土坑あるいは溝をそれぞれ切っている。

土壌墓の平面形状で区分すると円形・不整円形が 2基(約15%)、楕円形・不整楕円形が

9基(約70%)、隅丸長方形が 2基(約15%)である。規模は長径が75'"'"'234cmで平均が約129

cm、短径は55'"'"'139cmで平均が約89cm、深さは最深部が15"'""-'59cmで平均が約38cmを測る。

長軸の方向はほぼ南北を指すものが 3基あるが、全体として一定していない。

出土遺物は供献品としての土器が最も多く、ほかに銭貨・鉄釘・人骨片が出土している。

土器は第 1・2 ・4 ・5・7・8・9・11・12・13号土壌墓で出土しており、なかでも

「かわらけ」の数が最も多く、第 2 ・4 ・5 ・7・8 ・9 ・12号土壌墓で出土している。

「かわらけ」には“ロクロ成形"により作られた土器と“手担ね成形"により作られた土

器の 2種類があり、原則として一つの遺構からはどちらかの 1種類が出土するのが特徴で

ある。また、第 1号土壌墓より丸碗が、第11号土壌墓より絵付けの陶器が、第13号土墳墓

より土師器片がそれぞれ出土している。

銭貨は第 1・2・3・5・9号土壌墓より計22枚出土した。これらはいわゆる六道銭で、

この六道銭の原則である 6枚が揃って出土したのは第 1・2・9号土墳墓である。銭貨の

種類は 「寛永通賓Jが13枚と最も多く、このうち背面に 「文」の文字がある新寛永通賓が

7枚ある。 ["元豊通費」は第 2号土墳墓より 2枚出土した。なお、種類の確認が出来ない

ものが 7枚ある。

鉄製品は第4号土壌墓より釘が 1点出土している。

人骨は第 4 ・6・7 ・10号土墳墓より 124点が出土したが、それらは原形をとどめるも

のがなく、骨片・骨粉の状態で出土している 。このうち、第 6号土壌墓からは頭蓋・下顎

骨 ・歯・頚骨 ・肋骨・大腿骨などがまとまって出土している。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土 境墓 と遺物
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第 W 章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3 土壌墓と遺物

第 1号土墳墓

F-9グリッド内で黒ボク土が堆積する谷部に面した南側斜面に位置し、平面形状はほ

ぼ円形で、長径99cm、短径約cm、深さは最深部が32cmある。断面形状は上に広く開く U字

形を呈している。

覆土は 2 層に分けられ、第 1 層は暗褐色士で締りはやや弱く、粘性は弱い。径 O.5~30

cm 大の礁をやや多く含んでいる。第 2 層は暗褐色土で、締りも粘性も弱く、径 O . 5~ 5 cm 

大の礁を多く含んでいる。

遺物は紬が施された陶質の丸碗が 2点と 6枚が重なった銭貨が、土墳の底面付近より並

ぶように出土している。人骨は確認されなかった。

107~く乏に

O 1Ocm 

図lV-3-116 第 1号土壌墓の遺物出土状況図
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第 N章 発鋸調査の結果 第 3節 穴状 遺構 3.土 境墓 と遺物
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図lV-3-117 第 1号土壌墓から出土した遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土績墓と遺物

1 (遺物No.105) は紬が施された陶質の丸碗で、口径 8.8cm、底径 2.2cm、器高 5.2cmを

測る。体部の外面の下半にヘラ削りが施され、暗茶褐色の素地の内・外面の上半に暗緑褐

色の紬が施されている。

2 (遺物No.l06) も紬が施された陶質の丸碗で、口径10.2cm、底径 4.4cm、器高 4.9cmを

測る。体部の外面の下半はへラ削り、内面は回転のナデ調整が施されている。素地は茶褐

色で、内・外面に暗黄褐色の紬が施されている。

3"-'S(遺物No.107-①~⑥)は銭貨 「寛永通賓Jで、その内 5枚は背面に 「文」の文字が

ある新寛永通賓である。これらの銭貨は、いわゆる六道銭と考えられ、 6枚が重なって出

土している。

銭貨の計測値

遺物No. 種 類 径(凹) 重量(g ) 備 考

107-① 寛永通賓 25.0 3.50 背面に 「文」の文字がある

107-② 寛永通費 25.2 2.67 背面に 「文」の文字がある

107-③ 寛永通賓 25.0 3.88 背面に 「文j の文字がある

107-④ 寛永通賓 24.7 3.35 

107-⑤ 寛永通賓 25.0 3.14 背面に 「文j の文字がある

107-⑥ 寛永通賓 25.0 2.97 背面に 「文j の文字がある
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土境墓と遺物3. 穴状遺構第 3節発掘調査の結果

aGJ 
第 N章

1m O 

第 2号土壌墓の平面および断面図

'0 

園町一 3-11 B 

。
国

.
F
N
Il
-
-にニエ二2

に」二J、

@ 。
てニーヌー

1m oト』

第2号土壌墓の遺物分布図

-164-

図N-3-119



第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土境墓と遺物

第 2号土壌墓

F-8グリッド内で、第 1号土壌墓の北約 3mに位置し、北側部分は第11号土壌墓を切

っている。平面形状は楕円形で、長径 126cm、短径97cm、深さは最深部が47cmとやや深く、

長軸はN-9'-E とほぼ北を指している。断面形状は上に広く開く U字形を呈しており、

南壁の立ち上がりは北壁と比べて急である。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りは弱く、粘性はやや弱い。径 0.5""'12

cm大の礁をやや多く含むほかに、骨の細片を少量含んでいる。第 2層は暗茶褐色土で締り

は弱く、粘性はやや弱い。径 0.5""'20cm大の礁を多く含んでいる。

遺物は覆土の上部から染付の猪口が、底面付近からは 「かわらけ」が重なるように出土

し、 「かわらけJ と並ぶように銭貨が出土している。
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第 N章 発掘調査 の 結果 第 3節 穴状遺構 3.土壌墓と遺物
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図Nー 3ー 120 第 2号土壌墓の遺物出土状況図

2 -1 00 

向
吋
A
V

合
唱
A
V

4

・E

三ヲ ¥ JF ¥ 
3 -1 0 1 4 -1 02 

O 5αn 

5 -1 03② 
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第 N章 発掘調査 の 結果 第 3節 穴 状遺構 3. 土境墓と遺物

1 (遺物No.99)は染付の猪口で、口径 7cm、器高 5cm、底径 3.1cmを測り、松葉に紅葉の

絵が描かれている。

2 (遺物No.100) は手担ね成形の 「かわらけJで、体部の内・外面に横ナデ調整が、底部

は平底で外面はへラ削り調整が施されている。

3 (遺物No.10 1)も手握ね成形の 「かわらけj で底部に僅かに凸面がみられ、体部の内・

外面にナデ調整が、底部の外面にはやや粗いナデ調整が施されている。

4 (遺物No.102) も手担ね成形の 「かわらけJで、 3(遺物No.101) と同様の形態・調整が

みられる。胎土に金雲母が含まれるのが特徴である。

5・6(遺物No.103) は銭貨 「元豊通賓Jで、 6枚のうち 3枚は熔着し、ほかの 1枚も表

面が腐食して文字を読み取ることができない状態である。

銭 貨の計測値

遺物No. 種 類 径(皿) 重量(g ) 備 考

103① 口口 口口 23.2 2.67 表面が腐食

103-② 元豊通賓 24.3 2.67 

103一③ 元口口賓 24.4 2.21 

103-④ 口口口口 23.7 7.22 3枚が熔着、表面が腐食
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状 遺構 3.土犠墓 と遺物
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第 N 章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3.土境墓と遺物

第 3号土壌墓

G-6グリッド内で、調査区北側の南向き斜面の中位に位置し、平面形状は楕円形で、

長径94cm、短径70cm、深さは最深部が15cmと浅く、長軸はN-77'-Wを指している。断面

形状は浅いため定かではないが底面は丸底状を呈している。

覆土は 2 層に分けられ、第 1 層は暗褐色土で締りは弱く、粘性はやや弱い。径 0 . 5~ 2 

cm大の離を少量含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。径

0.5~lcm 大の礁を少量含んでいる。

遺物は土墳内中央部の底面付近より銭貨 「寛永通賓J(遺物No.l24-①~③)が 3枚重なる

ように出土している。この内の 2枚は背面に「文Jの宇のある新寛永通賓である。

銭貨の計測値

遺物No. 種 類 径(凹) 重量(g ) 備 考/

124-① 寛永通費 25.0 3.18 背面に 「文」の文字がある

124-② 寛永通賓 25.0 3.24 背面に 「文」の文字がある

124-③ 寛永通賓 24.3 2.46 
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第 N 章 発掘調査 の結 果 第 3節 穴 状遺構 3.土墳墓 と遺物

第4号土境墓

F-8グリッド内で、第 2号土墳墓の東方約 2mに位置し、第30号土坑の北側部分を切

っている。平面形状は不整楕円形で、長径 101cm、短径87cm、深さは最深部が59cmと深く、

長軸はほぼ南北を指している。断面形状は上に開く U字形を呈している。

覆土は 2 層に分けられ、第 l 層は黒色土で締りはやや強く、粘性はやや弱い。径 0.5~

2 cm大の礁を少量含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で、締りは強く、粘性はやや弱い。径

0.5"-'2cm大の蝶と黄色土の小さなブロックを少量含んでいる 。

遺物は覆土の中位から底面にかけて 「かわらけ」が3個体分、覆土の中位から鉄釘が 1

本、覆土の中位から上位にかけて頚骨(遺物No.214)や排骨(遺物No.25 7)と思われる人骨片が

出土している 。

1 (遺物No.210、No.211、No.212、No.223) はロクロ成形の 「かわらけ」で、体部の外面は回転

のナデ調整が施され、内面は底部から体部にかけてヘラ削り(右回転)をした後にナデ調整

が施されている 。底部は平底で回転糸切りの痕が残っている 。

2 (遺物No.23 6、No.253) もロクロ成形の 「かわらけJで形態・調整とも 1と同ーである。

この 2個体は土墳中央部の底面付近から出土している。

3 (遺物No.22 2、No.254、No.25 6) もロクロ成形の 「かわらけ」で、 1と2に比べて底径が大

きい以外は、調整方法など同ーである。

4 (遺物No.25 5) は鉄製の釘で、頭部 と先端部が欠損した状態で出土している。
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第 N:章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土壊墓と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土績墓と遺物

第5号土壌墓

E-3グリッド内に位置し、第 2号方形周溝墓の東溝(第33号溝)を切っている。平面形

状は不整楕円形で、長径89cm、短径58cm、深さは最深部が44cmとやや深く、長軸はN-19'

-E を指している。断面形状は丸底で上に開く U字形を呈している。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りも粘性もやや弱く、径 O.5"'"'4cm大の

礁をやや多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で締りも粘性もやや強く、径 O.5"'"'2cm大の

礁を少量含んでいる。第 3層は暗黄褐色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。径 O.5cm

大の礁を少量含んでいる。

遺物は土壌の中央から北側にかけての覆土第 1層の底面より、土器は重なるように、銭

貨は土器に隣接して出土している。



第 N章 発 掘調 査 の結 果 第 3節 穴状 遺構 3.土 壕 墓と 遺 物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土犠墓と遺物

1 (遺物NO.28 0) はロクロ成形の 「かわらけJで、底径が小さく 、体部の外面はへラ削り、

内面は底部から体部にかけてへラ削り(右回転)をした後にナデ調整が施されている。底部

は平底で回転糸切りの痕が残っている。

2 (遺物No.281)と 3(遺物No.283) もロクロ成形の 「かわらけ」で形態 ・調整ともに 1と

同ーである。

4 (遺物No.278) もロクロ成形の 「かわらけ」で、底径が小さい以外は他のかわらけと同

一である。

5 (遺物No..279)もロクロ成形の 「かわらけ」であるが、口縁部にかけての立ち上がりに

相違が見られる。底部は静止糸切りをした後にナデ調整を施したようである。

6 (遺物No.286) は銭貨 「寛永通費」で、背面に「文Jの文字がある新寛永通費である。

銭貨の計測値

種類

寛永通賓

重量(g ) 

3.02 

備 考

背面に 「文Jの文字がある
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土境墓と遺物

第6号土壌墓

J -6グリッド内で北東の急斜面の上位に位置し、平面形状は細長い隅丸長方形で、長

径 210cm、短径66cm、深さは最深部が58cmとやや深く、長軸はN-52・-wを指している。

断面形状はU字形を呈しており、北西側に深さ 24cmほどの段がある。

覆土は 3 層に分けられ、第 1 層は暗褐色で、締りも粘性も弱く、径 O.3~7cm大の礁を

やや多く含んでいる。第 2 層は暗褐色土で、締りも粘性もやや弱く、径 O . 3~10cm大の離

をやや多く含んでいる。第 3 層は暗黄褐色土で、締りは弱く、粘性はやや弱い。径 0.3~

8 cm大の離を多く含んでいる。

遺物は人骨片のみで、大臼歯 3本、小臼歯 1本、門歯 1本を含む頭蓋骨(遺物No.421) 

頚椎、肋骨(遺物No.42 3)、腔骨(遺物No.443、No.444)、大腿骨(遺物No.442、No.445) など 108点

が出土している。これらの人骨片は土壌の深い部分の北西側から頭蓋骨、頚椎、肋骨など

が、中央から南東側にかけての底面付近のから腔骨、大腿骨などが出土している状況から

みて、おそらく屈葬と思われる。

O 1Ocm 

図町一 3-133 第6号土壌墓の遺物出土状況図
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第 W章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土境墓と遺物

第 7号土境墓

G-gグリッド内で、第 1号土壌墓の東南側約 5mに位置し、平面形状は楕円形で、長

径 120cm、短径は 101cm 、深さは最深部が50cmとやや深く、長軸はN-82'-W を指してい

る。断面形状は丸底で上に聞く U字形を呈しており、南側を巡るように小さな段がある。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りはやや弱く、粘性は強い。径 0.5'"8 

cm大の離をやや多く含み、炭化物を少量含んでいる。第 2層は黒褐色土で締りも粘性もや

や弱く、径 0.5"'8cm大の礁をやや多く含み、炭化物を少量含んでいる。第 3層は時褐色

土で締りは強く、粘性はやや強い。径 0.5"'15cm大の礁をやや多く含んでいる。

遺物は北側壁面の底面に近い部分と中央部の中位から 「かわらけJをはじめ、施紬陶質

土器が散在するように出土し、人骨片は頚骨・排骨・肋骨(遺物No.299、No.30 0、No.30 8、No.383)

など12点が出土している。
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第 N章 発 揚 調査 の 結 果 第 3節 穴 状 遺精 3. 土 壕墓 と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土境墓と遺物

1 (遺物No.Z9 5)は手担ね成形の 「かわらけ」の口縁部から底部にかけての破片で、体部

の外面はヘラ削りの後に横ナデ調整が施され、内面は底部から体部にかけてヘラ削りの後

に横ナデ調整が施されている。底部は平底で粗いナデ調整が施されている。

2 (遺物No.372)も手担ね成形の 「かわらけJの口縁部から底部にかけての破片で、体部

の外面は磨滅のため詳細は不明であるが、内面は横ナデ調整が施されている。底部は平底

でナデ調整が施されている。

3 (遺物No.407、No.410) も手担ね成形の 「かわらけ」で、体部の外面はナデ調整が施され、

内面はへラ削りの後にナデ調整が施されている。底部は平底でナデ調整が施される。

4 (遺物No.409、No.416)も手担ね成形の「かわらけ」の口縁部から底部にかけての破片で、

体部の外面はハケメ調整が施され、内面はナデ調整が施されている。底部は平底でへラ削

りが施されている。

5 (遺物No.415)も手担ね成形の 「かわらけ」の口縁部から底部にかけての破片で、体部

の外面は横ナデ調整が施され、内面はやや組いハケメ調整が施されている。底部は平底で

ナデ調整が施されている o

6 (遺物No.37 0、NO.37 5、NO.37 8) ロクロ成形の 「かわらけ」の底部から体部にかけての破片

で、体部の外面は回転のナデ調整が施され、内面は底部から体部にかけてへラ削り(右回

転)した後にナデ調整が施されている。底部は平底で回転糸切りの痕が残っている。胎土

に金雲母が含まれている。

7 (遺物NO.303) は紬が施された陶質土器の口縁部で、口径が 8.6cmを測り、僅かに内轡

しながら立ち上がっている。口唇部の内外に稜を有し、内・外面ともにナデ調整をした後

に茶褐色の紬が施されている。素地は暗燈褐色である。

8 (遺物No.377) も紬が施された陶質土器の底部から体部にかけての破片で、体部の内・

外面ともに回転のナデ調整をした後に乳白色の紬が施されている。底部は平底で回転糸切

りの痕が残っている。素地は淡赤褐色である。
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第 N章 発 掘調査の結果 第 3節 穴状 遺構 3.土 壌墓 と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3 土 境墓と遺物

第 8号土墳墓

G-gグリッド内で、第 7号土壌墓の北側約 3mに位置し、平面形状は楕円形で、長径

78 cm、短径55cm、深さは最深部が36cmあり、長軸はN-ZZ'-E を指している。断面形状は

上に開く U字形を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で、締りも粘性もやや強く、径 O.5--.....3cm大

の礁を少量含んでいる。第 2層は黒褐色士で、締りも粘性もやや弱く、径 O.5--.....5cm大の

礁をやや多く含んでいる。

遺物は土墳の南側の第 1層の底面付近から 「かわらけJが 2点並んで出土している。

1 (遺物No.309) は手担ね成形の 「かわらけj で、体部の外面は横ナデ調整が施され、内

面はやや粗いハケメ調整とナデ調整が施されている o 底部は平底でナデ調整が施されてい

る。胎土に金雲母が含まれている。

2 (遺物No.310) も手担ね成形の 「かわらけJで、形態・調整・胎土とも 1と同ーである。

2 -31 0 

園町一 3-139 第 8号土墳墓から出土した遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 30 土犠墓と遺物
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第 W 章 発短調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土壌墓と遺物

第 9号土壌墓

G-5グリッド内で、第 3号方形周溝墓内の南向き斜面に位置し、平面形状は楕円形で、

長径 150cm、短径96cm、深さは最深部が41cmあり、長軸はN-27'-w を指している。断面

形状は上に開く U字形を呈しており、南西側の壁面は北東側の壁面に比べて緩やかに立ち

上がっている。

覆土は 2 層に分けられ、第 1 層は暗褐色土で、締りも粘性もやや弱く、径 0.5~3cm大

の離をやや多く含むほかに、炭化物と黄褐色土の粒を少量含んでいる。第 2層は暗黒褐色

土で、締りはやや弱く、粘性はやや強い。径 0.5~2cm大の礁をやや多く含み、炭化物を

少量含んでいる。

遺物は北側の壁に近い覆土から 「かわらけ」が 1点、中央部よりやや北側の土壌の底面

に近いところから銭貨が 6枚重なって出土している。

1 (遺物No.42 7) はロクロ成形の 「かわらけ」で、体部の外面はへラ削りにナデ調整が施

され、内面は回転のナデ調整が施されている。底部は平底で回転糸切りの痕が残っている。

2"'" 4 (遺物No.428-①~③)は銭貨 「寛永通費Jで、これ以外の 3枚は熔着し表面が腐食

しているため文字の判読は出来ない状態である。

銭貨の計測値

遺物No. 種 類 径(凹) 重量(g ) 備 考

428-① 寛永通賓 24.3 2.53 

428-② 寛永通費 23.5 l. 38 

428-③ 寛永通費 25.0 3.11 

428-④ 口口口口 26.8 9.72 3枚が熔着、表面が腐食

て~
2 -428 ① 

1 -4 2 7 

o 5cm 

4 -428③ 

図町一 3-141 第 9号土壌墓から出土した遺物

1 かわらけ、 2~4: 銭貨 「 寛永通費 J
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土境基と遺物

第10号土壌墓

K-6グリッド内で、南向き斜面の上位にある第 6号土壌墓から東ヘ約 5mに位置し、

平面形状は不整円形で、長径 129cm 、短径126cm、深さは最深部が36cmあり、長軸は東西

を指している o 断面形状はU字形を呈しているが、南側の壁面は緩やかに立ち上がってい

る o

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で、締りはやや弱く、粘性は弱い。径 0.3"-'

10cm大の離を多く含んでいる。第 2層は暗茶褐色土で、締りはやや弱く、粘性は弱い。径

0.3"-'7cm大の離を多く含み、骨粉をやや多く含んでいる。

遺物は粉状の骨(遺物No.556) が土壌の中央部よりやや北側の底面から出土している。

{3 
!
¥
L
r
 

内
宮

¥
A
Y
 

J

A

V

/

 ‘、

、/

1m 

園町一 3-142 第10号土壌墓の平面および断面図
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第 W章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土境墓と遺物

第11号土蹟墓

F-8グリッド内で、第 3号士墳墓の西約 7mに位置し、西側を第 2号土壌墓に切られ

ている。平面形状は不整楕円形で、長径 234cm、短径 111cm、深さは最深部が28cmあり、

長軸はN-73'-E を指している。断面形状は上に広く開く U字形を呈している。

覆土は 2 層に分けられ、第 1 層は暗褐色土で、締りも粘性もやや強く、径 O . 5~ 6 cm大

の礁をやや多く含んでいる。第 2層は暗茶褐色土で、締りも粘性もやや弱く、径 1~ 8 cm 

大の礁をやや多く含んでいる。

遺物は土壌内の南壁付近より土器片が l点出土している。

1 (遺物No.l27) は陶質の皿形土器の口縁部の破片で、推定口径10.8cm、器高 1.8cm、推

定底径6.8cmを測り、内・外面ともに回転の丁寧なナデ調整が施されている。
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図Nー 3-143 第11号土壌墓の平面および断面図
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図N-3ー 144 第11号土壌墓から出土した遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状 遺構 3. 土境墓 と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土壕墓と遺物

第12号土壌墓

F-5グリッド内で、第 9号土壌墓の西約 5mに位置し、平面形状は楕円形で、長径75

cm、短径60cm、深さは最深部が25cmあり、長軸はN-77'-wを指している。断面形状は上

に広く聞く U字形を呈しているが、北側の壁面は急に立ち上がっている。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りは強く、粘性はやや弱い。径 0.5"'20

cm大の礁を多く含んでいる。第 2層は暗黄褐色土で締りは強く、粘性はやや弱い。径 0.5

'" 4 cm大の礁と黄褐色土のブロックをやや多く含んでいる。

土壌の北側の底面付近には、 10"'15cm大の磯が敷石状に並んでおり、これらの礁の下の

土墳底面より「かわらけ」が 1点出土している。

1 (遺物No.260) はロクロ成形の「かわらけJで、口径 7.0cm、器高 5.0cm、底径 3.1cm 

を測り、平底で、立ち上がりが口縁部にかけて大きく外反するのが特徴である。底部には

回転糸切りの痕が残っている。

て

o 5 cm 

図JV-3 -147 第12号土墳墓から出土した遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土壊墓と遺物

第13号土墳墓

F-3""'4グリッド内で、第 2号方形周溝墓の東溝と第 5号土壌墓の東隣に位置し、平

面形状は西側の壁の中央部がやや内側に入り込んでいるが、ほぼ隅丸長方形で、長径 174

cm、短径 139cm、深さは最深部で26cmあり、長軸はN-8'-E を指している。断面形状は

上に広く聞く U字形を呈している。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は暗褐色土で、締りも粘性もやや強く、径 O.3""'4cm大

の礁を少量含んでいる。第 2層は暗茶褐色土で、締りも粘性もやや強く、径 O.3""'5cm大

の磯・焼土粒 ・木炭粒をやや多く含んでいる。

遺物は土壌の底面付近より点在するように、土師器と須恵器の破片が出土している。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土犠墓と遺物
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園町一 3ー 151 第13号土墳墓から出土した遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 3. 土 墳墓と遺物

土師器の破片は色調が茶褐色系が多くみられる。

1 (遺物No.389) は口縁部の破片で、ほぼ直線的に聞きながら立ち上がり、内・外面とも

に丁寧な横ナデ調整が施されている。胎土に雲母を含んでいる。

2 (遺物No.399) は口縁部の破片で、屈曲部を有し、強く聞きながら立ち上がり、外面は

ヘラ削りをした後にナデ調整を施し、内面は横ナデ調整が施されている。胎土に雲母を含

んでいる。

3 (遺物No.395) は胴部上半から頚部にかけての破片で、緩やかに内管し、頚部に屈曲部

を有して聞きながら立ち上がっている。屈曲部の内面には段があり肥厚している。体部の

外面は縦位から斜位のハケメ調整が施され、頚部には横ナデ調整が、また内面は横ナデ調

整が施されている。胎土に金雲母を含んでいる。

4 (遺物No.335、NO.39 2、No.394) は底部から体部にかけての破片で、底部は平底を呈し、直

線的に聞きながら立ち上がっている。体部の外面は縦位のハケメ調整が全体に施され、内

面はナデ調整が施されている。胎土に金雲母を含んでいる。

5 (遺物NO.39 6) は底部から体部にかけての破片で、底部は平底を呈し、強く開きながら

立ち上がり、体部の外面は縦位のハケメ調整が施され、内面はナデ調整が施されている。

胎土に雲母を含んでいる。

6 (遺物No.40 3) は須恵器の蓋杯の蓋部の破片で、肩部に緩やかな稜を有し、端部が屈曲

してから直下している。天井部の外面はへラ削りが施され、肩部から口縁部にかけては回

転のナデ調整が施されている。また、内面は回転のナデ調整が施されている。色調は暗青

灰色である。

今
ぺ

υ



第 N章 発掘調査 の 結果 第 3節 穴状遺精 4.禁 毘墓と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 禁毘纂と遺物

4.奈毘墓と遺物

茶毘墓の分布状況は調査区南側の平坦部に単狙で分布する第 1~3 号の 3 基と中央部に

分布する 9基に分けられる。さらに中央部の 9基は東側の第 8 ・10~12 号の 4 基と西側の

第 4~7 ・ 9 号の 5 基にそれぞれ分布がまとまる。

茶毘墓が立地する地形は平坦面もしくは傾斜面との変換点が多く、なかでも東側の 4基

は黒ボク土の堆積する谷部の斜面と平坦部との変換点に位置している。

茶毘墓の規模は、長径が90~ 134cmで平均が約 106cm 、短径が45~ 122cmで平均が約80

cm、深さが 7~30cm で平均が約20cm ある。平面形状は円形・不整円形が 6 基、楕円形 ・不

整楕円形が 6基と半々に分かれる。長軸の方向はほぼ南北を指すものが 6基、ほぼ東西を

指すものが 3基ある。

茶毘墓の特徴として挙げられることは、焚焼処理の痕跡と思われる炭化材・木炭粒、焼

土ブロック・焼土粒が覆土の中に含まれること。また、白色系の焼骨粉が含まれるものと

そうでないものに分かれる。さらに、土壌の底面から壁面にかけては焼火痕が認められ、

焼土化した状況が認められることである。

遺物は供献品としての土器が多いが、なかでも、ロクロ成形の 「かわらけj と手担ね成

形の 「かわらけ」が最も多く出土し、次に銭貨で 「寛永通賓」が多くを占めるが、 「元豊

通費Jもみられる o 銭貨の中には熱による変形や数枚が熔着した状態で出土するものもあ

る。その他に鉄製の釘なども多く出土している。

人骨は覆土の中に骨粉として含まれる以外に、小さな骨片として出土しており、原型を

とどめるものは数少ないが、頭頂骨・鎖骨・肋骨・大腿骨などが出土している。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4・奈毘墓と遺物

第 1号茶毘墓

C -14グリッド内で、調査区の最南部に位置し、第 3号溝を切っている。平面形状は楕

円形で、長径 100cm、短径65cm、深さは最深部で15cmとやや浅く 長軸は南北を指してい

る。断面形状は丸底状を呈しているが東側の壁の立上りは急であふ

く:;if??土の 1層で 締りはやや強く 粘性は弱い 径 O.5"-'2cm大の擦をやや多
底面に近い覆ザ木炭粒や焼土粒を多く含み 壁面に焼火痕が顕著に認められる。また

焼けた人骨の細胞か覆土の中に少量含まれている。

骨粉以外の遺物は出土していない。
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園町一 3-153 第 1号葉毘墓の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 奈毘墓と遺物

第 2号茶毘墓

F -12グリッド内で、調査区南東側の第 1号方形周溝墓内に位置し、平面形状は不整円

形で、長径91cm、短径76cm、深さは最深部で20cmあり、長軸の方向はN-41'-wを指して

いる。断面形状は北東側が削平されているため定かではないが、おそらく U字形を呈する

と思われる。

覆土は暗褐色土が 1層で、締りは強く、粘性は弱い。径 O.5.-....-14cm大の礁と炭化物や骨

の細粒をやや多く含んでいる。

底面から西壁面にかけてはっきりとした焼火痕が認められる。底面付近には煤の付着し

た扇平の玉石(遺物No.12)があり、棺座石として利用されたかとも思われる。
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図Nー 3-154 第2号蓑毘墓の平面および断面図
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第 N章 発掘調査 の 結果 第 3節 穴 状遺構 4. 奈毘墓 と遺物

遺物は底面に近いところから銭貨が 5枚ほぼ重なるように出土し、土墳の中央部の底面

から、肋骨や尺骨?(遺物No.l0)などの人骨片が 3点出土している。

銭貨は破損や磨滅のために文字が判読できるのは 3枚で、 1(遺物No.11-②)は 「通」か

ら 「開元通賓」、2(遺物NO.ll一③)は 「開」 と 「通」の2文字から 「開元通賓」、3(遺

物No.ll一④)は 「元」 と 「賓」の2文字から 「元豊通賓」と思われる。

銭貨の計測値

遺物No 種 類 径(皿) 重量(g ) 備 考

11-① 口口口口 24.4 l. 84 一部欠損、表面腐食で不明

11-② 口通口口 24.0 l. 00 一部欠損、 「開元通賓Jか

11-③ 開通口口 測定不能 l. 84 1/2欠損、 「開元通賓j か

11-④ 元口口賓 測定不能 l. 06 1/2欠損、 「元豊通賓」か

11-⑤ 口口口口 測定不能 0.65 3/4欠損、表面腐食で不明

&り

O 2Ocm 

図N-3 -155 第 2号葉毘墓の遺物出土状況図

1 -11② 2 -11③ 3 -11④ 

図N-3 -156 第 2号茶毘墓から出土した遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 奈毘墓と遺物

第 3号茶毘墓

B -11グリッド内で、調査区の南西部に位置し、平面形状は不整楕円形で、長径 126cm、

短径91cm、深さは最深部で15cmと浅く、長軸の方向はN-86'-wとほぼ東西を指している。

断面形状は浅いため定かではないが、上に広く開く U字形を呈していると思われる。

覆土は暗褐色土が 1 層で、締りも粘性も弱く、径 O.5~7cm大の礁を多く含み、炭化物

と骨粉を少量含んでいる。

遺物は土壌中央部の覆土の上位から土器片が 4点(同一個体)出土しているが、茶毘墓に

伴う遺物ではなく、外からの流入物と考えられる。

1 (遺物No.16、No.27、No.31、No.32) は細長首の査形土器の口縁部から頚部にかけての破片で、

頚部に緩やかな屈曲部を有し、直線的に聞きながら立ち上がっている。口唇部に棒状の施

具によるキザミがあり、頚部には 7条の連続した刺突紋と沈線が交互に上位から下位にか

けて施紋されている。体部の外面全体には磨き調整が施されている。弥生時代中期後半に

属する土器と思われる。
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図N-3-157 第 3号葉毘墓の平面および断面図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺摘 4. 奈毘墓と遺物

第4号茶毘墓

C~D - 8 グリッド内で、調査区中央部の茶毘墓が集中する南に位置している。平面形

状はほぼ円形で、長径90cm、短径82cm、深さは最深部で29cmあり、長軸はN-3' -E を指

している。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 1~ 5 cm大の

離をやや多く含み、炭化物や骨の細粒を多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で、締りも粘

性もともにやや弱く、径 1~20cm大の離を多く含んでいる。第 3 層は赤茶褐色土で、締り

も粘性も強く、焼土のブロックを多く含んでいる。土壌の北壁面に焼火痕が認められる。

遺物は土壌の北壁付近より土器が、中央部よりやや南側で銭貨が、東北側の壁付近と南

東側の壁付近の 2ヵ所に集中して鉄釘が、南壁付近より筑状に編まれた竹製品の一部(遺

物No.24) が、中央部より東側よりに人骨片がまとまって出土している。

なお、人骨片は大腿骨(遺物No.17、NO.25、No.39)・尺骨?(遺物NO.18)・肩牌骨(遺物No.19)・

鎖骨(遺物No.33)・頭頂骨(遺物No.3 4)など22点が出土している。

20cm 

園町一 3-161 第 4号茶毘墓の遺物出土状況図
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第 N章 発鋸調査の結果 第 3節 穴状遺繕 4. 禁毘墓と遺物

1 (遺物No.45) はロクロ成形の 「かわらけ」で、体部の外面は回転のナデ調整が施され、

内面は底から体部にかけてへラ削り(右回転)した後にナデ調整が施されている。底部は平

底で回転糸切りの痕が残っている。

2 (遺物No.42) はロクロ成形の 「かわらけ」の底部から体部にかけての破片で、 1と同

様の調整が施されている。底部も同様に平底で回転糸切りの痕が残っている。

3 (遺物No.22) は銭貨で、 6枚が熔着し分離が不能であり、しかも表面が腐食している

ため詳細は不明であるが、いわゆる六道銭である。径が22.4皿、重量が16.60gある。

4 .....11(遺物NO.23①②、NO.26、No.36、No.37、NO.38、No.40、No.4 3) は鉄釘で、 10 (遺物No.40)が鋼

鉄製である以外は 7本とも先端部が欠損し錆が著しい。
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第 N 意 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 禁毘墓と遺物

第5号茶毘墓

C-7グリッド内で、第 4号茶毘墓の北約 5mに位置する。平面形状は楕円形で、長径

116 cm、短径86cm、深さは最深部で27cmあり、長軸の方向はN-S'-E を指している。断

面形状は丸底状を呈している。

覆土は黒色土が 1層で締りは強く、粘性はやや弱い。径 7~10cm 大の砂岩質の礁を多く

含み、炭化物もやや多く含んでいる。土壌の壁面に焼火痕が明瞭に認められる。

遺物は覆土の上位から土器片が出土している。

1 (遺物No.21)はロクロ成形の 「かわらけj の底部から体部にかけての破片で、体部の外

面は回転のナデ調整が施され、内面は底部から体部にかけてへラ削り(右回転)した後にナ

デ調整が施されている。底部は平底で回転糸切りの痕が残っている。
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園町一 3-163 第 5号禁毘墓の平面および断面図
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図N-3 -164 第5号茶毘墓から出土した遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 奈毘墓と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 奈毘墓と遺物

第6号茶毘墓

D-7グリッド内で、第 5号土壌墓の北東約 5mに位置する。平面形状は不整円形で、

長径 111cm、短径95cm、深さは最深部で、25cmあり、長軸の方向はN-29'-E を指している。

断面形状は丸底状を呈している。

覆土は 5層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りは弱く、粘性は強い。径 3~ 7 cm大の

離を少量含んでいる。第 2 層は黒褐色土で、締りも粘性もやや弱く、径 O.5~7cm大の礁

を少量含み、炭化物や骨の細粒をやや多く含んでいる。第 3層は暗褐色土で、締りも粘性

もやや弱く、径 1~ 7 cm大の離を少量含み、炭化物・木炭粒・骨の細粒をやや多く含んで

いる。第 4層は暗褐色土で締りはやや弱く、粘性はやや強い。径 1cm大の離を少量含んで

いる。焼土粒・炭化物・木炭粒・骨の細粒をやや多く含んでいる。第 5層は暗赤褐色土で

締りはやや弱く、粘性は強い。径4cm大の礁を少量含むほか、焼土粒を多く含み、炭化物

・木炭粒・骨の細粒をやや多含んでいる。また、炭化材が南壁と北壁付近の底面よりまと

まって出土している。

遺物は土墳の底面付近から 3(遺物No.70)と4(遺物No.71)の 「かわらけ」が出土し、その

他の 「かわらけj は覆土中に点在して出土したほか、土壌中央部の覆土中より施紬陶質土

器の香炉の破片が 2点出土し、北から西にかけての壁面付近から鉄製品が、土壌内全体の

底面付近から覆土中に点在するように人骨片が、底面付近から銭貨がそれぞれ出土してい

る。人骨片は総点数で115点あり、頭頂骨 ・頚骨・鎖骨・肋骨・大腿骨が出土している。

O 2Ocm 

図Nー 3ー 167 第6号茶毘墓の遺物出土状況図
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 禁毘墓 と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4.禁毘墓 と遺物

1 ~ 5 (遺物No.47、遺物No.6 9、遺物No.70、遺物No.71、遺物No.81)はロクロ成形の「かわら

けJの破片で、この内 4(遺物No.71)と5(遺物No.81)の 2点は底部を欠くが、ともに共通し

た特徴を持っている。底部は僅かに凸状がみられるものも含みほとんどが平底を呈し、体

部の外面は回転ナデ調整を施し、内面はへラ削り(右回転)した後にナデ調整が施されてい

る。底部は回転糸切りの痕が残っている。

6 (遺物No.80、No.121)と 7(遺物No.1l4)はロクロ成形の「かわらけJの口縁部から底部に

かけての破片で、体部の内・外面ともにナデ調整が施されている。底部は平底で回転糸切

りの痕が残っている。

8 (遺物No.49)は淡緑色の紬を施された香炉の口縁部から体部にかけての破片である。

9 (遺物No.1l8)も淡緑色の紬を施された香炉の口縁部から体部にかけての破片である。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状 遺構 4.奈毘墓と 遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 喜毘墓と遺物

1 0 (遺物No.122) は先端部が欠損した小型の鉄剣と思われる。土墳の西壁付近より出土し

た。

11"'16(遺物No.140、遺物No.151、遺物No.157、遺物No.158、遺物No.159、遺物No.176)は鉄釘

で、 13(遺物No.157)と 16 (遺物No.176)の 2点がほぼ完形で出土した以外は先端部が欠損して

いる。これらは北から西にかけての壁面付近から出土している。

17"'24(遺物No.7 4、遺物No.84-①~④、遺物No.139ー①~③)は銭貨 「寛永通賓Jで、 8枚

の内 3枚は背面に 「文」の文字がある新寛永通賓である。

銭貨の計測値

遺物No. 種 類 径(皿) 重量(g ) 備 考

74 寛永通賓 24.5 2.47 

84-① 寛永通賓 23.5 3.04 

84-② 寛永通賓 23.2 3.29 

84-③ 寛永通賓 24.2 2.54 

84-④ 寛永通費 24.0 2.77 

139-① 寛永通賓 24.7 3.88 背面に 「文Jの文字がある

139-② 寛永通賓 25.0 2.82 背面に 「文Jの文字がある

139-③ 寛永通賓 25.0 2.88 背面に 「文Jの文字がある
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 奈毘墓と遺物

第 7号茶毘墓

C-7グリッド内に位置し、平面形状はほぼ円形で、長径 103cm、短径95cm、深さは最

深部で19cmあり、長軸の方向はN-230-wを指している。断面形状は浅いので定かではな

いが上に広く開く U字形を呈すると思われる。

覆土は 2層に分けられ、第 1層は黒褐色土で締りは弱く、粘性はやや強い。径 0.3""'2 

cmの礁をやや多く含み、炭化物もやや多く含んでいる。第 2層は暗褐色土で、締りも粘性

もやや強く、径 O.5""'12cmの離をやや多く含み、炭化物もやや多く含んでいる。底部全面

に焼火痕が明瞭に認められる。底部には離を敷石状に並べてあり、その表面が赤褐色化し

ている。

遺物は 「かわらけ」が 5点、銭貨が 1枚(遺物No.190)、鉄釘が 2本、人骨片が 7点出土

している。銭貨は破損し表面が腐食しているため文字の判読は困難である。人骨片は、鎖

骨(遺物No.98)・肋骨(遺物No.181、No.189) など 7点が出土している。これらの遺物は土墳内

の中央部より東側に集中して出土している。

。JU



第 N章 発掘調査 の 結果 第 3節 穴 状遺構 4. 奈毘墓 と遺物

o 20cm 

図N-3-172 第 7号茶毘墓底部の礁の出土状況図
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図N-3 -173 第7号茶毘墓の遺物出土状況図



第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. ~表毘墓と遺物

1 (遺物No.162②)はロクロ成形の 「かわらけ」で、体部の内・外面はへラ削り(右回転)

をした後にナデ調整を施している。底部は僅かに凸状を呈する平底で、回転糸切りの痕が

残っている。

2 (遺物No.184)と3(遺物NO.180、NO.185)もロクロ成形の 「かわらけ」で、形態も調整方法

もともに 1(遺物NO.162②)とほぼ同ーである。

4 (遺物No.162①)もロクロ成形の 「かわらけ」であるが、底部からの立ち上がりが緩や

かに外反しながら開く形態に、ほかの 「かわらけJ との差が認められる。しかし、調整方

法は 1(遺物No.162②)とほぼ同ーである。

5 (遺物No.89、NO.93)はロクロ成形の 「かわらけ」の口縁部から底部にかけての破片であ

るが、形態も調整方法も 4(遺物No.162-1 )とほぼ同ーである。

6 (遺物No.187) は鉄釘でほぼ完形であるが、 7(遺物No.188) の鉄釘は先端部が破損して

いる。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4.奈毘墓 と遺物

第 8号茶屋墓

E-6グリッド内で、第 6号茶毘墓の東約 6mに位置し、南側の第10号茶毘墓を切って

いる。平面形状は不整楕円形で、長径 113cm、短径65cm、深さは最深部で30cmあり、長軸

の方向はほぼ南北のN-9-' E を指している。断面形状は丸底状を呈している。

覆土は 4層に分けられ、第 1層は黒褐色土で、締りも粘性も弱い。第 2層は暗赤褐色土

で、締りも粘性も共に弱く、径 0.5"'"'6cm大の礁をやや多く含み、炭化物や赤色・黄櫨色

の焼土粒を多く含んでいる。第 3層も暗赤褐色土であるが、第 2層に比べ焼土粒の含有量

が少ない。第 4層も暗赤褐色士であるが、締りがやや強く、焼土のブロックをやや多く含

んでいるところが第 2・3層と異なる点である。

遺物は中央部より南側にかけての覆土から鉄釘が 1本と、頭頂骨 ・鎖骨・尺骨・大腿骨

などの人骨片が20点出土している。

1 (遺物No.202) は鋼鉄製の釘で、ほぼ完形である。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 奈毘墓と遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 奈毘墓と遺物

第 9号茶毘墓

C-6グリッド内で、第 7号茶毘墓の北方約 5mに位置し、平面形状は楕円形で、長径

101 cm、短径78cm、深さは最深部で 7cmと浅く、長軸の方向はN-80'-E を指している。

断面形状は浅いため定かでない。

覆土は暗褐色土が 1層で、締りは強く、粘性はやや弱い。径 1"-' 5 cm大の礁を少量含ん

でいる。炭化物・焼土粒をやや多く含み、地山の中に堆積している礁を土壌の底面とし、

僅かな掘込みを残す茶毘墓である。

遺物は土壌の中央部の覆土中から土器が点在して出土している。

1 (遺物No.163) はロクロ成形の 「かわらけ」の底部から体部にかけての破片で、底部の

脇に張りを有する。体部の内・外面にへラ削り(右回転)をした後にナデ調整が施されてい

る。底部は平底で回転糸切りの痕が残っている。

2 (遺物No.165) もロクロ成形の 「かわらけJの底部から体部にかけて破片で、形態は 1

と同様である。体部の外面は回転のナデ調整が施され、内面は底部から体部にかけてへラ

削り(右回転)をした後にナデ調整が施されている。底部は平底で回転糸切りの痕が残って

し、る。

3 (遺物No.166) もロクロ成形の 「かわらけ」の底部の破片で、調整方法は 1. 2と同様

である。底部は平底で回転糸切りの痕が残っている。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 禁毘墓と遺物

第11号茶毘墓

E-6~7 グリッド内に位置する。第72号土坑によって北側を切られている。平面形状

は不整円形で、長径は推定で98cm、短径70cm、深さは12cmと浅く、長軸の方向はN-65'-

Wを指している。断面形状は浅いため定かではないが、丸底状を呈している。

覆土は 2 層に分けられ、第 1 層は暗赤褐色土で締りは強く、粘性は弱い。径 0.5~4cm

大の離を含み、焼土粒をやや多く含んでいる。第2層は暗褐色土で締りは強く、粘性は弱

い。径 0.5~4cm大の礁を多く含んでいる。

遺物は東側の覆土の上位より土器片が 3点と、覆土の中位より欠損した銭貨 「開元通賓

(遺物No.292)J が 1枚出土している。

1 (遺物No.29 0) は聾形土器の口縁部の破片で、くの字の屈曲部を有し、聞きながら立ち

上がっている。外から流入したものと思われる。
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第 N 章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 奈毘墓と遺物

第12号茶毘墓

G-gグリッド内で、黒ボク土が堆積した谷部の斜面上位に位置し、平面形状はほぼ円

形で、長径 134cm、短軸 122cm、深さは最深部で30cmとやや深く、長軸の方向はN-58' -

Wを指している。断面形状は底面に多少の凹凸がみられるが、上に開く U字形を呈してい

る。

覆土は 3層に分けられ、第 1層は暗褐色土で締りはやや弱く 、粘性は弱い。径 o.5~ 6 
cm大の礁をやや多く含み、炭化物 ・焼土粒をやや多く含んでいる。第 2層は明黒色土で締

りも粘性も弱く、径 2~ 4 cm大の礁を少量含んでいる。第 3層は暗褐色士で締りはやや弱

く 、 粘性はやや強い。径 O.5~ 3 cm大の礁をやや多く含んでいる。底面より多くの炭化材

が出土している。

遺物は西側の覆土上位と南側の底面に近いところから土器が、西壁に近い覆土の上位と

南側に集中する炭化材の中から銭貨が、土壌内の北西壁付近と南側の 2ヵ所に集中して頭

骨 ・鎖骨・尺骨・大腿骨などの人骨片41点が出土している。
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第 N章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 禁毘墓と遺物
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第 N 章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺構 4. 奈毘墓と造物

1 (遺物NO.311)は手担ね成形の 「かわらけ」の口縁部から底部にかけての破片で、内・

外面ともに横ナデ調整が施されている。底部は平底でヘラ削り調整が施されている。

2 (遺物NO.32 8、NO.33 2) は手担ね成形の 「かわらけ」で、体部の外面は回転のナデ調整が

施され、内面はへラ削りをした後に回転ナデ調整が施されている。底部は平底である。

3 (遺物No.43 0) も手担ね成形の 「かわらけ」で、調整方法は 2と同ーである。底部は凸

状をなしている。

4 (遺物NO.312)と 5(遺物NO.313)は銭貨「寛永通費Jで西壁に近い覆土の上位より出土し

たものである。

6"" 9 (遺物No.557-①~④)は銭貨 「元豊通賓」で、 6枚出土した内の 4枚である。

9 (遺物NO.55 7一④)は 2枚が熔着している。これらは南側の炭化材の中から挟まった状態で

出土したものである。

銭貨の計測値

遺物No. 種 類 径(皿) 重量(g ) 備 考

312 寛永通賓 25.0 2.52 

313 寛永通賓 22.8 2.28 

557-① 元豊通費 24.5 2.27 

557-② 元豊通賓 23.4 2.49 

557-③ 元豊通賓 24.5 3.07 

557-④ 元豊通費 23.4 6.61 2枚熔着、裏面の径24.0凹

557-⑤ 口口口口 22.7 l. 45 表面が腐食で文字が不明
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第 N章 発鋸調査の結果 第 3節 穴状遺構 5. 火葬墓と遺物
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第 W 章 発掘調査の結果 第 3節 穴状遺術 5. 火葬墓と造物

5. 火葬墓と遺物

第 1号火葬墓

G-4グリッド内で、調査区最北の南向き斜面の上位にある第 2号方形周溝墓内に位置

する。表土を除去している途中で、蔵骨器が露出した状態で確認された。地山に土墳が浅

く残っており、確認された部分の長さ 70cm、幅55cm、深さは最深部が15cmある。平面形状

は不整円形を呈している。

1 (遺物No.250) は蓋付の査形蔵骨器で、口径12.6cm、底径14.8cm、体部の最大径18.7cm、

器高22.0cmを測る。蓋部は口径12.8cm、底径 7.6cm、器高 2.9cmを測り、共に素焼きであ

る。蓋部の形態は皿状を呈しており、内側に粘土紐を張り付けたつまみがある。蔵骨器内

には焚焼処理された焼骨片(総重量1，550g)が入った状態で出土している。

2 (遺物No.251) は蓋付の壷形蔵骨器で、口径12.8cm、底径13.2cm、体部の最大径18.9cm、

器高24.2cmを測る。蓋部は口径14.0cm、底径10.7cm、器高 2.6cmを測り、共に素焼きであ

る。蔵骨器内には焚焼処理された焼骨片(総重量1，350g)が入った状態で出土している。

これらの蔵骨器は形態が異なるが、土墳の底面を同じくし、隣接して出土していること、

追葬の痕跡がないことから同時に埋葬されたと思われる。なお、土壌内からは供献品など

は出土していない。
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第 N章 発掘調査の結果 第 4節 表土層から出土した遺物
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第 N章 発鋸調査の結果 第 4節 表土層から出土した遺物

第4節 表土層から出土した遺物

表土の除去作業時に採集された遺物として、素焼きの査型蔵骨器が 5点と陶質の蔵骨器

片が 1点、 「かわらけ」が3点、組合せ五輪塔が 1基と一石五輪塔が 2基、銭貨が12枚あ

げられる。

1 .蔵骨器

1 (遺物No.558) は素焼きの壷型蔵骨器で、器高が22.3cm、口縁部の径が11.2 cm、底部の

径が16.7cm、最大径が20.4cmあり、底部から体部上半まで緩やかに聞きながら、ほぼ直線

的に立ち上がり、口縁部に向かつて内湾している。外面にはヘラ削りの痕が残っており、

やや組い器面調整がみられる。また、内面にも粗い器面調整がみられる。なお、底部の外

面にナデ調整などはみられない。

2 (遺物No.55 9) も素焼きの査型蔵骨器で、器高が21.3cm、口縁部の径は推定で13.5cm、

底部の径が16.2cm、最大径は体部の上半で21.2 cmあり 、底部から体部上半まで緩やかに聞

きながら、ほぼ直線的に立ち上がり、口縁部に向かつて内湾している。外面にはへラ削り

の痕が残っており、やや粗い器面調整がみられる。また、内面にも粗い器面調整がみられ

る。なお、底部の外面にナデ調整などはみられない。

3 (遺物No.560) も素焼きの壷型蔵骨器で、器高が推定で23.7cm、口縁部の径が12.4cm、

底部径が14.4cm、最大径が体部上半で18.4cmあり、底部から体部上半の最大径部まで聞き

ながら直線的に立ち上がり、口縁部に向かつて内湾している。底部にわずかなへラ削りが

みられ、十分な調整はなされていないが、外面はよく器面調整がされている o 内面も上部

の 2/3までは良く調整されているが、下部の 1/3は調整の組さが残っている。底部の外

面も器面調整が丁寧に施されている。

4 (遺物No.561) も素焼きの査型蔵骨器で、器高が24.0cm、口縁部の径が14.0cm、底部径

が13.3cm、最大径が体部上半で19.0cmあり、底部から体部上半の最大径部まで聞きながら

直線的に立ち上がり、内湾しながら口縁部に達し、口縁部は垂直に立ち上がっている。底

部から上 1cmほどにへラ削りがみられるが、十分な調整はされていない。外面はよく器面

調整がされている。内面も上部の 2/3までは良く調整されているが、下部の 1/3は調整

の粗さが残っている。底部の外面も器面調整が丁寧に施されている。

5 (遺物No.562) も素焼きの壷型蔵骨器で、器高が推定で23.4cm、口縁部の径が12.2cm、

底部径が14.2cm、最大径が体部上半で17.9cmあり、底部から胴部上半の最大径部まで聞き

ながら直線的に立ち上がり、口縁部に向かつて内湾している。底部にわずかなへラ削りが

みられ、十分な調整がなされていないが、外面はよく器面調整がされている。内面も上部

の2/3までは良く調整されているが、下部の 1/3は調整の粗さが残っている。底部の外

面も器面調整が丁寧に施されている。

6 (遺物No.57 7) は陶質の蔵骨器の底部から体部にかけての破片で、現存部の高さ 13.5cm、

このうち高台の高さ 1.7cm、底部径が14.2cmあり、灰色の素地に淡黄色の紬が施されてい

る。体部の外面と高台の内面はへラ削りがみられ、体部の内面と底部の外面はナデ調整が

施されている。
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第 N章 発掘調査の結果 第 4節 表土層から出土した遺物
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第 N章 発掘調査の結果 第 4節 表 土 層から出土 した 遺物

2.かわらけ

7 (遺物No.567) はロクロ成形の「かわらけ」で、口径 8.0cm、器高 3.4cm、底径 3.9cm

あり、底部から直線的に聞きながら立ち上がっている。体部の外面は回転ナデ調整が施さ

れ、内面はヘラ削り(右回転)をした後にナデ調整が施されている。底部は平底で回転糸切

りの痕が残っている。焼成は良好で、色調は淡黄茶褐色を呈し、胎土に砂粒と赤色粒を含

んでいる。

8 (遺物No.568) もロクロ成形の「かわらけ」で、口径10.4cm、器高 3.5cm、底径 5.0cm

あり、底部から僅かに外反し、聞きながら立ち上がっている。体部の外面は回転ナデ調整

が施され、内面はへラ削り(右回転)をした後にナデ調整が施されている。底部は平底で回

転糸切りの痕が残っている。焼成は良好で、色調は淡茶褐色を呈し、胎土に砂粒と赤色粒

を含んでいる。また、底部から口縁部にかけての外面にススが付着している。

9 (遺物No.569) もロクロ成形の 「かわらけ」の底部から口縁部にかけての破片で、推定

口径 8.7cm、器高 1.9cm、底径 4.1cmあり、 13・14とは異なり口唇部がわずかに肥厚して

いる。体部は直線的に聞きながら立上り口縁部で外傾している。体部の内 ・外面ともにへ

ラ削りをした後にナデ調整が施されている。底部はややくぼんでいるが回転糸切りの痕が

残っている。焼成は良好で、色調は淡樫灰褐色を呈し、胎土は精整され密である。

3. 五輪塔

1 0 (遺物No.608) は組合せ五輪塔の空輪と風輪が一石からなる部分で、風化による破損が

甚だしく、無銘である。最大径は11.8 cm、高さは14.4cmある。

11 (遺物No.605) は一石五輪塔の火・水・地輪の部分で、ほぼ方形の柱状を呈しているが、

地輸の方形以外は明瞭な型どりは認められない。無銘である。水輪部の最大幅は 9.0cm、

残存部の高さは19.0cmある。

1 2 (遺物No.606) も一石五輪塔で、火輪と水輸の部分が残存しており、それぞれ円と方形

を型どっていると思われるが、明陳ではない。無銘である。最大幅は15.0cm、残存部の高

さは17.2cmある。
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第 N章 発掘調査の結果 第 4節 表土層から出土した 遺 物
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第 N章 発掘調査の結果 第 4節 表土層から出土した遺物

4. 銭貨

銭貨は表土層から12枚が出土したが、いずれも表面が腐食したり、一部が欠損したりし

ているため、詳細の不明なものが多い。

銭貨の計測値

遺物No 種 類 出土地点 径(凹) 重量(g ) 備 考

593 口口口口 F4表土 29.1 4.99 鉄銭、錆で文字が不明

594 口口口口 F4表土 四定不能 11. 65 鉄銭、錆で文字が不明

595 口柴通賓 F 8表土 24.8 2.06 一部欠損、 「永梁通賓」

596 元日通賓 F 8表土 24.7 2.26 一部欠損、 「元豊通賓」

597 元日通費 F 8表土 24.6 2.08 一部欠損、 「元豊通費J

598 寛永通賓 F8表土 23.6 l. 43 一部欠損

599 口永通賓 F 8表土 23.5 1. 40 一部欠損、 「寛永通賓J

600 !聴口元賓 F8表土 24.6 1. 72 一部欠損、 r l~寧元賓 」

601 口口口口 F 8表土 22.5 1. 63 一部欠損、腐食で文字が不明

602 口口口口 F 8表土 調定不能 0.84 3/4欠損、腐食で文字が不明

603 寛永通賓 F 9表土 20.2 1. 02 一部欠損

604 寛永通費 F 9表土 24.6 3.65 

「寛永通賓」以外の 「永梁通賓元豊通賓J 照寧元賓Jはいずれも渡来銭である。
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第 V章 調査の成果と課題

多高、T 主主主 言j司王!Eσコ用主乙身毛と孟果是亘

向山遺跡は岡津丘陵と呼ばれる低地性の段丘の南端部に位置するが、茶畑などに利用さ

れていたため、遺跡の基盤となる砂礁層の上部はかなり削平されており、いわゆる包含層

が存在しない遺跡である。

今回の調査の結果、溝状遺構が43条(方形周溝墓 3基の溝 9条を含む)、穴状遺構は柱穴

状遺構が46基(このうち掘立柱建物跡の 8基を含む)、土坑が72基、土壌墓が13基、茶毘墓

が12基、火葬墓が 1基の計144基で、合計187基の遺構が確認された。

1 .溝状遺構の状況

①方形周溝墓

溝状遺構のうち方形周溝墓として捉えることができるのは、調査区の南側中央部の中央

に 1基と北側中央部に隣接した 2基の計 3基である。

第 1号方形周溝墓は北溝(第17号溝)、西溝(第16号溝)、南溝(第 9号溝)からなり、東溝

が削平されて存在せず、主体部も確認されなかった。遺物は西溝から土器の細片が覆土中

から 1点出土したが、時代を確定できるものではなかった。

第 2号方形周溝墓は西溝(第33号溝)、南溝(第24号溝)、東溝(第27号溝)および主体部と

考えられる土墳と封土の一部が確認された。なお、北溝は調査区外に位置すると推定され

る。西溝と東溝の覆土の上位から土器の細片が出土しているが、時代を確定できるもので

はなかった。また、主体部と考えられる土壌の遺物は覆土中に流入したと思われる土器の

破片が 1点出土しているだけで、主体部の年代を確定できる遺物ではない。

また、主体部と考えられる土壌から南西部にかけて、厚さ 20"-'30cmほどの封土と思われ

る暗褐色~暗黄褐色土の盛土が分布しており、その中から弥生時代後期の土器片などが88

点出土している。

第 3号方形周溝墓は、西溝(第26号溝)、南溝(第25号溝)、東溝(第30号溝)が確認され

ているが、北溝は調査区外に位置すると推定される。主体部も封土も確認されなかったが、

南溝の底面から弥生時代中期後半の土器が出土している。

以上のように方形周溝墓は、全体に開墾等で地層の上部がかなり削平されており、全体

がどのような形状でどの程度の規模であったかを正確に捉えることは出来ず、しかも第 1

号と第 3号方形周溝墓は主体部も確認されなかった。ただし、第 3号方形周溝墓は南溝の

底面から出土している土器から弥生時代中期後半の方形周溝墓と推定され、第 2号方形周

溝墓は封土の中から弥生時代後期の土器片が出土していることから、それよりやや後の時

期の方形周溝墓と推定される。

②溝状遺構

方形周溝墓を構成する溝以外の34条の溝状遺構は、調査区の南側の平坦部と北側斜面に

分布しているが、平坦部に比較的多く分布している。平坦部に分布している溝は長軸方向

が南北を指している溝が多くみられ、北側斜面に分布している溝は長軸方向が東西を指し

ている溝が多くみられる。平面形状では隅丸長方形が多く、平均的な大きさは長さ 314cm、

最大幅81cm、深さは最深部で25cmある。しかし、溝内から遺物が確認されたのは第 1・4

. 8・10・14・20・22・31• 34・39号溝の10条で、そのうち、第 1・4 ・8・10・14・20

の
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第 V章 調査の成果と課題

. 31号溝から出土した遺物はいずれも土器の細片で、時代を確定できるものではない。ま

た、土壌墓に近い第22号溝の第 1層からは欠損した銭貨 「寛永通賓Jが 1点出土している

が、流入したもので溝の時代を確定するものではなかった。なお、方形周溝墓の近くに位

置する第34号溝からは弥生土器の破片が、第39号溝からは土師器の破片がそれぞれ出土し

ている。

以上のように、方形周溝墓の近くに位置する第34号溝と第39号溝以外の溝状遺構からは

ほとんど遺物が出土しておらず、時代や性格を確定するのは困難である。

2. 穴状遺構の状況

①柱穴状遺構

平面形状がほぼ円形のいわゆる柱穴状(ピット)を呈する遺構で、調査区の南側平坦部と

中央西側平坦部、北側斜面の中央部に分布しており、確認された46基の平均的な大きさは

長径が50cm、短径は41cm、深さは21cmである。そのうち第 1号ピットから第 8号ピットは、

ピットの配置などによって 2間x2聞の掘立柱建物跡が想定された。建物跡は南北 360---....

370 cm、東西 380---....390cmの方形のプランをなし、第 1---....6号ピットの 6本が主柱、第 7

・8号ピットの 2本が棟持柱と推定される 。その他、直線的にならんで確認されたピット

列が11例ある。しかし、柱穴状遺構からは遺物が確認されたのは、第 2 ・6・11・20・28

・29・32・34・35号ピットの僅か 9基で、そのうち第2・6・11・20・28・34・35号ピッ

トから出土した遺物はいずれも土器の細片で、時代を確定できるものではない。また、第

29号ピットで出土した土師器の破片と第32号ピットで出土した土師器の破片はいずれも覆

土の上位からの出土であり、ピットの時代や性格を確定できるものではない。

②土坑

地山を掘り込んだ穴状遺構で、調査区内の全域に分布しており 72基が確認された。平面

形状でみると、楕円形・不整楕円形を呈するものがが37基で約51%を占めているが、長軸

の方向や規模などに統一性はみられない。円形・不整円形を呈するは15基で約21%を占め

ているが、規模や深さに統一性はみられない。遺物が確認された土坑は第4・12・27・36

・37・39・41・46・54・57・62・66・71・72号土坑の14基あるが、このうち第 4 ・12・36

・39・54・66号土坑から出土した遺物はほとんどが土器の細片で、土坑が掘られた時代や

性格を確定できるものではなかった。なお、第27・46・62・71・72号土坑からは土師器の

破片が、第37号と第57号士坑からは陶質土器の破片が、第41号土坑からは品種・用途など

が不明な石製品の破片がそれぞれ出土しているが、遺構の時代や性格を確定できるもので

はなかった。

第72号土坑の覆土から土師器の破片が出土しているが、この土坑は第 2号方形周溝墓内

に位置し、深さも最深部で16cmと浅く覆土も単純で、しかも銭貨 「開元通費Jが出土して

いる第11号茶毘墓を切っていることから、第72号土坑の覆土から出土している土師器の破

片は土坑の年代を決定する遺物ではなく、外部から流入したものと解釈できる。これは第

11号茶毘墓の覆土の上位に外から流入したものと思われる輩形土器の口縁部の破片などが

3点含まれていることからも判断できる。

③土壌墓

穴状遺構のうち、覆土の中に炭化物を含み、供献物としてのいわゆる 「かわらけ」や銭
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第 V章 調査 の成果 と課題

貨などが出土するもので、第 6号土壌墓のように供献物がなく人骨片だけが出土している

ものもある。なお、第13号土壌墓は他の土壌墓とは異なり、供献物がなく出土した遺物も

土師器片と須恵器片であることから土壌墓ではなく土坑として扱うべきかもしれないが、

覆土の中に炭化物や焼土粒を含んでいたため、一応土壌墓として扱った。

土壌墓の分布は谷部を挟んで南側の斜面上位に位置する第 1・2・4 ・7・8 ・11号土

壌墓の 6基と北側斜面に位置する第 3・5・9 ・12・13号土壌墓の 5基および同じく北側

斜面の東端に位置する第 6 ・10号土壌墓の 2基の 3ク守ループに大別できる。 また、これら

の土壌墓はいずれも斜面に立地することが特徴の一つで、これは茶毘墓の多 くが平坦部に

立地することとは対照的である。

土壌墓は13基が確認されている。平面形状で区分すると楕円形 ・不整楕円形が 9基、円

形 ・不整円形が 2基、隅丸長方形が 2基で楕円形 ・不整楕円形が多い。長軸の方向はほぼ

南北を指すものが 3基あるが、全体として一定していない。

表 V-2ー 1 土境墓一覧表

No. グY7ド 平面 長さ 中高 深さ 長軸の方向 出 土 遺 物 備 考

形状 長径 短径

1 F9 円形 99 89 32 N-18'-E 陶質丸碗 2点、銭貨

「寛永通費J6枚

2 F8 楕円形 126 97 47 N -9' -E 染付猪口 1点、手担 11号土壌
ね成形の「かわらけJ 墓を切る

3点、銭貨「元豊通

賓J6枚

3 G6  楕円形 94 70 15 N-77' -W 銭貨「寛永通賓J3枚

4 F8 不整楕 101 87 59 NS  ロクロ成形の 「かわ 30号土坑

円形 らけJ 3点、鉄釘 1 を切る

本、人骨片 2点
5 E3  不整楕 89 58 44 N-19'-E ロク ロ成形の 「かわ

円形 らけJ4点、銭貨 「

寛永通費J 1枚

6 J 6 隅丸長 210 66 58 N-52'-W 人骨片のみ
方形

7 G9  楕円形 120 101 50 N-82' -w 手担ね成形の 「かわ
らけJ 5点と ロクロ

成形の 「かわらけJ

1点、施紬陶質土器

片 2点、人骨片12点

8 G9  楕円形 78 55 36 N-22'-E 手担ね成形の 「かわ

らけJ2点

9 G5  楕円形 150 96 41 N-27'-W ロクロ成形の 「かわ

らけJ 1点、銭貨 「

寛永通費J6枚
10 K6  不整円 129 126 36 EW  粉状の骨のみ

形

11 F8 不整楕 234 111 28 N-73'-E 陶質皿形土器片 1点

円形

12 F5  楕円形 75 60 25 N-77' -W ロクロ成形の 「かわ

らけJ 1点

13 F3・4 隅丸長 174 139 26 N-8' -E 土師器片、須恵器片

方形
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第 V 章 調査の成果と課題

供献物としての 「かわらけ」は第 2 ・4 ・5 . 7 ・8 ・9 ・12号土壌墓で出土している。

このうちロクロ成形による「かわらけ」が第 4 ・5 . 7・9 ・12号土墳墓から、手担ね成

形による 「かわらけ」が第 2・7・8・12号土壌墓から出土している。第 7号土壌墓を除

き一つの遺構からロクロ成形か手担ね成形のどちらかが出土するのが特徴である。これは

茶毘墓でも同じである。また、 「かわらけ」以外の供献物として第 1号土壌墓より丸碗が、

第 2号土墳墓より染付土器の猪口が、第11号土墳墓より絵付けの陶器がそれぞれ出土して

いる。

銭貨は第 l・2・3・5・9号土壌墓より計22枚が出土した。これらはいわゆる六道銭

で、この六道銭の原則である 6枚が揃って出土したのは第 1・2・9号土墳墓である。銭

貨の種類は 「寛永通賓Jが13枚と最も多く、このうち背面に 「文」の文字がある新寛永通

賓が 7枚ある。 I元豊通費」は第 2号土墳墓より 2枚出土した。なお、種類の確認が出来

ないものが 7枚ある。

「寛永通賓」は江戸時代の寛永 3年(1626)から明治 2年(1869)まで使用されていた銭貨

で、背面に「文j の文字がある新寛永通賓は寛文 8年(1668)以降に鋳造され使用された銭

貨である。 I元豊通賓」は中国からの渡来銭で、鋳造の始めは北宋時代の元豊元年(1078)

である。寛文10年(1670)に渡来銭の使用禁止令が出るまで通貨として使用されていた銭貨

である。

鉄釘は第 4号土壌墓より 1点出土したのみである。また、人骨片は第4・6・7・10号

土壌墓より 124点が出土したが、それらは原形をとどめるものがなく、骨片 ・骨粉の状態

で出土している。

以上のように出土した遺物から推察して、第13号土壌墓以外は近世の庶民の土葬墓と考

えられる。なお、第13号土墳墓は第 2号方形周溝墓の封土を切っていることや土壌の底面

から出土した遺物などから推察して、古墳時代の土墳墓と考えられる。

④茶毘墓

この報告書で「茶毘墓」 と呼称した遺構は土壌内で遺骸を茶毘に付し、そのまま埋葬し

たと考えられる遺構で、その特徴として、焚焼処理の痕跡と思われる炭化材 ・木炭粒、焼

土ブロック・焼土粒が覆土の中に含まれ、その多くは層を形成していること。また、白色

系の焼骨粉が含まれること。さらに、土墳の底面から壁面にかけて焼火痕が認められ、焼

土化した状況が認められることである。

茶見墓は12基が確認され、調査区南側の平坦部に単強で分布する第 1"-'3号の 3基と調

査区の中央部に 9基が分布している。茶毘墓が立地する地形は平坦面もしくは傾斜面との

変換点が多く、なかでも東側の 4基は黒ボク土の堆積する谷部の斜面と平坦部との変換点

に位置している。

茶毘墓の平均的な規模は、長径が約 106crn、短径が約80crn、深さが約20crnである。平面

形状は円形・不整円形が 6基、楕円形・不整楕円形が 6基と半々に分かれる。長軸の方向

はほぼ南北を指すものが 6基、ほぼ東西を指すものが 3基ある。

供献物としての 「かわらけ」は第4 ・5・6・7・9・12号茶毘墓で出土している。こ

のうちロクロ成形による 「かわらけ」が第4 ・5・6・7・9号茶毘墓から出土しており、

手担ね成形による 「かわらけ」が出土したのは第12号茶毘墓だけである。
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第 V章 調査の成果と課題

表V-2-2 棄毘墓一覧表

No. グリッド 平面 長さ 中品 深さ 長軸の方向 出 土 遺 中均 備 考

形状 長径 短径

1 C 14 楕円形 100 65 15 NS  粉状の骨のみ

2 F 12 不整円 91 76 20 N-41' -W 煤の付着した届平の

汗三 玉石 1点、銭貨 「開

元通賓Jr元豊通賓J
5枚、人骨片 3点

3 B 11 不整楕 126 91 15 N-86' -w 細長首の壷形土器の
円形 破片 4点(同一個体)

4 C.D8 円形 90 82 29 N -3' -E ロクロ成形の 「かわ

らけJ2点、銭貨 6
枚、鉄釘 8本、京状

に編まれた竹製品の

一部、人骨片22点

5 C7  楕円形 116 86 27 N-8'-E ロクロ成形の 「かわ

らけJ 1点

6 D7  不整円 111 95 25 N-29'-E ロクロ成形の 「かわ

形 らけ」の破片 6点、

施紬香炉の破片 2点、
小型の鉄剣片 1点、

鉄釘 6点、銭貨 「寛

永通賓J8枚、人骨

片 115点、

7 C7  円形 103 95 19 N-23'-W ロクロ成形の 「かわ

らけJ5点、銭貨 1

枚、鉄釘 2本、人骨
片 7点

8 E6  不整楕 113 65 30 N-9'-E 鉄釘 1本、人骨片20

円形 点

9 C6  楕円形 101 78 7 N-80'-E ロクロ成形の 「かわ

らけJの破片 3点
10 E6  楕円形 (87) 45 22 E -3' -E 銭貨 1枚、人骨片 2

点

11 F6・7 不整円 98 70 12 N← 65' -w 斐形土器の口縁部の
形 破片 3点、銭貨 「開

元通費J 1枚
12 G9  円形 134 122 30 N-58' -W 手控ね成形の 「かわ

らけ」の破片 3点、

銭貨 「寛永通費J2 
枚と 「元豊通賓J6 

枚、人骨片41点

また、 「かわらけj 以外の供献物として第 6号茶毘墓より淡緑色の紬を施した香炉の破

片が 2点出土している。なお、第 3号茶毘墓から出土した細長首の壷型土器の破片と第11

号茶毘墓から出土した嚢形土器の口縁部の破片は茶毘墓に伴う遺物ではなく外からの流入

物と考えられる。

銭貨は第 2・4・6・7・10・11・12号茶毘墓より計29枚が出土した。銭貨の中には熱

により変形したり数枚が熔着した状態で出土するものもあり、茶毘墓より出土する銭貨の

orl
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第 V章 調査 の成果と課題

特徴といえる。これらの銭貨は土壌墓から出土しているものと同じ六道銭で、銭貨の種類

は 「寛永通賓Jが多くを占めるが、 「元豊通賓」や 「開元通賓Jもみられる。 r開元通費J

も中国からの渡来銭である o

鉄釘は第 4 ・6 ・7・8号茶毘墓より出土しており、なかでも第 4号茶毘墓からは 8本

出土している。

人骨片は第 1・2・4・6. 7・8・10・12号茶毘墓より出土しているが、それらは覆

土の中に骨粉として含まれる以外に、小さな白色の細片として出土しており、原型をとど

めるものは数少ないが、頭頂骨 ・鎖骨・肋骨 ・大腿骨など部分的に判明できるものもある。

また、特殊な遺物として第 2号茶毘墓より煤の付着した肩平の玉石が 1点、第4号茶毘

墓より筑状に編まれた竹製品の一部、第 6号茶毘墓より小型の鉄剣片が 1点出土している。

以上のように出土した遺物から推察して、これらの茶毘墓は近世の庶民の墓と考えられ

る。なお、徳川八代将軍吉宗の治世当時、享保年間(1716"-'1736)に 「人を葬る時、六道銭

とて銭六文を棺中に入てうづむ事を厳に停止せらる(享保正記、享保記)J (~有徳院殿御

実紀附録巻四~ )とあり、六道銭の副葬を禁止している。この制度が徹底して行われてい

たのであれば、六道銭が出土する墓は享保年間(1716"-'1736)より古い時期のものである可

能性は高い。

⑤火葬墓

火葬墓とは遺骸を火葬してから蔵骨器に納め、その蔵骨器を士坑に埋葬した遺構で、表

土の除去作業中に蔵骨器が露出した状態で 1基確認された。表土層から地山層を少し掘り

込んでおり、地山に土墳が浅く残っている。蔵骨器は素焼きで蓋付の査形蔵骨器が 2点で、

器内には焚焼処理された白色の焼骨片が入った状態で出土している。

これらの蔵骨器は形態、が異なるが、土壌の底面を同じくし、隣接して出土していること、

追葬の痕跡がないことから同時に埋葬されたと思われる。なお、土壌内からは供献品など

が出土していないため、この遺構が構築された確かな時代を推定することは困難である。

3. 調査の成果と課題

今回の調査の結果、向山遺跡は弥生時代中期後半から古墳時代にかけてと近世の墳墓が

混在する遺跡であることが判明した。また、表土の除去作業時に採集された遺物の中に、

素焼きの査型蔵骨器が 5点と陶質の蔵骨器片が 1点、供献品と考えられるロクロ成形の

「かわらけ」が 3点、墓標・供養のために建立された組合せ五輪塔の空輸と風輪が一石か

らなる部分が 1点と一石五輪塔の火 ・水・地輪の部分と火輪と水輸の部分の 2点、六道銭

と考えられる 「寛永通費」をはじめ 「永柴通費J r元豊通費J r照寧元賓」などの渡来銭

が12枚あり、この遺跡が墳墓地として存在していたことを裏付けている。

特に、 13基の土葬墓と12基の茶毘墓はこの遺跡を特徴付ける遺構で、出土した遺物によ

り江戸時代の墓であることは確かであり、被葬者は供献品(副葬品)の貧弱さから見て庶民

であろうという想像はつくが、遺体を無処理のまま埋葬する土壌墓と焚焼処理をした後そ

のまま埋葬する茶毘墓との違いはなにに起因するものであるのか? また、埋葬された場

所の違い(土壌墓はいずれも斜面に立地するが、茶毘墓の多くは平坦部に立地する)は何

か? など種々の問題は今後の詳細な検討と事例調査によって解明すべき課題といえる。

円

t
s
qペリ。，U



付表 1 土器観察表

付表 1 土器観察表

土器観察表には番号遺構法量器種・形態調整方法胎土焼成色調備考

の順に記載したが、その記載方法は以下の通りである。

-番号

番号は遺物番号で、発掘時に記録した順番に付しである 0

.遺構

遺構は遺物が出土した遺構名または出土した位置を記載した 0

.法量

口縁部の径(口径)、器高、底部の径(底径)についての計測値で、単位はcmである。ただ

し、推定値は( )に、計測が不可能なものは 「一」で示しである。

-器種・形態

器種は明確なものだけ記載し、形態は特徴的なものだけを記載した 0

.調整方法

調整方法・施紋方法の特徴的なものを記載した。 (R)は右回転、(L)は左回転を示す 0

.胎土

砂粒・雲母・長石・石英・赤色粒などが含まれているものについて記載した。なお、砂

粒などを微・少量またはほとんど含まないものについては 「精製」と記載した。

・焼成

「良好やや良好」の2段階で表現した 0

.色調

「新版標準土色帖」を判断の参考とした 0

.備考

接合情報や型式などを記載した。
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付表 1 土器観察表

土器観察表 1

番号 遺稿 法量 (cm) 器種 ・器形 製作技法 胎土 焼成 色調 部位 備考

口{圭 器晶 底径

16 3 号:li'il-Q~ 7.4 壷j形1:器、 IJ層部に刻み、頚 精製 良好 淡黄褐色 口縁 ・頚部 27・31・32

細長頚 部に連続期l突紋と とJ妾合
沈線紋

ヘラ磨き

21 5母茶毘慕 4.2 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡黄茶褐色 胴・底部

回転ヘラ同IJり(R)

後ナデ調整

42 4号茶毘主主 4. 6 かわらけ ロクロ成形 赤色粒 良好 淡黄褐色 胴・底部 黒斑状にス

凹転へラ削り (R) スが付着

後ナデ調整

45 4号茶毘主主 10.3 2.8 3.6 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡燈灰褐色 完形

回転ヘラ情IJり(R)

後ナデ調整

47 6号茶毘纂 4.4 かわらけ ロクロ成形 砂粒 やや良 淡茶褐色 胴・底部

回転へラ削り (R)

後ナデ調整

49 6号茶毘主主 (13.6) 陶器香炉 施草由 精製 良好 結;淡緑色 口縁部

69 6号茶毘墓 (8.0) 2.6 4.2 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 燈色 口縁・底部

回転ヘラ削り (R)

後ナデ調整

70 6母茶毘基 4. 6 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡赤褐色 月同・底部

|凶転ヘラ削り (R)

後ナデ調整

71 6号茶毘基 (9.4) かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡黄褐色 口縁・胴部

回転へラ削り (R)

後ナデ調整

80 6号茶毘主主 (9. 8) 2.7 (4.6) かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡赤褐色 口縁・底部 121と接合

ナデ制整

81 6号茶毘墓 (10.0) かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡黄褐色 口縁・胴部

同転へラ削り (R)

後ナデ調整

89 7号茶毘主主 (8.4) 3.3 (4.4) かわらけ ロクロ成形 精製 良好 黄茶褐色 口縁・胴部 93と接合

凶転へラ削り (R)

後ナデ調整

99 2号1:墳墓 7.0 5.0 3. 1 染付猪口 紅葉紋の絵付 良好 乳白色 完形

100 2号 t城墓 9.6 2_0 6.4 かわらけ 手控ね成形 砂粒 良好 淡僚褐色 完形

ナデ調整 金雲母

101 2号土横墓 8. 8 2.2 5.2 かわらけ 手裡ね成形 砂粒 良好 淡黄褐色 完形

ナデ調整 金雲母

底部内面に指頭痕

102 2号土壌募 10.0 2.4 3. 5 かわらけ 手裡ね成形 砂粒 良好 淡茶褐色 完形

ナデ調整 金雲母

底部内面に指頭痕

105 1号士境基 8. 8 5.2 2.2 陶器丸碗 内面全体と外面上 砂粒 良好 軍曲，暗緑褐 完形

半部に施納 雲母 色

106 1号士墳墓 10.2 4.9 4.4 陶器丸碗 内外商に施粕 砂粒 良好 軍由;淡黄褐 完形

黒色粒 色

108 39号f持 緩やかに外 内面に竹管紋状の 砂粒 良好 暗灰褐色 胴部

反 連続耳目l突紋 赤色粒

109 39号1梓 8.0 直線的に大 内外商にナデ調整 砂粒 良好 淡燈褐色 底部

きく開く 雲母

110 39号満 緩やかに内 外面は粗いハケメ 砂粒 良好 燈褐色 胴部

望号 内面はナデ調華客 雲母

n
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付表 1 土器観察表

土器観察表 2

番号 潰構 法量(an) 器種・器形 製作技法 胎土 焼成 色調 部位 備考

口径 器晶 底径

114 6 ~j-茶)，\!.県 (8. 6) 3.0 (5.2) かわらけ ナゲ調整 精製 良好 日青黄茶褐色 r-l縁・底部
118 6 }j-茶i祉経 (13.8) 陶器香炉 外面の F部は無施 精製 良好 利，淡緑色 υ縁・底部

荊1，

127 II 号|ι官慕 (10.8) 1.5 (6.8) 陶器亦 1i'!1転ナデ調整 精製 良好 明赤茶褐色 rJ縁・底部 施fIl，前の素
地

162 7 ~ま茶 i位決 9.5 4.1 5.2 かわらけ ロクロ月五万言 精製 良好 特色 完形

歪み有り 回転ヘラ同rJり(R)

後ナデ調整

162 7号茶毘基 8.8 3.0 5.5 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 権色 完形

歪み有り 問転へラ削り (R)

後ナデ調整

163 9 ~ま茶11\議 4.6 かわらけ ロクロJjJU~ 精製 良好 淡黄赤褐色 胴・底部

回転へラ削り (R)

後ナデ調整

165 9号茶毘某 3.6 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡赤褐色 胴・底部

回転へラ削り (R)

後ナデ調整

166 9 号茶I~ 主主 5_ 6 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡黄赤褐色 底部

回転へラ商rJり(R)

後ナデ調整

173 14サ茶見繕 直線的に立 外l百は粗いハケメ 砂粒 良好 淡赤褐色 月同剖1

ち上がる 内面はナデ調整 金雲母

180 7抄茶i主主主 (9. 8) 3.3 (4. 8) かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡黄縄色 口縁 ・底部 185と接合

回転へラ削り (R)

後ナデ調整

184 7サ茶昆主主 8. 2 3.0 4.6 かわらけ ロクロ成形 黒色粒 良好 淡黄褐色 完形

回転へラ削り (R) 赤色粒

後ナデ調整

210 4号 I:Jg哲慈 10.4 3.6 3.2 かわらけ ロクロ成形 砂粒 良好 淡黄褐色 完形 211・212・

回転へラ削り (R) 赤色粒 223と接合

後ナデ調整

219 37号上坑 10.0 5.4 3.8 陶器丸碗 絵付 良好 乳向色 完形

222 4号 l:横長 11. 4 3.2 6.6 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡黄l天褐色 ウTGJ耳1〆ン 254・256と

歪み有り 回転へラ削り (R) f妾合

後ナデ調整

226 46サ 1:J;;t (39.0) 斐形士器 頚部内面は接合に 砂粒 良好 茶褐色 口t柔剖1 外面に黒斑

頚部は「く」 より肥厚、内外面 金雲母 状のススが

の字に屈曲 ともに横ナデ調整 付着

230 29サキE火 (19.8) 日層部内側 ナデ調整 砂粒 良好 茶褐色 rl縁部
に段

231 29号H火 僅かに内管 外面はハケメ調整、 砂粒 良好 日音茶褐色 l阿部

内面はナデ調整 雲母

234 上、I仁 直線的に立 連続刺突紋と沈線 砂粒 良好 茶褐色 月同部

ち上がる 紋を斜位に施紋 石英

236 4号仁墳墓 10.0 3.3 3.2 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡燈!天褐色 信Y士v岳4シ5 253と接合

回転へラ削り (R)

後ナデ調整

250 1号火葬基 12. 6 22.0 14.8 査形蔵骨器 素焼き 砂粒 良好 燈色 ほぼ完形

最大径が肩 輪積み痕が顕著

部、蓋に摘

251 1号火葬墓 12. 8 24.2 13.2 壷形蔵骨器 素焼き 砂粒 良好 燈色 ほぼ完形

最大径が肩 輪積み痕が顕著

間1
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付表 1 土器観察表

土器観察表3

番号 遺構 ;圭量 (cm) 器種器形 製作技法 胎土 焼成 色調 部位 備考

口径 器晶 底{圭

259 25りli地 (15. 6) (14. 5) 5.5 高材、、 l肉!日明 脚部に連続期l突紋 砂粒 良M 精色 ほぼ完形

が受1.1告の CI'J孔)を 3段繍位 石英

11縁に類似 に』色紋

260 12}j-1地足立美 10. 5 3. 1 5.5 かわらけ ロクロ成形 砂粒 良好 綬色 完j杉

凶転ヘラ削り (R) 赤色粒

後ナデ調整

271 46けuJt (17.2) 整形土器、 内外面にハケメと 砂粒 良好 茶褐色 口市量部

周曲部を有 被位のナデ調整 雲母

し、僅かに

内管

278 5け|城必 9.2 2.9 4.8 かわらけ ロクロ成形 黒色粒 良好 淡燈褐色 完形

1'.1j転ヘラ削り (R)

後ナデ調整

279 5りu民謡 (8.7) (3.3) 5.5 かわらけ ロクロ目先形 精製 良好 4畳色 l;il王子己形

歪み有り 出転へラ削り (R)

後ナデ調整

280 5>; 1:機長Z 9. 0 3.4 5. 6 かわらけ ロクロh主形 精製 良好 4脅色 完Jf~

やや歪み有 凶転へラ削り (R)

り 後ナデ制整

281 5 ~--l:城慕 (9. 8) (3.3) 5.4 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡黄灰色 完形

歪み有り 回転へラ削り (R)

後ナデ調整

283 5坊|一峻必 9.4 2.7 5. 1 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡黄l天褐色 完形

副!j(正ヘラ削り (R)

後ナデ調整

288 3HHLI( ほぼ直線的 器面全体に縦位の 砂粒 良好 日青黄褐色 月間剖l

に立ち上が ハケメ 石英

る 内而はナデ調整 雲母

290 118J¥'ir日主主 (26. 8) 雪量形 }一器、 繍ナデ制整 砂粒 良好 淡亦渇色 11 縁部

「く」の字に 金雲tU:

屈曲

295 7け 1:1演説 (9.4) 2.5 (5.4) かわらけ 手裡ね成形 砂粒 良好 淡亦伺色 11縁・服部

l底部外出は粍iい横 黒色粒

ナデ調整

303 7サ 1:坊主主 (8. 6) 陶器、僅か 施手tIi、ナデ調整 精製 良好 糊;亦、J15縄 II~ 向1

に内管気味 色

309 8サ 1:墳墓 11.2 2.2 7.2 かわらけ 手担ね成形 砂粒 良好 淡黄褐色 完形

ナデ・ハケメ調整 金雲母

310 8号土境基 11. 6 2.3 8.4 かわらけ 手控ね成形 砂粒 良好 淡黄赤褐色 完形

ナデ・ハケメ調整 金雲母

311 12吟茶毘ぷ (10.6) 2.4 (7.6) かわらけ 手控ね成形 黒色粒 良好 淡黄街色 11縁・底部

ナデ、ハケメ調整 赤色粒

328 12号茶毘基 9. 6 2.4 7.6 かわらけ 手控ね成形 精製 良好 淡黄茶褐色 完]杉 全イ本にスス

外面はナデ、内面 が付着

はへラ削り後ナデ 329・330・

調整 332と銭合

335 13号l:l嵐長高 6.6 直線的に開 ナデ・ハケメ謝整 砂粒 良好 暗茶褐色 胴 .1底部 392・394と

く 雲母 t差合

370 7号i:峻慕 5.0 かわらけ ロクロ成形 砂粒 良好 日音茶縄色 底部 黒政J状にス

回転へラ削り (R) 金雲母 スが付着、

後ナデ調整 375・378と

接合
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付表 1 土器観察表

土器観察表 4

番号 遺構 法 量 (cm) 器種・器形 製作技法 胎土 焼成 色調 部位 備考

口 径 器晶 底径

372 7け 1:城主主 (8.6) (2.3) 5.8 かわらけ 手握ね成形 砂事: 良好 淡黄茶褐色 11縁 ・氏問1

摩滅のため詳細不 赤色粒

明

377 7号1:横主主 4.0 陶器、緩や 施粕 精製 良好 粕;乳白色 底部

かに内毎 回転ナデ調整

389 13吟 1:機業 i直線的に開 内外面に横ナデ調 砂粒 良好 茶褐色 "縁部

く 整、 丁寧な器面調 雲母

整

395 13号 1:境基 土師器、屈 外面にハケメ調整、 砂粒 良好 淡赤褐色 頚 ・胴剖i 外面にスス

曲部を有し、 内に面ナデ調整、 金雲母 が付着

内面は肥厚 指頭痕が有る

396 13母 1.:城主主 (8.2) 緩やかに内 胴部外面に縦{立の 砂粒 良好 淡赤褐色 胴・底部

管 し、強く ハケメ調整 金雲母

開く

399 13号 l:凝集 (23.0) 菱形 f:器、 外面はへフ削り後 砂粒 良好 日音茶褐色 ".1縁部

屈曲部を有 横ナデ、内面は横 金雲母

し、強く開 ナデ調整

く

403 13号七境基 (14.2) 須恵器杯蓋、 天井部の外面へフ 精製 良好 暗灰褐色 蓋部

端部が屈曲 自IJり

し直立 肩部ナデ調整

407 7号 1:糠袋 10. 5 2. 1 7.5 かわらけ 手担ね成形 赤色粒 良好 淡黄赤掲色 完形 410と俊合

ナデ調整 黒色粒

409 7号i:墳慕 (9. 8) 3.4 (4.8) かわらけ ロクロ成形 赤色粒 良好 淡燈樋色 r1縁 ・底部 416左後合

ナデ・ハケメ調整

415 7号十:城主主 (10.0) 2.2 (5.0) かわらけ 手控ね成形、ナデ 赤色粒 良好 日音褐色 口縁・底部

-ハケメ調整、指

頭痕が有る

422 34号1持 10. 6 (24.3) 弥生土器、 頭部に凹線紋2本 砂粒 良好 淡燈褐色 頚 .s同部 中期の須布i

細長頚のを と円形紋、胴部は 赤色粒 ffl式 i:器と

形土器、最 綾杉状の条痕紋 l"jJ型

大径が胴部

の F半

427 9号 仁横長聖 7.9 2.8 4.0 かわら付 ロク ロ成形 精製 良好 僚色 完)杉

歪み有り 回転へラ自IJり(R)

後ナデ調整

430 12号茶毘主主 10.0 2.4 6.6 かわらけ 手裡ね成形 砂粒 良好 燈色 完形

凸状底部 底部は無調整 石英

434 57号 1:坑 (13.6) 1.7 (7.2) 須恵器杯蓋、ヘフ削りとナデ調 砂粒 良好 暗灰褐色 蓋部

端部が屈曲 整、僅かに自然利

し直立

449 33号j持 僅かに外反 突帯状紋を2段に 砂粒 良好 目音;茶縄色 H岡部

気味に強く 施紋 石英

開く

450 34号H穴 陶器、僅か 施草曲、内面はナデ 黒色粒 良好 乳白色 円縁部

に外反し開 調整、外面は回転 石英 紬，緑色

く ナデ調整

451 34号花火 12.2 須恵器高台 底部外は面ヘラ商IJ 黒色粒 良好 暗青灰色 底部

付杯、底部 り、内面はへラ問IJ

が高台より り後ナデ調整

突Hl

459 主体部 緩やかに内 摩滅のため不明 砂粒 良好 暗茶褐色 胴部

撃雪 長石

。，u
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付表 1 土器観察表

土器観察表5

番号 遺構 法量(cm) 器種・器形 製作技法 胎土 焼成 色調 部位 備考

口 f至 器画 底径

462 62~} 1与 ( 18. 0) 斐形 L様、 外Ikiは横ナダ調撃、 砂粒 良好 淡茶褐色 11縁部

類部が屈曲 内面はハケメとナ 金雲母

し外反 デ調整

465 .H 1: 僅かに外反 償{立に2段の連続 砂粒 良H 晴褐色 胴部

気味に立ち 刺突紋 -i'"-i英

l:がる

513 長11 (J 1.8) 僚かに外反 内外面にナデ調整、 砂粒 良好 赤茶褐色 口縁部

気味に強く 指頭痕が有る 石英

開く

522 よI1: ほぼ直線的 横イ立に2段の連続 砂粒 良好 淡黄褐色 胴部

に立ち 1:が 刺突紋 雲母

る

530 封 1: 僅かな屈曲 内外面に粗いへフ 砂粒 良好 H音:黄褐色 胴部

部を有し、 調整 石英

l直線的に開

く

533 13号茶毘墓 ほぼ直線的 外面はハケメ調整、砂粒 良好 燈褐色 胴部 541と接合

に内傾 内面はハケメ後ナ 金雲母

デ調整

535 13号茶J!e主主 ほぼ直線的 外面はハケメ調整、 砂粒 良好 淡茶褐色 胴部 黒斑状にス

に内傾 内面はハケメ後ナ 金雲母 スが付着

デ調整

549 J4 1: 内面に稜 押し引き気味の連 砂粒 良好 黒褐色 』同部

続車IJ突紋を羽状に

施紋

552 北側壁面 弥生土器、 連続押し引きによ 砂粒 良好 燈褐色 頚・ j阿部 弥生時代中

査形土器、 るキャタピラ紋 赤色粒 期の嶺凶式

緩やかに内 土器

{頃

553 全01+ ほぼ直線的 外面はハケメ後ナ 砂粒 やや良 日音褐色 胴部

に内傾 デ調整、内面はへ 石英

ラ調整とナデ調整

558 表 l今 11. 2 22.3 16.7 査形蔵骨器 素焼き 赤色粒 良好 暗健褐色 -位l体

輪積み痕が顕著

559 Aとし 03.5) 21. 3 16.2 '主j杉J議甘社長 主持焼き 砂粒 良好 H青燈倒色 4出イ本

輪積み痕が顕著

560 表 L 12.4 (23.7) 14.4 査形蔵骨器 素焼き 砂粒 良好 日音燈褐色 ー個体

輸積み痕が顕著

561 表土 14.0 24.0 13.3 査形蔵骨器 素焼き 赤色粒 良好 暗燈褐色 ー個体

輸積み痕が顕著

562 表土 12.2 23.4 14.2 査形蔵骨禄 素焼き 砂粒 良好 暗燈褐色 ー個体

輸積み痕が顕著

567 表1: 10.4 3. 5 5.0 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡茶褐色 口縁・成部 ススが付着

回転へラ削り (R)

後ナデ調整

568 表上 8.0 3.4 3.9 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡黄茶褐色 口縁・底部

回転ヘラ削り (R)

後ナデ調整

569 表i (8.0) 3.4 3.9 かわらけ ロクロ成形 精製 良好 淡燈!夫褐色 口縁・ 底部

やや凸状の 回転へラ削り (R)

底部 後ナデ調整

577 表 1: 9.2 陶器蔵骨器 施糊 精製 良好 素地.灰色 月岡・底部

ヘラ削り 、ナデ調 利;淡黄色

整
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付表 2 鉄釘計;開l'表

付表 2 鉄釘計測表

法 量

遺物番号| 出土遺構 (cm) (三斗 備 考

長さ 中高 厚さ 重さ

255 4号土墳墓 3.0 0.6 0.4 l.2 頭部および先端部欠損

23-① 4号茶毘墓 4.2 l.0 0.6 4.9 先端部欠損

23-② 4号茶毘墓 5.4 l.0 0.5 6.0 先端部欠損

26 4号茶毘墓 4.0 0.7 0.4 7.2 先端部欠損

36 4号茶毘墓 5. 1 0.8 0.5 3.6 先端部欠損

37 4号茶毘墓 5.6 0.7 0.6 8.8 先端部欠損

38 4号茶毘墓 2.8 0.5 0.4 3.7 頭部および先端部欠損

40 4号茶毘墓 8.5 l.1 0.6 6.2 完形

43 4号茶毘墓 4.6 l.0 0.8 4.3 先端部欠損

140 6号茶毘墓 5.5 0.4 0.4 2.7 先端部欠損

151-① 6号茶毘墓 3.4 l.3 0.7 4.3 先端部欠損

15ト② 6号茶毘墓 l.2 0.5 0.3 頭部および先端部欠損

157 6号茶毘墓 7.7 0.4 0.3 7.5 ほぼ完形

158 6号茶毘墓 2.7 0.7 0.5 2.4 先端部欠損

159 6号茶毘墓 4.7 l.2 0.4 2.7 先端部欠損

176 6号茶毘墓 6.2 0.9 0.4 4.9 ほぼ完形

187 7号茶毘墓 5.2 0.5 0.4 3.2 ほぼ完形

188 7号茶毘墓 l.4 0.3 0.2 l.2 先端部欠損

202 8号茶毘墓 3.3 0.6 0.3 l.2 完形
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